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て
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志
向
｣
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行
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マ
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メ
ン
ト
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道
路
局
企
画
課
道
路
事
業
分
析
評
価
室
長

澤
田

和
に宏

一

は
じ
め
に

道
路
行
政
で
は
、
他
の
行
政
分
野
、
公
共
事
業
分
野
に

先
駆
け
て
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て
お
り
、
今
年

六
月
三
〇
日
に
公
表
し
た

｢平
成
一
五
年
度
達
成
度
報
告

書
･
平
成
一
六
年
度
業
績
計
画
書
｣
(以
下
｢達
成
度
報

告
書
･
業
績
計
画
書
｣
と
い
う
。)
で
は
、
一
年
前
に
宣

言
し
た
目
標
の

｢達
成
度
｣
を
確
認
し
、
そ
の
結
果
や
反

省
を
次
年
度
に
反
映
し
た

｢業
績
計
画
｣
を
ま
と
め
た
。

今
後
は
、
達
成
度
報
告
で
得
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

の
評
価
と
知
見
を
道
路
行
政
に
反
映
し
、
ま
た

｢成
果
志

向
｣
の
道
路
行
政
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
的
な
仕
組
み
づ

く
り
や
日
常
業
務
へ
の
組
込
み
を
通
じ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
実
践
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
こ
れ
ま
で
の

背
景
、
取
組
み
や
達
成
度
報
告
書
･
業
績
計
画
書
の
概
要

と
と
も
に
、
今
後
の
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
に

向
け
た
方
向
性
を
紹
介
す
る
。

二

背
景
と
取
組
み

道
路
行
政
に
お
い
て
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に
立
ち
、

よ
り
効
果
的
、
効
率
的
か
つ
透
明
性
の
高
い
道
路
行
政
へ

と
転
換
す
る
た
め
、
平
成
一
五
年
度
よ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
に

と
っ
て
の
成
果
を
重
視
す
る

｢成
果
志
向
｣
の
考
え
方
を

採
り
入
れ
、
指
標
を
用
い
た
施
策
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
核

と
す
る
新
た
な
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
を
導

入
す
る
こ
と
と
し
た
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
の
検
討
に
あ
た
り
、
昨
年
三

月
に

｢道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

(委
員
長

…古

川
俊
一
筑
波
大
学
大
学
院
教
授
)｣
を
設
置
し
、
昨
年
六
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月
に
は
研
究
会
提
言

｢『成
果
主
義
』
の
道
路
行
政
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
へ
の
転
換

-
理
論
か
ら
実
践
ヘ
ー
｣
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
た

(図
ー
)
。

道
路
局
に
お
い
て
は
、
平
成
一
五
年
七
月
に

｢平
成
一

五
年
度
業
績
計
画
書
｣
を
策
定
、
公
表
し
、
道
路
行
政
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
の
中
で
、

一
七
の
指

標
を
設
定
し
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
施

策
、
事
業
に
至
る
プ
ロ
セ
ス
の
妥
当
性
を
明
ら
か
に
し
、

数
値
目
標
の
妥
当
性
や
、
目
標
達
成
の
た
め
の
施
策
、
事

業
の
妥
当
性
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
デ
ー
タ
を
用
い

た
分
析
を
行
い
、
実
際
に
重
点
的
に
実
施
し
て
い
る
施
策

の
妥
当
性
を
客
観
的
に
示
す
よ
う
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、

国
民
の
視
点
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク
を
可
能
に
す
る
た
め
、
都

道
府
県
別
の
指
標
値
な
ど
の
関
連
す
る
バ
ッ
ク
デ
ー
タ
も

同
時
に
掲
載
し
て
い
る
。

三

道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
裏
践
に
向
け

て

表 1 整備局及び都道府県 ･政令市などの意見
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(7) 広報や住民参画の在り方に関する意見 (18意見)

( 8) その他 (6意見)

メ
ン
ト
を
日
常
業
務
に
浸
透
さ
せ
、
実
効
性
の
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、
様
々
な
課
題
に
対
し
て
継
続
的
な
改

　　　　　　
日常業務への ｢成果志向｣ の組込み靱だ÷÷÷｢＼

　　　　　　　　
　　　　　　　　

図 2 道路行政マネジメントの実践

平
成
一
五
年
度
業
績
計
画
書
を
公
表
す
る
こ
と
で
、
道

路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
も
の
の
、
成

果
志
向
へ
の
転
換
は
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
が
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
分
か
り
に
く

く
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
国
民
が
実
感
で
き
る
成
果

が
見
え
る
ま
で
に
至
っ
て
い
な
い
と
の
意
見
が
内
外
か
ら

出
さ
れ
た

(表
ー
)。
道
路
行
政
に
お
け
る

｢成
果
志
向
｣

に
向
け
た
取
組
み
は
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
職

員
へ
の

｢成
果
志
向
｣
の
意
識
の
浸
透
や
、
納
税
者
、
利

善
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
平
成
一
六
年
度
か
ら
は

用
者
に
対
す
る
分
か
り
や
す
さ
を
確
保
す
る
た
め
の
工
夫

日
常
業
務
へ
の
浸
透
を
図
る
こ
と
を
重
視
し
た
道
路
行
政

な
ど
、
未
だ
多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
る
。
実
際
の
道
路

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
の
た
め
の
具
体
的
な
取
組
み
を
行

行
政
に
お
い
て
も
、
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
や
目
標
の
設
定
に

う
こ
と
と
し
て
い
る

(
図
2
)
。

な
ど
、
未
だ
多
く
の
課
題
を
残
し
て
い
る
。
実
際
の
道
路

行
政
に
お
い
て
も
、
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
や
目
標
の
設
定
に

と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
、
業
績
計
画
書
と
実
務
と
が
舵
離
し
て

い
る
た
め

｢仕
事
は
今
ま
で
通
り
｣
と
い
う
実
態
が
あ
る

こ
と
も
否
め
な
い
。

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
る
と
、
道
路
行
政
マ
ネ
ジ

四

『達
成
度
報
告
書
･
業
績
計
画
書
』
の
策

定
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
の
た
め
の
具
体
的
な



平成16年度は、道路行政マネジメントの襲賎へ

平成協年4月 ｢業績予算｣の導入

平成16年6月 ｢平成15年度達成度報告書･平成16年度業績計画書｣策定、公表

匙道府県こと等地域レベル機譜襲朧偕葬餐掴駿機柩桑湖〕
平成鱒年7月 平成17年度道路局重点施策、国土交通省重点施策公表

平成笹年8月 平成17年度予算概算要求 ,

成16年度業績計画書
図 4 平成15年度達成度報告書 ･平 3 道路行政マネジメントの取組み

取
組
み
の
第
一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
一
年
間
の
達
成
度
を

評
価
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
今
年
度
の
目
標
を
ま
と

め
た
達
成
度
報
告
書
･
業
績
計
画
書
を
今
年
六
月
三
〇
日

に
公
表
し
た

(図
3
,
5
)。
こ
の
こ
と
で
、
事
前
に
数

値
目
標
を
宣
言
し
、
事
後
に
達
成
度
を
評
価
し
、
評
価
結

果
を
次
の
行
政
運
営
に
反
映
す
る
仕
組
み
で
あ
る

｢
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

,
サ
イ
ク
ル
｣
が
初
め
て
一
巡
し
た
こ
と
と
な

み細

る
。

倣
達
成
度
鑿
暑

業

績
計
画
書
を
作
成
す
る
に
当
た

　　

H17年度の
予算要求に反映

　

　
　　

　

予
算
決
定

　
　
　

　
　

　

予
算
概
算
要
求

図 5 新たな道路行政マネジメントの流れ

図

一
事
後
評
価

一

り
、
そ
こ
に
何
を
掲
載
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
内
部

で
も
議
論
に
な
っ
た
。
事
前
に
目
標
を
宣
言
し
て
い
る
か

ら
に
は
、
目
標
に
対
す
る
達
成
度
を
把
握
す
る
こ
と
は
大

切
な
要
素
で
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
一
年
間
の
取
組

み
を
分
析
し
、
そ
れ
を
次
の
施
策
や
事
業
に
生
か
す
こ
と

が
よ
り
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。

表 2 指標の目標値と実績値

E T C利用率 (平成15年度)

標 実 績

日本道路公団 … %蜷約

首都高速道路公団 癆 %ゆ約

阪神高速道路公団 絲 %は約

全 国 %15約 %16約

ー

目
標
の
達
成
度
を
、
都
道
府
県
別
の
達
成
状
況
な

ど
の
デ
ー
タ
と
と
も
に
分
析

ま
ず
重
視
し
た
の
は
詳
細
な
デ
ー
タ
の
公
表
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
は
全
国
値
で
し
か
公
表
し
て
い
な
か
っ
た
デ
ー

タ
に
つ
い
て
、
施
策
を
実
施
し
た
地
区
と
実
施
し
て
い
な

い
地
区
と
の
比
較
を
公
表
し
た
り
、
都
道
府
県
や
国
道
事

務
所
別
な
ど
の
指
標
の
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の
デ
ー
タ
も
公

明
徘
明
開

明
明

　
　
　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

平成15年度は、遡路行政マネジメントをスタート

道路行政マネジメント研究会(委員長;古川筑波大学大学院教授) 設立

道路事業分析評価室の設置

提言町成果主報』の道路行政マネジメントへの転換一理簿から実践へ‐｣

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 　 　　　〔都道府県こと等地域レベルでも、｢棄損計固執を策定、公裏

平成16年度予算概算要求

｢社会資本整備重点計画｣閣議決定

　　　 　　　　　　

道
路
行
政

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
会

提
言
取
り
ま
と
め
る



策

･
事
業
の
実
施
主
体
の
達
成
度
を

公
表
す
る
こ
と
は
、
施
策
や
事
業
の

責
任
を
明
確
に
し
、
道
路
管
理
者
自

ら
が
成
果
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
弓
き
出
す
こ
と
に
つ

な
が
る
。
ま
た
国
民
の
視
点
か
ら
の

チ
ェ
ッ
ク
を
可
能
に
す
る
効
果
や
、

デ
ー
タ
の
精
度
向
上
も
期
待
で
き
る
。

表 3 主な指標ごとの目標と実績

政策テーマ 縦 Hf4実続 Hl5目拂 Hl5実領 H16目陵 川9目標
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蹠
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z
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鯨
防
明柵ー

点
‐茅

之
帖
激

2

実
施
し
た
施
策
･
事
業
の
効

果
を
分
析
す
る
こ
と
に
注
力

詳
細
な
デ
ー
タ
の
公
表
と
と
も
に

重
視
し
た
こ
と
は
、
宣
言
し
た
目
標

の
達
成
度
を
分
析
し
、
次
の
施
策

･

予
算
な
ど
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
数
値
目
標
を

｢達
成

し
た
｣
、
｢達
成
し
な
か

っ
た
｣
と
い

う
点
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
達
成
し
た

か

･
し
な
か
っ
た
か
、
ど
の
よ
う
な

手
段
が
有
効
だ
っ
た
の
か
、
反
省
す

べ
き
点
は
ど
の
よ
う
な
点
に
あ
っ
た

の
か
な
ど
、
実
施
し
た
施
策

･
事
業

の
効
果
を
分
析
す
る
こ
と
に
注
力
し

た
。
そ
し
て
効
果
が
あ
れ
ば
今
後
に

つ
な
げ
、
効
果
が
出
て
い
な
け
れ
ば

真
摯

(し
ん
し
)
に
反
省
し
、
次
の

表
す
る
こ
と
に
し
た
。

例
え
ば

｢E
T
C
利
用
率
｣
で
は
、
E
T
C
利
用
率
は

全
国
の
E
T
C
利
用
が
拡
大
し
、
目
標
の
一
五
%
を
上
回

る
一
六
%
を
達
成
し
て
い
る
。
し
か
し
、
阪
神
高
速
道
路

公
団
は
目
標
の
一
五
%
を
下
回
る
一
一
%
の
実
績
値
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
都
道
府
県
別
に
見
て
も
、
大
阪
の
周

辺
地
域
に
お
い
て
は
全
国
平
均
を
下
回
る
利
用
率
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
(表
2
、
図
6
)。
こ
う
し
た
各
施

E
T
C
利
用
率

利
用
率
の
伸
び

^ 訃
在
点
山

墹
胛

吟
唱▲八/＼
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行
政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
意
識
し
た
。

ニ
ュ
ー
ア
ル
前

(
一
〇
月
)
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

(
一

3

評
価
結
果
を
次
の
施
策
に
反
映
す
る

(｢ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
｣
を
例
に
)

道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、

一
七
指
標
の
中
の

｢ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ク
セ
ス
数
｣
を
例
に
し
て
達
成
度
報
告
書

･
業
績
計
画

書
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
は
、平
成
一
四
年
度
の
｢

五
四
六
万
ア
ク
セ
ス
か
ら
二
、
三
五
〇
万
ア
ク
セ
ス
に

一
･
五
二
倍
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
目
標
で
あ
る
二
、

六
〇
〇
万
ア
ク
セ
ス
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
こ
の
結
果
の

み
か
ら
判
断
す
る
の
で
な
く
、
様
々
な
分
析
や
評
価
を
実

施
す
る
こ
と
が
、
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
継
続
さ
せ

る
に
は
必
要
で
あ
る

(図
7
)。

ま
ず
、
機
関
別
に
見
る
と
、
各
地
方
整
備
局
合
計
で
、

全
体
の
約
九
三
%
を
占
め
て
い
る
。
本
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
約
七
%
。
た
だ
し
、
伸
び
率
で
は
、
地
方
整
備
局
の

一
･
五
二
倍
に
対
し
、
本
省
は
一
･
五
人
倍
と
大
き
く
な

っ
て
い
る

(図
8
)。
本
省
の
ア
ク
セ
ス
数
が
増
大
し
た

の
は
、
平
成
一
五
年
一
一
月
に
道
路
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
七
年
ぶ
り
に
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
こ
と
が
一
因
と

考
え
ら
れ
る

(図
9
)。
施
策
紹
介
の
コ
ー
ナ
ー
、
道
路

事
業
の
評
価
や
予
算
に
関
す
る
道
路
行
政
評
価
サ
イ
ト

(道
路
I
R
サ
イ
ト
)、
施
策
紹
介
に
加
え
、
｢お
役
立
ち

情
報
｣
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
た
こ
と
で
、
ア
ク
セ
ス
数
は
リ

一
月
)
は
、

一
･
一
五
倍
に
な
っ
た
。
ま
た
、
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
取
組
み
と
し
て
、
全
国
各
地
の
積
雪
情

報
な
ど
の
雪
道
に
関
す
る
情
報
サ
イ
ト
を
集
め
た
リ
ン
ク

集
で
あ
る

｢冬
の
道
路
情
報
｣
を
開
設
し
て
お
り
、
平
成

一
六
年

一
月
六
日
~
二
月

三

日
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
数

は
、
ニ
ー
、
0
0
0
件

(
一
日
平
均
約
五
六
人
件
)
で
あ

り
、

一
月
の
ア
ク
セ
ス
数
は
、
道
路
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

中
で
三
番
目
を
記
録
し
た
。
な
お
、
一
番
ア
ク
セ
ス
の
多

か
っ
た
の
は
、
一
月
二
二
、
一
三
日
の
北
陸
大
雪
で
、
二

日
間
と
も
て

五
〇
〇
以
上
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た

(図

0

0

0

0

0

0

)
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0

0

0

0

0
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8
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4

2

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数

(万
ア
ク
セ
ス
/
年
)
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セ
ッ
シ
ョ
ン
数

図 0 ｢冬の道路情報｣ (リンク先の例 :雪みち情報ネットふくい) と平成16年 1月 6 日 ~ 2 月刊日
までのアクセス数推移

ゆ
)。一

方
で
、
事
務
所
ご
と
の
ア
ク
セ
ス
数
の
差
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
を
分
析
す
る
た
め
、
事
務
所
ご
と
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
つ
い
て
、
ア
ク
セ
ス
及
び
管
内
人
口
あ
た
り
の
ア

ク
セ
ス
数
の
実
績
を
四
半
期
ご
と
に
集
計
、
公
表
し
た
。

ア
ク
セ
ス
数
の
多
い
事
務
所
は
、
冬
季
の
路
面
や
災
害
時

通
行
止
め
な
ど
の
道
路
規
制
情
報
、
バ
ス
の
連
行
情
報
な

ど
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
情
報
を
発
信
し
て
い

る
ほ
か
、
携
帯
電
話
向
け
の
サ
イ
ト
も
開
設
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
実
績
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
、
い
わ
ゆ
る
ベ

ン
チ
マ
ー
キ
ン
グ
方
式
に
よ
り
、
他
の
事
務
所
の
優
れ
た

5.8
13.5

l5 9

26.5

4 2.5

62 ,4

　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
ロ
100
人
当
り
の
ア
ク
セ
ス
数

(件
)

沖
縄
総
合
事
務
局

九
州
地
方
整
備
局

四
国
地
方
整
備
局

中
国
地
方
整
備
局

近
畿
地
方
整
備
局

中
部
地
方
整
備
局

北
陸
地
方
整
備
局

関
東
地
方
整
備
局

東
北
地
方
整
備
局

北
海
道
開
発
局

全
国

図門 人口100人当りのアクセス数の各局比較

点
を
導
入
、
反
映
し
て
い
く
工
夫
が
見
ら
れ
、
全
体
の
伸

び
率

(
一
･
五
二
倍
)
の
二
倍
の
三
倍
以
上
の
伸
び
率
を

記
録
し
た
事
務
所
が
、
一
四
事
務
所

(全
一
0
七
事
務
所

中
)
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
、
前
年
度
比
約
一
九
倍
の
ア
ク

セ
ス
を
記
録
し
た
、
高
崎
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、
平
成

一
五
年
七
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
、
お
役
立
ち
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
飾
る
写
真
を
広
く
一
般
よ
り
募
集
し
、
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。

ま
た
、
別
の
分
析
方
法
と
し
て
、
地
方
別
の
ア
ク
セ
ス

数
も
算
出
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
人
口
一
〇
〇
人
当
り

の
ア
ク
セ
ス
数
と
し
て
は
、
北
陸

(七
四

,
一
)
、
四
国

(六
二
･
四
)、
北
海
道

(三
九
･
六
)
と
地
方
部
が
多
く
、

近
畿

(五
･
四
)、
関
東

(五
･
八
)
と
人
口
の
多
い
都

市
部
が
弱
い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
市
部

に
つ
い
て
、
お
役
立
ち
情
報
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

(図
=
)。

以
上
の
結
果
か
ら
、
国
民
が
道
路
行
政
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
情
報
を
求
め
て
い
る
の
か
な
ど
、
国
民
の
情
報
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
ら
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

構
成
、
表
現
方
法
な
ど
に
反
映
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
導
き
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク

セ
ス
数
を
定
期
的
に
集
計
、
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各

事
務
所
が
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
情
報
を
提
供
す
る
よ

う
、
競
っ
て
工
夫
す
る
よ
う
働
き
か
け
る

｢
ベ
ン
チ
マ
ー

キ
ン
グ
方
式
｣
を
今
年
度
も
継
続
し
て
い
く
。
｢
ベ
ン
チ



マ
ー
キ
ン
グ
方
式
｣
は
、
競
争
原
理
を
促
す
と
と
も
に
、

良
好
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
他
主
体
の
取
組
み
を
学
び
、

自
ら
の
改
善
点
や
工
夫
に
気
付
く
、
よ
り
自
発
的
な
行
政

運
営
を
可
能
と
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
路
上
工
事
時
間
の

公
開
や
、
道
路
管
理
分
野
で
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

ノ(、、o平
成
一
五
年
度
の
取
組
み
の
評
価
結
果
を
踏
ま
え
た
こ

れ
ら
の
施
策
･
事
業
が
平
成
一
六
年
度
の
業
績
計
画
と
な

る
。
次
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

･
サ
イ
ク
ル
が
ス
タ
ー
ト
し
、

施
策
･
事
業
の
効
果
を
今
後
と
も
分
析
、
評
価
す
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

%
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#

ゞ
◆

　

　
　
　

H
以

鮮
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評
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度

醇

成
果
目
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の
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予
算
決
定

E

｢達成度｣ を重点施策や予算要求へ反映

五

道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
裏
朧
に
向
け

た
今
後
の
取
組
み
の
方
向
性

道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
の
た
め
の
具
体
的
な

取
組
み
に
お
い
て
は
、
達
成
度
報
告
書
･
業
績
計
画
書
の

作
成
は
第
一
ス
テ
ッ
プ
に
過
ぎ
な
い
。
｢成
果
志
向
｣
の

道
路
行
政
を
進
め
る
た
め
の
基
礎
的
な
仕
組
み
づ
く
り
や

日
常
業
務
へ
の
組
込
み
を
通
じ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践

に
向
け
て
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

な
お
、
達
成
度
報
告
で
得
ら
れ
た
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

の
評
価
と
知
見
を
、
平
成
一
七
年
度
重
点
施
策
や
予
算
要

求
に
初
め
て
反
映
さ
せ
て
い
る

(図
惨
)。
利
用
者
が
満

足
す
る
道
路
行
政
を
実
現
す
る
に
は
、
現
場
で
も
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
取
組
み
を
実
践
す
る
こ
と
が
道
路
行
政
が
取
り

組
む
べ
き
方
向
性
で
あ
る
。

穴

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
平
成
一
五
年
度
当
初
よ
り
現
在
ま
で
の
、

｢成
果
志
向
｣
の
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
係
る
取
組

み
を
紹
介
し
た
。道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
い
て
は
、

達
成
度
報
告
書
･
業
績
計
画
書
は
対
話
型
の
行
政
運
営
の

た
め
の
重
要
な
ツ
!
ル
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
住
民
に

近
い
都
道
府
県
ご
と
等
地
域
レ
ベ
ル
で
も
達
成
度
報
告

書
･
業
績
計
画
書
の
策
定
、
公
表
が
進
ん
で
お
り
、
｢成

果
志
向
｣
に
向
け
た
取
組
み
が
進
み
つ
つ
あ
る

(平
成
一

六
年
九
月
一
二
日
時
点
で
一
二
県
/
-
地
域

(四
国
は
四

県
だ
け
で
な
く
、
四
国
全
体
で
も
策
定
)
で
公
表
済
み
で

あ
る
。
ま
た
、
九
州
で
も
目
標
設
定
に
よ
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
管
理
を
行
う
仕
組
み
で
あ
る

｢ち
ゃ
く
ち
ゃ
く
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
2
0
0
3
/
2
0
0
4
｣
を
公
表
済
み
で
あ
り
、

約
四
割
の
都
道
府
県
ブ
ロ
ッ
ク
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組

み
を
公
表
し
て
い
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
職
員
へ
の

｢成
果
志
向
｣
の
意
識

の
浸
透
や
、
納
税
者
、
利
用
者
に
対
す
る
わ
か
り
や
す
さ

を
確
保
す
る
た
め
の
工
夫
な
ど
、
未
だ
多
く
の
課
題
を
残

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、
多

く
の
方
々
の
参
加
と
努
力
に
よ
る
成
功
事
例
を
積
み
上

げ
、
少
し
ず
つ
で
も
日
々
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
住
民
の
方
々
や

国
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
道
路
行
政
の
実
現
に
向
け
て
最
も

重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
と
も
、
新
た
な
取
組
み
の

成
果
が
得
ら
れ
た
際
は
、
適
宜
報
告
を
し
て
ゆ
く
所
存
で

あ
る
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
道
路
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(ゴ
ロ
□
"
モ
モ
モ
目
耳
斂
o
宅
ご
o
pg

に

お
い
て
公
開
し
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
も
参
照
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
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秋
間
地
域
に
蘂
け
る

遭
騰
行
簾
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
薬
蹴
の
贓
組
み
に
つ
い
て

東
北
地
方
整
備
局
秋
田
河
川
国
道
事
務
所

一
は
じ
め
に

二

事
務
所
に
お
け
る
成
果
志
向
e
利
用
者
重

平
成
一
五
年
度
か
ら

｢新
し
い
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン

視
の
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

ト
｣
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
、
秋
田
に
お
い
て
も
道
路
利

1

成
果
志
向
の
試
運
転
か
ら
本
格
的
実
践
へ

用
者
に
と
っ
て
の
成
果
を
よ
り
重
視
す
る
道
路
行
政
運
営

秋
田
河
川
国
道
事
務
所
に
お
け
る
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ

ヘ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
っ
た
。
地
域
で
の
取
組
み
の
場

ン
ト
は
、
平
成
一
五
年
度
の
試
運
転
か
ら
今
年
度
以
降
の

合
、
こ
の
新
し
い
行
政
運
営
を
個
別

･
具
体
に
地
域
の

本
格
的
実
践
に
向
け
、
取
組
み
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

方
々
に
実
証
し
、
ご
理
解
と
ご
支
持
を
頂
い
て
い
く
こ
と

方
針
を
四
つ
の
視
点
と
し
て
設
定
し
、
そ
の
取
組
み
を
事

が
大
切
で
あ
る
。
故
に
、
理
論
は
整
理
し
た
が

｢仕
事
は

務
所
全
体
で
推
し
進
め
る
た
め
に
、
六
つ
の
テ
ー
マ
を
設

今
ま
で
通
り
｣
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
基
本
的
な
考
え
方

け
、
出
張
所
単
位
で
の
成
果
志
向
の
取
組
み
と
し
て
試
行

を
念
頭
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
弛
ま
ぬ
努
力
を
行
っ

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
秋
田
県
版
業
績
計
画
書

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

(秋
田
の
み
ち
の
サ
ー
ビ
ス
目
標
計
画
書
)
に
も
特
定
地

本
稿
で
は
、
個
別
･
具
体
の
実
施
例
を
紹
介
し
つ
つ
秋

域
で
の
取
組
み
、
取
組
み
体
制
と
し
て
位
置
付
け
を
し
、

田
で
の

｢新
し
い
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
｣
の
取
組
み

秋
田
県
幹
線
道
路
協
議
会

(東
北
地
方
整
備
局
･
秋
田

状
況
を
紹
介
す
る
。

県
･
日
本
道
路
公
団
東
北
支
社
)
メ
ン
バ
ー
の
全
面
的
協

i 成果志向の試運転から本格的実践へ !(ユーザー重視 ･現場主義 ･成果志向のマネジメント)

梟版業績計画書 事務所全体の展開
うのサービス目恒計画書)
務月 基本方針 出張所単位での成果鱗炉

]

　
　
　
　

　　　　　　　

　　　　　　

{ 行政の透明性 .効率性の向上 ]
図 1 秋田河川国道事務所における道路行政マネジメント

の取組み



力
の
も
と
実
践
を
試
み
て
い
る

(図
1
)。

2

取
組
み
に
当
た
っ
て
の
基
本
方
針

(四
つ
の
視
点
)

′

=

利
用
者
側
や
地
域
側
の
視
点
に
立
っ
た
指
標
で
の

計
画
の
策
定

･
目
標
の
設
定
と
そ
の
達
成
へ
の
プ
ロ
セ
ス
の
充
実

･
デ
ー
タ
に
基
づ
く
地
域
の
課
題
を
わ
か
り
や
す
く
表

現
す
る
工
夫

②

計
画
に
基
づ
く
施
策
･
事
業
の
実
施
と
併
せ
て
、

そ
の
実
施
効
果
を
評
価
･
分
析

･
ハ
ー
ド
対
策
の
み
で
は
な
く
、
ソ
フ
ト
施
策
も
重
視

し
、
両
輪
で
の
取
組
み
を
実
施

･
実
施
施
策
の
効
果
を
測
定
し
、
分
析

･
評
価
す
る
こ

と
に
注
力

③

評
価
結
果
を
次
年
度
の
施
策
に
反
映
す
る
仕
組
み

(マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
･
サ
イ
ク
ル
)
導
入
を
重
視

･
反
省
点
等
を
次
の
取
組
み
に
活
か
す
。

燭

こ
れ
ら
の
取
組
み

(道
路
行
政
の
変
革
)
を
県
民

の
方
々
に
お
伝
え
す
る
こ
と
を
重
視

･
我
々
の
取
組
み
を
出
来
る
だ
け
広
報
し
、
道
路
利
用

者

･
納
税
者
の
方
々
に
知
っ
て
頂
く
努
力
。

3

成
果
志
向
･
利
用
者
重
視
の
取
組
み
を
事
務
所
全
体

で
推
し
進
め
る
工
夫

の

三
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

(出
張
所
)
で
の
六
テ
ー
マ

出
張
所
長
を
座
長
と
し
た
各
地
域
の

｢道
路
サ
ー
ビ

ス
向
上
検
討
会
｣
の
設
置
と
試
行
テ
ー
マ
を
設
定
し
て

い
る

(図
2
)。

･
職
員
の
意
識
改
革
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
具
体
的
行
動

と
し
て
、
出
張
所
単
位
に
成
果
志
向
の
道
路
行
政
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
施
。

･
各
出
張
所
の
抱
え
る
テ
ー
マ
ご
と
に
検
討
会
を
設
置

角館国道維持出張所秋田国道維持出張所

秋田地区道路サービス検討会
(H16設置)

バス事業者･JA F ･秋田
警察署･秋田港湾警察署
道路管理者(回帰･市JH)

0秋田市内･渋滞対策

利用 ' ロジェクト
0 国道フ号通勤渋滞消滅

(HT

本荘国道維持出張所

本荘地区道路サービス向上

目 的

･
職
員
全
員
で
の
情
報
の
共
有
化

･
職
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

･
事
務
所
で
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
機
能

し
、
地
域
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
地
域
と
一
体
と
な

っ
た
取
組
み
を
実
施
。

②

事
務
所
内
の
情
報
の
共
有
化

全
職
員
が
成
果
志
向

･
利
用
者
重
視
の
行
政
運
営
に

関
す
る
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
で
き
る
環
境

(所
内

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
)
を
整
備
し
て
い
る

(図
3
)。
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…←…- - 本局からのお知らせテロップ“…““…

図 2 出張所単位の推進体制とテーマ



三

代
表
的
は
取
組
み
事
例

1

観
光
渋
滞
問
題
を
コ
ス
ト
を
か
け
ず
に
ソ
フ
ト
対
策

で
解
決

秋
田
県
角
館
町

(人
口
約
一
万
五
千
人
)
で
は
、
毎
年

桜
ま
つ
り
期
間
中

(観
光
客
一
三
三
万
人
)
に
大
渋
滞
が

発
生
し
、
観
光
客
ば
か
り
で
は
な
く
、
地
域
生
活
全
般
に

ま
で
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
抜
本
的
な
対
策
と
し

て
は
国
道
四
六
号
角
館
バ
イ
パ
ス
整
備
の
進
捗
を
図
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
完
成
ま
で
に
数
年
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
間
、
地
域

(地
元
自
治
体
、
警
察
、

観
光
協
会
な
ど
)と
の
連
携
に
よ
る
ソ
フ
ト
施
策
に
よ
り
、

至

燈
圈

　

　

　

級

長

、

渋

滞

間
.

　

　
　

　

　

　　
　
　

/三

大

過
"

　
　

　
　

　

　

至

秋
田

渋
滞
緩
和
に
取
り
組
ん
で
い
る

(図
4
.
5
)
。

具
体
的
な
取
組
み

(ソ
フ
ト
対
策
)
と
し
て
は
、
①
駐

写真渋滞扉秀離れ穹騎窪
交差点付近

写真 1 花見客で賑わう
角館武家屋敷通り

　　
　
　

　　
　

　

　
　

で
屋

刊

医
′
'

　
　

　
　
　
　
　

見
武

ヒ
館

し

ん醜

取
組
み

　　　　　　　
渋滞対策検討会 議驚勝畿 渋滞対策検討

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　 　
　
　

.

き

携

　
　
　　

　角館国道維持主張所をコアに関係機関が協働 ･連携

紙
衾

省
選
出
、

　

　
　

　
　
　

　

　
　

　
　
　

　

　

　
　

　
　
　

“

角
滞

国
河
国

図 5 角館観光期渋滞対策の取組み体制

角

田

、

写真 4 《対策②》町内
駐車場の満車状況を発
信し、 車両進入を制御

館
た

サ
の

角
し

話
ム

》
用

電
イ

①
活

帯
夕

策
を
場

凝

対
地
車

③
リ
供

《
撚

策

、
提

3

B

臨

対
り
を

真

《
よ
報

写

に
情

5
ト
滞

真
イ
渋

内
発
御

写

町
を
制

車
場
容
量
の
拡
大
、②
計
画
的
な
交
通
規
制
･
車
両
誘
導
、

③
渋
滞
･
駐
車
場
情
報
の
提
供
を
実
施
し
た
。
こ
れ
ら
の

取
組
み
を
マ
ス
コ
ミ
に
広
報
し
、新
聞
や
テ
レ
ビ
に
よ
り
、

広
く
P
R
す
る
と
と
も
に
、
取
組
み
チ
ラ
シ
を
道
の
駅
、

P
A
･
S
A
な
ど
で
広
域
的
に
配
布
し
た
。

結
果
、
目
標
の
渋
滞
損
失
時
間
二
割
削
減
を
達
成

(二

五
%
削
減
)
し
、
角
館
町
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
が
一
四
七

件

(H
B
)
か
ら
五
件

(H
蜷
)
に
激
減
し
た
。
し
か
し
、

一
部
課
題
も
確
認
さ
れ
、
今
後
も
引
き
続
き

｢角
館
観
光

期
渋
滞
対
策
検
討
会
｣
で
検
討
、
次
回
に
反
映
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。



2

地
域
の
特
性
を
加
味
し
た
交
通
事
故
へ
の
取
組
み

幹
線
道
路
の
事
故
対
策
に
お
い
て
は
、
平
成
一
七
年
度

か
ら
死
傷
事
故
率
を
用
い
た
優
先
度
明
示
方
式
に
よ
り
、

重
点
的
に
事
故
対
策
を
行
う
区
間
を
抽
出
す
る
こ
と
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
秋
田
河
川
国
道
事
務
所
管
内
の
交
通
事
故
分

析
の
結
果
、
交
差
点
が
続
く
市
街
地
の
幹
線
道
路
で
の
危

険
箇
所
は
、
警
察
署
に
届
け
ら
れ
る
死
傷
事
故
件
数
を
用

い
て
抽
出
出
来
る
も
の
の
、
山
間
部
の
幹
線
道
路
で
は
損

傷
事
故
件
数

(※
1
)
の
大
小
を
用
い
る
方
が
実
態
に
あ

っ
た
危
険
箇
所
の
抽
出
が
出
来
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

の
理
由
と
し
て
、
単
路
部
で
の
道
路
付
帯
施
設
へ
の
接
触

な
ど
の
物
損
事
故
は
警
察
署
に
は
届
け
ら
れ
な
い
場
合
が

多
い
た
め
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
山
間
部
が
多
く
を
占
め
線
形
が
悪
い
国
道

四
六
号
で
の
危
険
箇
所
は
、
損
傷
事
故
件
数
に
も
考
慮
し

て
抽
出
を
行
っ
て
い
る

(図
6
)
。

※
1
!
損
傷
事
故
件
数

…道
路
付
帯
施
設

(照
明
灯

･
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
)

が
損
傷
さ
せ
ら
れ
る
事
故
件
数

ま
た
、
雪
国
で
の
事
故
対
策
は
、
冬
期
の
交
通
事
故
の

実
態
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
年
間
を

通
し
て
の
死
傷
事
故
件
数

(率
)
に
加
え
、
冬
期
間
(例

え
ば
、
三
一月
~
三
月
)の
死
傷
事
故
件
数

(率
)
を
加

味
す
る
な
ど
地
域
や
季
節
の
特
性
を
十
分
に
考
え
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
冬
期
間
に
死
傷
事
故
が
多
発

す
る
箇
所
は
、
必
ず
し
も
年
間
を
通
じ
て
事
故
が
多
発
す

る
箇
所
と
は
一
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る

(図
7
)。

R
50
m
以
下
の
箇
所
数

修
T

10

5

0

　
　
　

H
…

‐4

出
所

　　

　
　

　　

　
　

　

図 6 国道46号 (田沢湖地区) の損傷事故件数と死傷事故件数の対比

- - - -一群平均鵜褻故国 - - - -‐… 秋.県年
2倍以上
秋田県年平均死傷事故率43.6の
2倍以上

嶮竺燦搬鷁秋田県年平均死傷事故率43,6の
2倍未満

　上餅　
　　

　
　

図 7 年平均死傷事故率と冬期死傷事故率の比較

　　　　　 　　　　　

年平均2倍以上の内
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3

工
事
抑
制
日
カ
レ
ン
ダ
ー
方
式
の
導
入
に
よ
る
路
上

工
事
の
縮
減

秋
田
県
下
の
幹
線
道
路
は
、
県
境
部
を
中
心
に
祭
り
や

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
観
光
交
通
が
大
き
く
増
加
す
る
一
方
、

冬
期
に
は
多
く
の
積
雪
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
渋
滞
を

避
け
る
た
め
に
竿
燈
祭
り
な
ど
特
定
の
祭
日
や
安
全
性
の

確
保
の
た
め
に
積
雪
時
に
は
、
路
上
工
事
の
抑
制
を
行
っ

て
き
た
。

一
方
、
祭
り
や
紅
葉
･
花
見
の
時
期
と
交
通
量

(ト
ラ

カ
ン
デ
ー
タ
)
と
の
関
係
を
見
る
と
、
一
定
の
関
係
が
あ

り
、
翌
年
度
に
交
通
量
が
増
加
す
る
日

(例
え
ば
、
上
位

五
〇
位
)
を
概
ね
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

(図

8
･
9
)。
こ
の
た
め
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
行
政
運
営
へ

の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
、
交
通
量
が
多
く
、
渋
滞
が
起

こ
り
や
す
い
日
を
予
め
路
上
工
事
抑
制
日
と
し
て
カ
レ
ン

ダ
ー
で
明
示
し
、
職
員
も
含
め
工
事
関
係
者
が
、
こ
れ
ら

の
日
を
避
け
て
路
上
工
事
を
行
う
取
組
み
を
試
行
し
て
い

る

(図
中
)。

ま
た
、
路
上
工
事
を
や
む
を
得
ず
実
施
す
る
場
合
も
、

道
路
利
用
者
へ
の
工
事
看
板
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
ド

ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
に
そ
の
工
事
の
必
要
性
や
交
通
規
制

時
間
を
明
示
す
る
な
ど
説
明
内
容
に
工
夫
を
行
っ
て
い
る

(写
真
6
)。
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図 8 2 003年度の交通量と路上工事実施状況 (秋田県角館地区の事例)
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愚
工

梓
の
況

前
状

　
　

ー
糊

アンケート結果を反映した工事看板設置例

　　　　　　　　　　　　　　　　　
国道46号は、観光 ･行楽交通が多い傾向にあります。
道路利用者に配慮した道路工事の抑制を行います !

0

′

　
　
　　
　　
　

　　　　　　　祭り等祭り期間も増加傾向

　 　 　

嶬マークの日が路上工事抑制日です
(降雪状況により工事抑制日が変更になることもあります)

図10 2004年度路上工事抑制カレンダー (角館地区の例)
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停止位置付近の工
事看板設置状況

洲総務だ癩
働議

頚

き
鬘"
ゞ

課

ト

他

%

稀

l満 足-不満足Iその他I l満 足1不満足Iその他I

l l 1 l- 23%ー73% l 4 % I 64 % 31% 5 %

写真 7 従来の工事看板に対するアンケート結果

へ道
路
利
用
者
へ
の
工
事
看
板
ア
ン
ケ
ー
ト
〉

･
工
事
内
容
が
一
目
で
わ
か
る
絵
文
字
等
の
検
討
も
必

①
運
転
席
か
ら
見
た
工
事
看
板
の
見
や
す
さ
に
つ
い
て

要
。

具
体
的
な
工
事
看
板
を
提
示
し
調
査
を
行
っ
た

(写

･
停
止
車
両
へ
は
、
通
過
時
間
や
経
過
時
間
等
の
表
示

真
7
)。

が
必
要
。

②
主
な
改
善
意
見

･
滞
留
車
の
数
に
配
慮
し
た
設
置
位
置
、
設
置
数
の
見

･
走
行
車
両
へ
は
、
表
示
内
容
を
大
き
く
、
簡
潔
な
情

直
し
が
必
要
。

報
提
供
が
必
要
。

l満 足I不満足Iその他I

メ6 道行セ 2004.9



(
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
改
善
し
、
さ
ら
に
評
価
〉

改
善
し
た
工
事
看
板
に
つ
い
て
も
、
再
度
、
満
足
度

の
評
価
を
行
い
、
見
や
す
さ
の
向
上
に
努
め
る
。

4

端
末
I
C
の
利
用
促
進
へ
の
取
組
み

秋
田
県
内
の
高
速
道
路
を
利
用
す
る
割
合
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
未
完
成
に
よ
り
利
用
交
通
が
伸
び
悩
ん
で
お

り
、
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
･
岩
城
I
C
に
お
い
て

も
、
約
六
百
台
/
日
の
利
用
に
留
ま
り
、
整
備
さ
れ
た
高

速
道
路
の
戦
略
的
な
活
用
が
十
分
と
は
言
え
な
い
状
況
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
地
元
岩
城
町
と
道
路
管
理
者
と
の
協

働
で
、
高
速
道
路
利
用
者
に
町
内
観
光
施
設
利
用
割
引
を

実
施
し
、
県
内
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
と
高
速
道
路
利
用

促
進
を
図
る
取
組
み
を
実
施
し
た
。
日
本
海
側
の
海
水
浴

場
に
最
も
近
い
と
い
う
岩
城
I
C
の
立
地
条
件
を
武
器

に
、
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
隣
接
す

る
岩
手
県
や
宮
城
県
北
部
の
方
々
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
道

路
管
理
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
戦
略
的
、
広

域
的
な
広
報
を
展
開
し
た
。

結
果
、
平
成
一
五
年
の
夏
は
天
候
不
順

(冷
夏
)
に
よ

り
目
標
と
し
た
一
千
台
/
日
に
は
及
ば
な
か
っ
た
が
岩
城

I
C
利
用
交
通
は
一
･
三
倍
に
伸
び
、
町
内
観
光
施
設
の

利
用
者
は
、
二
万
人
の
増
加
と
な
っ
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
に
よ
れ
ば
、
広
報
手
段
と
し
て
は

｢高
速
道
路

H 15年度 実施結果の評価
(目標未達成だが、 施設利用者の増加は評価)

【へ;‐焚き驚獄!朝賀aであり鯵顔 貌熟みミ疑る;診“強気【諺楚 さ んジ選も;
〔取り組みの成果〕

@ 鑿禾-U用者は2万ハ卿川
--
〕 @ 両面藏麻タニチラシが蠣訣、

割引利用者は290 0人(2 9人/日)

の
S
A
や
P
A
で
の
ポ
ス
タ
ー
･
チ
ラ
シ
の
配
布
が
効
果

的
で
あ
る
｣
等
個
々
の
広
報
の
有
効
性
も
分
析
で
き
た
。

今
年
度
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
広
報
活
動
の
強
化
を
行
っ

て
い
る

(H
16

･
7
~
実
施
中
)
[
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

･
サ

イ
ク
ル
の
確
立
]
(図
=
)。

囮岩城IC利用者への周辺観光施設割引 田乳｢時期から広報を展開(?/ト9/30)

圏能動的広報活動(観光キャラバン) 囲SA･PAでの広報活動充実

図鮒 岩城 I C 利用促進策のマネジメント ･サイクル

5

効
果
的
な
広
報
活
動
の
取
組
み

印

秋
田
県
版
業
績
計
画
書
の
活
用

｢秋
田
の
み
ち
の
サ
ー
ビ
ス
目
標
計
画
書

(業
績
計
画

書
)｣
に
は
、
計
画
書
の
策
定
方
針
や
取
組
み
方
針
を
明

記
し
、
｢変
革
す
る
道
路
行
政
｣
、
｢取
組
み
に
当
た
っ
て

の
使
ム已

を
宣
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
種
々
の
課
題
に
対

インターネット50掩
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e S A ･P A でのアピール強化など、より効果的な手法で継続して

▽H 16年度 マネジメント ･サイクル二巡目
(広報活動の強化で再挑戦)
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崇!誇れ“恥辱解ききき懸詞避難梯幾無窮※馨迄ゞ錦を馨笈廣遣滋愈参っ

l 秋田県地方紙 l岩手県地方紙
▲新聞による広報

国･県･JHにてリンク
▲ホームページによる広報

▲砦棚C施設利用園金割引のポスター
岩城IC利用促進
キャンペーンを展開



す
る
取
組
み
を
代
表
事
例
と
し
て
包
括
的
に
掲
載
し
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
マ
ス
コ
ミ
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の

方
々
に
、
成
果
志
向

･
利
用
者
重
視
の
道
路
行
政
に
つ
い

て
の
ご
理
解
を
頂
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
際
の
P
R
媒
体
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

業
績
計
画
書
に
位
置
付
け
た
個
々
の
取
組
み
に
つ
い
て

も
、
そ
の
都
度
、
節
目
節
目
で
、
そ
の
取
組
み
の
意
義
、

内
容
、
効
果
等
に
つ
い
て
公
表
し
、
道
路
行
政
の
透
明
性

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
的
な
分
析
や
取
組

み
の
経
過
･
成
果
を
わ
か
り
や
す
く
県
民
に
お
伝
え
す
る

と
と
も
に
、
道
路
利
用
者
に
も
参
加
し
て
頂
き
た
い
施
策

の
呼
び
か
け
に
も
注
力
し
て
い
る
。

な
お
、
｢秋
田
の
み
ち
の
サ
ー
ビ
ス
目
標
計
画
書
｣
に

関
連
す
る
公
表
回
数
は
、
昨
年
は
県
下
で
、
四
一
回
を
数

え
る
。

②

道
路
ー
R
サ
イ
ト
の
充
実

一
般
の
人
に
分
か
り
や
す
く
道
路
事
業
の
取
り
組
み
と

そ
の
評
価
等
を
紹
介
し
、
道
路
行
政
運
営
の
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
に
I
R
(イ
ン
ベ
ス
タ
ー
ズ
リ
レ
イ
シ
ョ
ン
)

サ
イ
ト
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る

(図
g
o

四

今
後
に
向
け
た
課
題

現
在
、
新
し
い
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
移
行
に

向
け
た
試
行
錯
誤
の
二
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
個
々
の
地

域
の
課
題
に
対
し
て
、
道
路
利
用
者
に
と
っ
て
の
成
果
を

向
上
す
る
た
め
の
方
法
は
、
道
路
の
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド

施
策
や
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
と
い
っ
た
ソ
フ
ト
施

策
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る
。
故
に
、
個
々
の
取
組
み
を
考

え
る
上
で
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
お
知
恵
を
頂
く
こ
と
や

他
の
地
域
の
取
組
み
を
広
く
学
び
、
｢
ア
イ
デ
ア
の

種
｣
/

｢ノ
ウ
ハ
ウ
｣
を
収
集
す
る
こ
と
が
益
々
重
要
と

な
っ
て
く
る
。
既
に
米
国
政
府
な
ど
で
は
、
こ
の
よ
う
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
組
織
と
し
て
情
報
共
有
し
、
新
た
な
ノ
ウ
ハ

ウ
を
如
何
に
効
率
的
に
生
み
出
す
か
に
注
力
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
新
し
い
行
政
を
所
長
は
む
ろ
ん
の
こ
と
事

務
所
全
体
と
し
て
如
何
に
し
て
本
格
的
に
実
践
し
て
い
く

か
が
二
年
目
の
課
題
で
あ
る
。
当
事
務
所
で
は
、
目
下
、

出
張
所
単
位
で
の
試
行
テ
ー
マ
の
設
定
や
事
務
所
全
職
員

が
新
し
い
行
政
運
営
に
関
連
す
る
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共

有
出
来
る
よ
う
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
試
行
錯
誤

を
行

っ
て
い
る
。

本
稿
で
紹
介
し
た
取
組
み
以
外
も
含
め
秋
田
で
の
取
組

み
に
つ
い
て
は
、
ホ
i
ム
ベ
ー
ジ

(す
旨
"
名
"
"
眥
H日
拝

旛
o｣"
呉
二
$

に
お
い
て
公
開
し
て
い
る
の
で
、
是
非
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の

｢ア
イ
デ
ア
の
種
｣
と
し
て
参
照
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

脇 道イマセ 2004.9

@道の顯rてんの狗で舅寢千鳥の管江褻溢の足跨や
ゆかりの蚫をご家内します。

蕾江翼壼の足跡や見聞貿粁を務斉
･ ‘Eこげ歴鮒製光景河として翻し･
　　　　 　　　　　 　
起》 {望て付加価値滲蔑めzとともに黄
誘ゞ湛鞭徽総袴の厭相互の .･ I"ほぼ、

ゞ
な

マー R のし美 で !
秋田河川国道事務所の道路 I Rサイト/ トップページ
(http://w w w .thr,m m .gojp/ak=" )

"" !橡設隠した ｢ ! f ば羽お塩吻

図l2 充実を図った秋田河川国道事務所の道路 - R サイト



圓
圓
鬮
薹

特
繁
/
成
果
憲
向
の
遭
略
行
贓
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
藁
蹴
藁

圓
圓
鬮
圓
圓
圓
圓
圓
圓

“

利
用
者
⑭
観
点
に
童
つ
彪

騰
上
江
事
縮
減
の
贓
組
み
に
つ
い
て

~

｢問
合
せ
番
号
｣
の
導
入
と

｢不
人
気
投
票
｣
の
実
施
な
ど
、
外
部
監
視
を
強
化
~

道
路
局
国
道
･
防
災
課
企
画
専
門
官

岩
崎

信
義

軸

は
じ
め
に

路
上
工
事
は
、
舗
装
や
橋
梁
の
補
修
な
ど
、
道
路
本
体

の
維
持
修
繕
を
行
う
工
事

(道
路
補
修
工
事
)
の
み
な
ら

ず
、
道
路
上
も
し
く
は
地
下
の
空
間
を
占
用
し
て
い
る
電

力
･
電
話

･
上
下
水
道

･
ガ
ス
等
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
敷

設
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
に
行
わ
れ
る
工
事

(占
用
企

業
工
事
)
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
人
々
の
生
活
に
直
結
し

た
必
要
不
可
欠
な
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
平
成
一
六
年
四
月
~
五
月
に
か
け
て
行
っ
た

｢道
路

利
用
者
満
足
度
調
査
｣
に
お
い
て
、
｢道
路
工
事
の
や
り

方

(工
事
の
数
や
期
間
、
時
間
帯
な
ど
)｣
に
つ
い
て
は
、

約
七
割
の
回
答
者
が

｢や
や
不
満
｣
｢非
常
に
不
満
｣
と

回
答
し
、
道
路
工
事
に
対
す
る
満
足
度
は
、
平
成
一
四
年

度
調
査
か
ら
三
年
連
続
し
て

=
設
問
中
二
番
目
に
低
い

関
す
る
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と
成
果
、
今
後
の
取
組
み
に

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

つ
い
て
紹
介
す
る
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、路
上
工
事
の
縮
減
を
図
り
、

渋
滞
問
題
等
を
軽
減
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て

は
、
平
成
一
五
年
六
月
に
設
置
し
た

｢
ユ
ー
ザ
ー
の
視
点

に
立
っ
た
道
路
工
事
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
改
善
委
員
会

(委

員
長
…家
田
仁
東
大
教
授
)｣
(以
下
｢路
上
工
事
縮
減

委
員
会
｣
と
い
う
。)
に
お
け
る
提
言
を
踏
ま
え
、
従
来

の
関
係
者
間
に
お
け
る

｢内
部
調
整
型
｣
の
縮
減
施
策
か

ら
、
道
路
利
用
者
等
に
よ
っ
て
工
事
実
施
状
況
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
う
な
ど
の

｢外
部
評
価
型
｣
の
縮
減
施
策
へ
の
転

換
に
向
け
た
取
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

本
稿
で
は
、
国
土
交
通
省
に
お
け
る
路
上
工
事
縮
減
に

二

路
上
工
事
縮
減
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
取

組
み

1

こ
れ
ま
で
の
取
組
み

国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
は
、
従
来
よ

り
路
上
工
事
縮
減
の
た
め
に
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
東
京
二
三
区
や
大
阪
市
等
の
大
都
市
圏
に
お
い
て

は
、
最
近
の
一
〇
年
間
で
、
路
上
工
事
件
数
を
約
半
分
に

縮
減
し
て
い
る
。

①

道
路
工
事
調
整
協
議
会
で
の
工
事
実
施
調
整

同
一
箇
所
の
工
事
を
複
数
の
事
業
者
が
工
事
実
施

時
期
を
合
わ
せ
て
施
工
す
る

｢共
同
施
工
｣
の
実
施



等
、
効
率
的
な
路
上
工
事
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

②

道
路
使
用
･
占
用
許
可
の
柔
軟
運
用

道
路
使
用
･
占
用
許
可
の
運
用
を
弾
力
的
な
も
の

と
す
る
こ
と
で
、
路
上
工
事
に
伴
う
交
通
渋
滞
の
緩

和
を
図
っ
て
い
る
。

③

非
開
削
工
法
の
導
入
促
進

歩
道
部
等
に
設
け
ら
れ
た
マ
ン
ホ
ー
ル
等
か
ら
資

機
材
を
導
入
し
、
車
道
上
の
掘
り
返
し
部
分
を
で
き

る
だ
け
少
な
く
し
て
、
道
路
交
通
に
与
え
る
影
響
を

小
さ
く
す
る
工
法

(非
開
削
工
法
)
の
導
入
促
進
を

図
っ
て
い
る
。

④

共
同
溝
の
整
備

電
気
･
通
信
･
ガ
ス
･
上
下
水
道
等
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
を
ま
と
め
て
収
容
し
、
道
路
の
掘
り
返
し
を
抜

本
的
に
縮
減
す
る
共
同
溝
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

⑤

掘
り
返
し
対
策
重
点
エ
リ
ア
の
設
定

面
的
集
中
工
事
を
実
施
し
た
後
五
年
間
は
、
緊
急

工
事
等
を
除
い
て
、
当
該
区
域
で
の
路
上
工
事
を
原

則
規
制
す
る

｢掘
り
返
し
対
策
重
点
エ
リ
ア
｣
の
設

定
を
推
進
し
て
い
る
。

⑥

路
上
工
事
に
関
す
る
情
報
提
供

路
上
工
事
の
内
容
や
工
事
規
制
の
情
報
等
を
各
整
備

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
提
供
し
て
い
る
。

2

外
部
評
価
型
の
路
上
工
事
縮
減
の
取
組
み

『
国
土
交
通
省
で
は
、
路
上
工
事
縮
減
委
員
会
の
提
言

を
踏
ま
え
、
直
ち
に
実
施
可
能
な
施
策
に
つ
い
て
、
平
成

一
五
年
度
か
ら
東
京
二
三
区
を
中
心
と
し
て
試
行
実
施
を

行
っ
て
い
る
。
(0
印
は
平
成
一
五
年
度
に
東
京
二
三
区

に
お
い
て
試
行
実
施
し
た
も
の
)

①

占
用
企
業
者
に
縮
減
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
働
く
施

策
･
企
業
名
と
工
事
理
由
が
一
目
で
わ
か
る
工
事
看
板
の

設
置

(0
)

･
企
業
者
別
の
工
事
渋
滞
の
縮
減
貢
献
度
の
公
表
(0
)

･
工
事
渋
滞
軽
減
度
に
応
じ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
/
チ

ャ
ー
ジ
の
検
討

②

道
路
管
理
者
自
ら
の
縮
減
強
化

･
年
度
末
の
使
い
切
り
型
予
算
制
度
の
見
直
し

(工
事

の
平
準
化
の
た
め
の
国
庫
債
務
負
担
行
為
採
択
要
件

の
緩
和
)
(平
成
一
六
年
度
予
算
か
ら
直
轄
国
道
の

修
繕
国
債
に
お
い
て
導
入
)

･
渋
滞
コ
ス
ト
最
小
の
者
が
受
注
で
き
る
落
札
方
式
の

促
進

(0
)

③

道
路
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
と
監
視
強
化

･
リ
ア
ル
タ
イ
ム
路
上
工
事
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
構

築
･
道
路
利
用
者
の
チ
ェ
ッ
ク
に
よ
る
工
事
実
施
方
法
の

改
善

(0
)

④

更
な
る
縮
減
の
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
強
化

･
年
末
、
年
度
末
抑
制
を
含
む
工
事
時
間
の
総
量
抑
制

(0
)

･
掘
り
返
し
規
制
エ
リ
ア
の
明
示

(0
)

･
交
通
工
学
の
専
門
家
を
取
り
入
れ
た
工
事
計
画
･
実

施
方
法
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

』

三

平
成
榊盂
年
度
の
成
果

｢成
果
主
義
｣
の
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
す

滅
)

減
)

　

　
　
　
　

に実績値断欝 雛形鼾鍾燃　
　　　

　　　　

'

%

･
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･
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｣成達

年
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る
た
め
、
平
成
一
五
年
七
月
に
と
り
ま
と
め
た
道
路
行
政

の
業
績
計
画
書
に
お
い
て
、
｢路
上
工
事
に
伴
う

一
皿
当

た
り
の
年
間
交
通
規
制
時
間
｣
を
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
と
し

て
設
定
し
、
こ
れ
に
よ
り
路
上
工
事
縮
減
の
取
組
み
の
成

果
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
平
成
一
四
年
度

の
値
を
基
準
と
し
て
、
平
成
一
九
年
度
ま
で
に
約
二
割
縮

減

(平
成
一
五
年
度
は
約
四
%
の
縮
減
を
目
標
)
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
る

(図
ー
)
。

平
成
一
五
年
度
は
、
前
述
の
と
お
り
様
々
な
施
策
に
取

り
組
ん
だ
結
果
、
全
国
の
直
轄
国
道
に
お
け
る
年
間
路
上

工
事
時
間
を
平
成
)
四
年
度
と
比
較
し
て
約
七
%
縮
減

し
、
東
京
二
三
区
の
直
轄
国
道
と
都
道
に
お
い
て
は
約

五
%
縮
減
す
る
な
ど
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
た

(表
1
･

2
)
0し

か
し
、
東
京
二
三
区
に
お
い
て
は
、
年
末
(
一
二
月
)、

年
度
末

(三
月
)
の
路
上
工
事
を
緊
急
工
事
を
除
い
て
原

則
ス
ト
ッ
プ
し
た
一
方
で
、
一
月
~
二
月
の
路
上
工
事
時

間
が
増
加
し
た
ほ
か
、
道
路
利
用
者
の
方
々
か
ら

｢
い
つ

も
同
じ
場
所
で
工
事
し
て
い
る
｣
｢問
題
の
あ
る
工
事
の

や
り
方
が
目
に
付
く
｣
と
い
っ
た
苦
情
や
ご
批
判
も
、
依

然
と
し
て
多
く
頂
い
て
い
る

(図
2

･
図
3
)
。

ク

こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
平
成
一
五
年
度
の
目

0

標
は
達
成
し
、
一
定
の
成
果
は
あ
っ
た
も
の
の
、
路
上
工

知

事
縮
減
の
取
組
み
は
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
よ
り

ャ

一
層
の
路
上
工
事
縮
減
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
o

新

團

路
上
謡
事
縮
減
に
関
訝
る
令
麓
の
廟
組
み

平
成
一
五
年
度
の
成
果
を
踏
ま
え
、
平
成
一
六
年
度
か

ら
は
、
道
路
利
用
者
へ
の
路
上
工
事
に
関
す
る
よ
り
き
め

細
か
な
情
報
提
供
の
徹
底
を
行
う
と
と
も
に
、
｢外
部
監

400

200

…
鱗
鮭
聯
爛
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表 1 全国直轄道路における路上工事時間時間/ km .年

H l4年度 H15年度 H l5 / H l4

道

)

国

国

轄

全

直

(

道路補修工事 拗 134 螂
占有企業工事 “ 51 鵤

計 201 186 硼
時間/ knI･年表 2 三大都市圏の路上工事時間

都市圏名 H 14
H15目標
(H 14 * 0.96

) 膨
縮減率
(H B / Hl4)

道

道

道

蝉

鬮
蠣
鰐
縦

直

補

都

指

李棘

961 923 % 鵤
直轄国道 繃 廓 跨 硼
補助国道 785 754 1825 2.32

都道府県道 841 807 790 餅
指定指' ー -

道

道

道

導

国

国

線

指

轄

助

適
定

直

補

都

指
鰤

752 722 697 鵤
直轄国道 491 柳 440 …
補助 国道 鰡 鰺 獨 沸
都道府県道 793 761 728 皺
指定指ブ 754 724 議 硼

道

道

道

導

翻
蠣
蹠
鰐

直

補

部

指

鰤

" 688 " 解
直轄国道 叛 886 郷 弼
補助国道 557 $ 郭 鵤
都道府県道 632 607 467 解
指定指導 783 亙 効 踞

大都市計 848 桝 圏 饅

"
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図 東京23区における工事実施者別の
月別路上工事時間 (H T5)
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図 4 平成15年度の成果と今後の取組み

- 現状と課題 l

○東京23区では道路補修

工事が増加するなど、依然

として利用者の不満は大き

率

翰

工

年

減

道

上

果

･

縮

　
　

　

　

　

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　

○
時
東

末

※
<

･

不人気工事ランキング

視
の
強
化
｣
に
よ
り
道
路
管
理
者
及
び
占
用
企
業
者
に
略

を
、
平
成
一
六
年
度
内
に
全
国
の
直
轄
国
道
に
お
い
て
導

上
工
事
縮
減
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
仕
組
み
を
構
築

入
す
る
。
ま
た
、
併
せ
て
毎
月
の
路
上
工
事
時
間
の
自
動

し
、
さ
ら
な
る
路
上
工
事
縮
減
に
向
け
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

集
計
を
行
う

(図
5
)。

の
徹
底

･
強
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る

(図
4
)。

②

｢問
合
せ
番
号
｣
の
導
入

の
路
上
工
事
情
報
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
化

平
成
一
六
年
秋
か
ら
、
東
京
二
三
区
に
お
け
る
直
轄
国

各
工
事
現
場
か
ら
路
上
工
事
の
開
始
･
終
了
の
情
報
を

道
の
路
上
工
事
に

｢問
合
せ
番
号
｣
を
導
入
す
る
。
｢間

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
収
集
し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
電
話
、

合
せ
番
号
｣
を
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
し
て
路
上
工
事
情
報
の

カ
ー
ナ
ビ
等
に
よ
り
道
路
利
用
者
へ
提
供
す
る
仕
組
み

特
定
、
検
索
等
を
簡
素
化
し
、
道
の
相
談
室
や
ホ
ー
ム
ペ

　

　
　

理

ネ

情

管

話

一
通

路

電

タ

交

道

帯

ン
路

の

携

イ
道

他　
　
　

鯛

へ
提

　　

　
　

一
情

-酸 ｢ ぞ馬
ノゑ酸 をも　　　　

　

工
現
あ
や
て

は
ル

　

　　

　
　 路上工事情報のリアルタイム化

茎 今後展開する施策

化

エ

ス
検

を
表

G

の

ム

、

ク

、

｣
志

事

月

イ
実

ッ
定

号
意

工

毎

表

タ
充

デ
特

番

て

上

ぴ

公

ル
の
)

ン
の

せ

い

路

ク

及

て

ア
供

化

イ
報

合

つ

く

ッ
｣

い

り
提
動

を
情

間

に
>

-
ェ
果

つ

の
報
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｣
事

｢

事
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タ

チ
結

に

報

情

の
号

工
化

が

工
投

二
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上
素
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工
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工
>
人

工
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図6 問合せ番号を用いた不人気投票のイメージ



ー
ジ
等
か
ら
路
上
工
事
情
報
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

路
上
工
事
縮
減
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七
年
度
国
土
交

よ
う
に
す
る
。

通
省
重
点
施
策
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
関
係
機
関
と

③
不
人
気
投
票
の
実
施

も

-
ト
と
車
拷

ヌ
リ

ヱ
ミ

･
U

‐

見

m
こ

淀当該中身ブ うハハカn つつ

擦謂
所
工
反

難
絹
h

諸
物
ル

局
緘
滲

巍
鞆
蛾

筋
国
事

【毎月の路上工事時間の集計 ･公表】

路上工事縮減のマネジメントの流れ

指 標 km当たり路上工事時間数

集計単位 全国
、

地盤別
、

国道事務所別

集計区分 別皹鎌諸舞補
の灘臥要朋

住
公表時期 日

"
毎

注)高速道路における路上工事時間についても併せて公表

図 7 毎月の路上工事時間の集計 ･公表

本省

　　　　　　　　　　　　　　　間を集計

　
　一

ク　

路上工事時間を毎月集計、 結果をフィードバックするとともに、 H P 等で公、
化強ルをト

ー
ンメジ･ネマし表

癪

｢問
合
せ
番
号
｣
の
導
入
と
あ
わ
せ
、
道
路
利
用
者
が

路
上
工
事
に
つ
い
て
音
宙
心表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
携
帯
電
話
に
よ
る
｢不
人
気
投
票
｣

を
試
行
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る

(図
6
)。

@
路
上
工
事
モ
ニ
タ
ー

(路
上
工
事
G
メ
ン
)
に
よ

る
チ
ェ
ッ
ク

従
来
の
路
上
工
事
モ
ニ
タ
ー

(
一
般
公
募
、
ト
ラ
ッ

ク

･
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
等
)
に
、
地
域

,
路
線
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト

(宅
配
便
ド
ラ
イ
バ
ー
、
バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
商
品
配
送
ド
ラ
イ
バ
ー
等
)
を
加
え
、
路
上
工

事
の
や
り
方
等
に
つ
い
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
だ
く
。

◎
毎
月
の
路
上
工
事
時
間
を
集
計
･
公
表

毎
月
の
路
上
工
事
時
間
を
直
ち
に
集
計
･
公
表
す
る
と

と
も
に
、
国
道
事
務
所
ま
で
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と

に
よ
り
、
路
上
工
事
縮
減
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
徹
底

･
強

化
を
図
る

(図
7
)。

五

お
わ
り
に

通
省
重
点
施
策
に
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
関
係
機
関
と

も
十
分
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ

た
路
上
工
事
の
縮
減
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
。

路
上
工
事
縮
減
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
施

策
に
取
組
ん
で
き
た
が
、
よ
り
一
層
の
成
果
を
上
げ
る
た

め
に
は
、
取
組
み
の
成
果
を
直
ち
に
分
析
･
評
価
し
、
そ

の
結
果
を
さ
ら
な
る
改
善
に
つ
な
げ
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

徹
底
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。



圓
圓
圓
窺礬多鷲
特
築
/
成
果
意
向
の
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
裏
蹴
纖羅撚隷
鬮
圓
圓
圓
圓
圓
圓
圓
圓

藁
北
地
薦
整
備
局
⑭

蘂
週
嚢
全
事
業
の
顱
組
み
に
つ
い
て

東
北
地
方
整
備
局
道
路
部
交
通
対
策
課
課
長
補
佐

大

村

敦

一

は
じ
め
に

ユ
ー
ザ
ー
の
視
点
に
立
ち
、
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
か

つ
透
明
性
の
高
い
道
路
行
政
へ
と
転
換
す
る
た
め
、
平
成

一
五
年
度
よ
り
成
果
志
向
の
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

交
通
安
全
事
業
は
、
交
通
事
故
を
減
ら
す
こ
と
が
第

一
義
的
な
目
的
と
す
る
事
業
で
あ
る
が
、
バ
イ
パ
ス
等
の

改
築
事
業
の
様
に
、
完
成
に
よ
る
事
業
効
果
が
必
ず
し
も

大
き
い
と
は
い
え
な
い
反
面
、
即
地
的
で
短
期
間
に
効
果

の
発
現
が
期
待
で
き
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
直
接
的
に
応
え

や
す
い
事
業
で
あ
る
o

し
か
し
な
が
ら
、
歩
道
設
置
を
は
じ
め
と
し
た
要
望
が

と
て
も
多
く
、
こ
れ
に
応
え
る
た
め
多
く
の
事
業
箇
所
を

か
か
え
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
場
で
は
、

設
計
や
対
外
協
議
、
積
算
等
の
業
務
に
追
わ
れ
、
ま
た
、

地
域
の
強
く
絶
対
的
な
要
望
に
支
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
往
々
に
し
て
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
で
目
的
が
達
成

し
た
と
思
い
込
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
｢期

待
し
て
い
た
事
業
の
効
果
が
本
当
に
あ
っ
た
か
?
｣
、
｢効

果
が
少
な
い
の
は
何
故
か
?
｣
な
ど
、
事
業
完
了
後
の
効

果
を
検
証
す
る
こ
と
を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
た
感
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
効
率
性
、

合
理
性
、
及
び
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
性
が
益
々

増
大
し
て
い
く
な
か
、
交
通
安
全
事
業
に
お
い
て
も
、
成

果
志
向
の
道
路
行
政
を
実
践
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

以
下
に
、
東
北
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全
事
業
の
現
段

階
で
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二
交
通
事
故
の
発
生
状
況

東
北
地
域
に
お
け
る
死
者
数
は
、
近
年
減
少
傾
向
に
あ

り
、
平
成
一
五
年
は
六
九
五
人
と
昭
和
四
六
年
の
ピ
ー
ク

時

(
一
、
四
六
一
人
)
の
約
半
分

(高
齢
者
の
死
者
が
約

四
割
と
多
い
)
で
、
死
傷
事
故
件
数
は
、
平
成
一
五
年
で

過
去
最
高
の
五
人
、
一
四
九
件

(
一
日
約
一
六
〇
件
事
故

が
発
生
)
に
達
し
、
全
国
と
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る

(図
1
)。

ま
た
、
平
均
死
傷
事
故
率
と
平
均
死
者
率
を
見
る
と
、

?

ど
ち
ら
も
全
国
ょ
り
低
い
値

策
北
/
全
国

…
死
傷
事
故

斜　

率

(件
/
億
台
キ
ロ
)
=
ぷ
い
/
-"
℃
、
死
者
率

(人
/

、.

億
台
キ
ロ
)
=
o
薊
の/
o
℃
"

で
あ
る
。
し
か
し
、
直
轄

%



図 2 直轄国道 ･沿道状況別死傷事故率 (H t3)
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図 3 直轄国道 ･沿道状況別死者率 (H 13)
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図 1 東北管内の死者数と発生件数の推移

国
道
の
沿
道
状
況
別
死
傷
事
故
率
で
は
、
県
庁
所
在
地
や

人
口
一
〇
万
人
以
上
の
都
市
を
は
じ
め
と
す
る
市
街
地
部

で
全
国
平
均
を
上
回
り

(追
突
事
故
が
多
い
)、
同
死
者

率
で
は
、
山
地
部

(正
面
衝
突
が
多
い
)
と
市
街
地
部

(人
対
車
両
が
多
い
)
で
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、

nv

nv
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nv
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図 4 直轄国道 ･死傷事故率曲線 ･ 3 D マップ(H 13)

事
故
対
策
は
ま
す
ま
す
重
要
な
課
題
で
あ
る

(図
2
~

4
)
0三

交
通
安
全
事
業
の
取
組
み

1

不
可
欠
な
関
係
機
関
と
の
連
携

社
会
資
本
整
備
重
点
計
画
、
及
び
各
県
の
交
通
安
全
施

設
等
整
備
事
業
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
一
五
年
度
以

降
五
年
間
に
、
事
故
危
険
箇
所
や
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア

等
、
事
故
が
多
発
し
緊
急
に
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
交
通
安
全
施
設
等
を
計
画
的

に
整
備
し
て
い
る
。

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
各
県
の
道
路
管
理
者
と
公
安
委

員
会
で
構
成
さ
れ
る

｢道
路
交
通
環
境
安
全
推
進
連
絡
会

議
｣
や

｢交
通
安
全
総
点
検
｣
等
に
よ
り
公
安
委
員
会
と

の
連
携
を
図
る
と
共
に
、
学
識
経
験
者
や
関
連
団
体
等
で

構
成
さ
れ
る

｢ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
｣
に
お
い
て
対
策
実

施
や
評
価
等
に
関
す
る
技
術
的
な
助
言
や
客
観
的
な
判
断

を
受
け
、
事
業
の
効
果
的
な
推
進
に
努
め
て
い
る
。

2

東
北
地
域
の
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

東
北
地
方
整
備
局
で
は
、
平
成
エ
ハ年
度
~
平
成
二
〇

年
度
の
五
年
間
に
お
け
る
道
路
事
業
の
成
果
目
標
や
供
用

目
標
を
宣
言

(公
表
)
し
た

｢五
年
で
み
え
る
み
ち
づ
く

り
｣
を
平
成
一
六
年
六
月
に
策
定
し
た

(図
5
)。

本
計
画
の
特
徴
は
、
①
事
業
の
量
で
は
な
く
、
事
業
に

よ
り
得
ら
れ
る
成
果
を
数
値
で
示
し
、
ユ
ー
ザ
ー
に
わ
か

ルー--一等---◆--ペン---"--
-◇---÷----“

ケー‐ぬき一つ
6qDOD
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N
-D
O
S
E
E
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
、
効
果
的
、
効
率
的

示
や
広
報
紙
へ
の
掲
載
等
に
よ
り
早
め
の
冬
タ
イ
ヤ
の
装

　

　

　
　
　
　
　
　

　

‘

!

で

を
影さ
きも
こね
“だ
れ
ガン%こ
そ
き
ざ

年

鱗
雲
ひ
れきら
“‘“
‘

き
うメメギ
ノを
{

5

沸
メ毎
"こ
そ
し
もみるど
こ
＼、

｢

　
　　
　
　
　

　

　
　
　
　
　

　 えるみちづくり

り
や
す
い
成
果
重
視
の
目
標
を
設
定

(二
一
の
成
果
目
標

の
う
ち
交
通
安
全
関
連
の
指
標
と
し
て
、
｢死
傷
事
故
麻
土

と
｢市
街
地
の
歩
道
の
広
幅
員
化
率
｣
の
二
指
標
を
設
定
)

②
毎
年
の
事
業
進
捗
度
管
理
･
時
間
管
理
の
徹
底

(掲
載

事
業
数
一
〇
0
箇
所
の
う
ち
交
通
安
全
事
業
は
三
七
箇
所

掲
載
)
③
ソ
フ
ト
施
策
を
含
め
総
合
的
な
事
業
を
推
進

④
施
策
、
事
業
は
毎
年
見
直
す
等
で
あ
る
。
こ
の
計
画
に

基
づ
き
、
よ
り
効
果
的
、
効
率
的
で
透
明
性
の
高
い
み
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
毎
年
の
成
果
を
、
各
県
の
業
績
計
画
書
、
達
成

度
報
告
書
に
お
い
て
、
死
傷
事
故
率
等
の
成
果
目
標

(ア

ウ
ト
カ
ム
指
標
)
等
で
業
績
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
P
L
A

秋田県における初冬タイヤの装着率と事故件数
　　 　　　

/節/
′

、
′
′、1
、′、′し、、′}

榊
※H12はHi5同様、暖冬

。 (暖冬とは初冬期の時点でのことを指す)
10月 =月 12月 資料:秋田県菩寮本部

に函平成乾年度ヒコ平成-臨良｢圏-装着率(病)

冬タイヤ早期装着
姪蓬ポスタ-にょる早期交模の呼びゐ･げ 鶴獨ラシ

　　　　　　　　　　　　 　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公表 所･秋田県バス協会 以上10 9団体

図 6 秋田県内の冬タイヤ装着運動

00

00

00

00

00

0

　

　　
　　
　
　
　

で
透
明
性
の
高
い
道
路
行
政
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
〈
。

3

現
場
レ
ベ
ル
で
の
工
夫
と
事
後
評
価
の
推
奨

交
差
点
改
良
等
の
ハ
ー
ド
施
策
だ
け
で
な
く
、
ソ
フ
ト

施
策
に
よ
る
事
故
対
策
も
実
施
し
て
い
る
。
例
え
ば
秋
田

県
で
は
、
湯
沢
河
川
国
道
事
務
所
が
中
心
と
な
り
、
初
冬

期
の
交
通
事
故
減
少
に
向
け
、
関
係
団
体
と
一
体
と
な
っ

た
冬
タ
イ
ヤ
装
着
運
動
を
進
め
て
い
る
。
新
聞
･
ラ
ジ
オ

等
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
呼
び
か
け
、
道
路
情
報
板
の
表

着
を
促
し
、
ス
リ
ッ
プ
事
故
な
ど
を
未
然
に
防
ご
う
と
す

る
も
の
で
、
降
雪
前
の
三

月
に
集
中
的
に
実
施
し
た
。

テ
レ
ビ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
結

果
と
し
て
、
一
二
月
の
交
通
事
故
が
過
去
の
年
と
比
べ
て

四
割
も
減
少
し
た

(図
6
)。

こ
の
よ
う
に
現
場
レ
ベ
ル
で
の
工
夫
が
期
待
さ
れ
る

が
、良
さ
そ
う
と
思
わ
れ
る
も
の
を
ま
ず
や
っ
て
み
よ
う
、

試
し
て
み
よ
う
と
い
う
仕
事
の
仕
方
が
大
切
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
事
前
の
手
続
き
の
妥
当
性
の
評
価
と
併
せ
て

対
策
の
効
果
と
反
省
を
次
の
仕
事
に
役
立
た
せ
る
こ
と
、

つ
ま
り
事
後
評
価
が
現
場
レ
ベ
ル
に
お
い
て
も
大
切
で
あ

る
o東

北
で
は
、
完
了
施
策
で
あ
る
事
故
多
発
地
点
緊
急
対

策
事
業

(平
成
人
~
-
四
年
度
)
の
実
施
箇
所
に
つ
い
て

事
後
評
価
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
道
路
事
業
の
評
価
や

予
算
に
関
す
る
H
P
道
路
行
政
評
価
サ
イ
ト

(I
R
サ
イ

ト
)
に
お
い
て
公
表
し
、
内
容
は
毎
年
更
新
し
て
い
る
。

以
下
に
、
現
在
掲
載
し
て
い
る
二
つ
の
事
例
に
つ
い
て
紹

介
す
る
。

(I
R
サ
イ
ト
U
R
L

　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　

今
後
は
、
事
故
危
険
箇
所
、
あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
対

策
に
お
い
て
も
同
様
に
評
価
し
、
公
表
し
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

①

一
般
国
道
七
号
青
森
市
大
字
鶴
ヶ
坂

(青
森
市
)

26 1首矛〒セ 2004 9



の
対
策

本
対
策
は
、
追
突
事
故
や
右
折
事
故
及
び
正
面
衝

突
事
故
が
多
発
し
て
い
た
た
め
、
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
、

信
号
あ
り
警
戒
標
識
、
速
度
抑
制
看
板
を
設
置
し
た

(事
業
費
約
一
〇
0
万
円
)
そ
の
結
果
、
全
体
事
故

発
生
件
数
が
四
割
減
少
し
た
。
特
に
右
折
車
関
連
の

正
面
衝
突
事
故
が
八
割
減
少
し
、
右
左
折
事
故
は
現

在
ま
で
発
生
し
て
い
な
い
。
(図
7
)。

②

一
般
国
道
六
号
下
北
迫
交
差
点
(福
島
県
広
野
町
)

壽
総

鬆
葬
1

-…遮滅
聡
議
“

霧

憲
膊

丸
緘

)

至
弘
前

饑

摯
洛

--

効
撒

州

甜

酬
噺
樅

右

捌

図 7 国道7号青森市鶴ヶ坂の対策

の
対
策

本
対
策
は
、右
折
レ
ー
ン
が
な
い
交
差
点
で
あ
り
、

右
折
車
に
よ
り
直
進
車
の
交
通
が
阻
害
さ
れ
滞
留
し

て
い
る
と
こ
ろ
に
後
続
車
両
が
追
突
し
た
り
、
町
道

か
ら
国
道
へ
右
折
流
入
す
る
車
両
と
の
出
会
い
頭
事

故
が
昼
夜
を
問
わ
ず
多
発
し
て
い
た
た
め
、
右
折
レ

ー
ン
の
設
置
及
び
交
差
角
度
の
修
正
、
照
明
灯
の
設

置
を
行
っ
た
。
(事
業
費
約
五
、
九
〇
〇
万
円
)
そ

の
結
果
、
全
体
事
故
発
生
件
数
が
六
割
減
少
し
た
。

臨

故
豊
三

　　
　

トませ協議
-

二半H俊三日-4) 髮髯毒牙
H-4)

老後を滋養強慾きるでき一言泳ぎ“劣れ〆聾者態塑¥~H14≧
う ち主導こ

ぎ静々なぜ き き 桜 ん ぼ出し…一馬“凝れAフごま

　　　 　　　 　
至いわき方面 至仙台港面

図 8 国道 6号下北迫交差点(福島県広野町) の対策
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発

o

特
に
出
会
い
頭
事
故
が
現
在
ま
で
一
件
も
発
生
し
て

い
な
い
。
ま
た
、
夜
間
事
故
も
五
割
減
少
し
た

(図

8
)
0

交
通
安
全
事
業
に
お
け
る
事
後
評
価
の
取
組
み
は
、
緒

に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
、
事
後
評
価
と
い

う
言
葉
自
体
が
わ
か
り
に
く
く
、
ア
レ
ル
ギ
ー
を
示
す
人

も
多
い
と
思
う
。
し
か
し
、
あ
た
り
前
の
行
為
で
あ
る
と

認
識
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
例

え
ば
、
家
の
玄
関
の
ド
ア
を
な
お
し
た
ら
、
そ
の
美
し

さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
使
い
勝
手
も
た
め
す
も
の
で
あ

る
。
私
た
ち
が
実
施
す
る
事
業
で
あ
っ
て
も
、
ど
ん
な
使

わ
れ
方
を
さ
れ
て
い
る
の
か
確
か
め
る
こ
と
は
当
た
り
前

の
こ
と
と
頭
で
は
思
っ
て
い
て
も
、
今
ま
で
は
そ
れ
が
あ

ま
り
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

今
回
、
こ
の
作
業
を
行
う
中
で
担
当
者
が
感
じ
た
主
な

内
容
を
以
下
に
示
す
。

○
事
業
前
の
デ
ー
タ
が
足
り
な
か
っ
た
た
め
、
事
後
と

の
比
較
が
で
き
な
か
っ
た
。
特
に
事
前
の
現
況
写
真

を
忘
れ
ず
に
撮
っ
て
お
く
こ
と
が
大
事
。

○
事
前
に
ど
ん
な
デ
ー
タ
を
集
め
れ
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
デ
ー
タ
を
集
め
て
み
る
と
、

単
に
沢
山
の
デ
ー
タ
を
集
め
る
の
で
は
な
く
、
ど
ん

な
説
明
を
し
た
い
か
を
考
え
な
が
ら
集
め
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

○
プ
ロ
ー
ブ
デ
ー
タ
の
様
に
時
間
帯
別
の
事
故
デ
ー
タ

や
、
事
故
時
の
車
両
速
度
な
ど
の
デ
ー
タ
が
入
手
で



き
れ
ば
、
多
面
的
な
評
価
が
可
能
で
あ
っ
た
。

○
事
故
デ
ー
タ
を
早
期
に
入
手
す
る
た
め
に
は
、
所
轄

警
察
署
と
の
連
携
が
大
事
。

○
例
え
ば
自
分
が
本
当
に
気
に
入
っ
た
服
を
手
に
入
れ

た
い
時
は
、
通
販
で
購
入
す
る
よ
り
も
、
店
へ
い
っ

て
実
際
に
見
て
触
れ
て
試
着
し
て
か
ら
服
を
購
入
し

た
い
と
思
う
よ
う
に
、
事
後
評
価
で
も
事
前
と
事
後

に
現
場
に
い
っ
て
自
分
の
目
と
肌
で
確
か
め
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
更
な
る
新
た
な
課
題
や
ア
イ
デ

ア
が
で
て
く
る
と
思
っ
た
。

○
事
後
評
価
を
し
て
、
効
果
が
で
て
い
な
い
箇
所
に
つ

い
て
は
、
や
り
っ
放
し
で
は
な
く
、
さ
ら
に
分
析
し

て
、
追
加
対
策
を
う
つ
こ
と
が
大
事
。

0
一
年
以
内
、
さ
ら
に
一
年
~
五
年
後
ま
で
の
一
年
毎

に
、
継
続
的
で
こ
ま
め
な
評
価
と
公
表
が
必
要
で
あ

る
。
(
一
粒
で
二
度
、
三
度
お
い
し
い
)

こ
れ
ら
の
意
見
を
こ
れ
か
ら
の
事
後
評
価
を
行
う
際
の

参
考
と
し
、
事
後
評
価
の
習
慣
化
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
現
場
レ
ベ
ル
で
の
事
後
評
価
の
積
み
重
ね

が
更
な
る
工
夫
に
つ
な
が
る
。

4

整
備
効
果
事
例
集
と
情
報
共
有

各
国
道
事
務
所
に
お
い
て
は
、
交
通
安
全
事
業
完
成

後
一
年
以
内
に
整
備
効
果
を
と
り
ま
と
め
記
者
発
表
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を

｢交
通
安
全
事
業
整
備
効
果
事

例
集
｣
と
し
て
と
り
ま
と
め

(事
故
対
策
二
二
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
三
、
渋
滞
対
策
=

、
そ
の
他
三
、
合
計
三
九

事
例
掲
載
、
毎
年
追
加
更
新
)、
関
係
機
関
へ
の
配
布
、

H
P
で
の
掲
載
等
を
行
い
、
交
通
安
全
事
業
の
広
報
に
努

め
て
い
る

(図
9
)
。

ま
た
、
国
道
事
務
所
の
担
当
者
が
記
者
発
表
資
料
を
作

成
す
る
際
の
参
考
に
し
て
も
ら
う
た
め
、
ま
た
、
事
後
評

価
の
必
要
性
に
つ
い
て
関
係
職
員
の
意
識
の
浸
透
を
図
る

た
め
、職
員
が
閲
覧
で
き
る
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に
お
い
て
、

事
後
評
価
結
果
の
他
に
、
事
後
評
価
に
関
す
る
記
者
発
表図 9 交通安全事業整備効果事例集

資
料
や
新
聞
記
事
を
掲
載
し
、
情
報
を
共
有

(ナ
レ
ッ
ジ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)
し
て
い
る

(図
1 0
)
。

5

道
路
情
報
提
供
の
充
実

交
通
事
故
が
起
こ
ら
な
い
様
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
で

安
心
し
た
運
転
を
お
こ
な
っ
て
も
ら
う
た
め
、
H
P
や
携

帯
電
話
サ
イ
ト
に
よ
り
、
道
路
規
制
情
報
、
ラ
イ
ブ
カ
メ

ラ
情
報
、
道
路
情
報
板
情
報

(H
B
･
乾
こ

、
雨
量
予
測

(H
16
･
8
こ

な
ど
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
道
路
情
報
を
提

供
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
後
は
、
降
積
雪
情
報
、
ラ 図

露{
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参 〆--彬〆茗へぐも

イ
ブ
カ
メ
ラ
情
報
等
の
ニ
ー
ズ
の
高
い
コ
ン
テ
ン
ツ
を
中

心
に
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
く

(図
=
･
g

o

(み
ち
情
報
U
R
L
)
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鱒
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で･て
日
榮
環
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甘
二

a
u

　　　　　　　
その他にも、｢雨情報｣や『道路時刻表｣、｢達の勲情報｣など道聯に幽する便利な倍報酬イッバイあるよ!

図12 携帯サイト ｢東北み朝吉報｣

ボ
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官
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国
直
o
着
き
鈍&
＼自
分
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[B
｣

お
わ
り
に

一
年
間
で
一
〇
〇
人
に
一
人
が
交
通
事
故
で
死
傷
し
、

近
年
も
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
効
果
的
、
重
点
的

な
交
通
安
全
対
策
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い

る
。道

路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
二
年

目
と
な
る
が
、
交
通
安
全
事
業
に
お
い
て
も
、
引
き
続
き
、

事
後
評
価
と
広
報
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
平
成
一
七
年
度
よ
り
導
入
さ
れ
る
優
先
度
明
示
方
式

に
よ
り
発
現
効
果
の
高
い
箇
所
か
ら
重
点
的
に
事
故
対
策

を
実
施
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
組
織
一
体
と
な
っ
た
行
政

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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鬮
圓
圓

翳
げ
特
黛
/
成
果
意
向
の
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
稟
議

侭
&
鬮
圓
圓
圓
圓
圓
圓
圓
圓

来
鬮
州
轢
廳
に
蘂
け
る

回
囮
g遭

鷺
行
轢
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
⑭
贓
縄
箒

道
路
局
企
画
課
道
路
事
業
分
析
評
価
室
企
画
専
門
官

大
金駝ん
孝
J“7
~

畳
は
じ
め
に

行
政
の
効
率
化
や
透
明
性
の
確
保
を
図
り
、
渋
滞
や
交

通
安
全
な
ど
の
課
題
の
解
決
を
目
指
す
取
組
み
は
、
世
界

の
潮
流
に
な
っ
て
い
る
。

米
国
に
お
い
て
は
、
連
邦
政
府
機
関
の
政
策
評
価
を
定

め
た

｢政
府
活
動
結
果
開
示
法

(G
P
R
A
、
一
九
九
三

年
)｣
、
プ
ッ
シ
ュ
政
権
下
に
お
け
る
方
針
を
示
し
た

｢大

統
領
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ア
ジ
ェ
ン
ダ

(二
〇
〇
一
年
)｣
に

基
づ
き
、
連
邦
政
府
の
業
績
評
価
や
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
実
際
に
道
路
管
理
や
整

備
を
進
め
て
い
る
州
政
府
レ
ベ
ル
で
は
、
財
政
制
約
の
関

係
、
州
知
事
や
議
会
か
ら
の
要
請
な
ど
に
よ
り
、
早
く
か

ら
行
政
改
革
、
業
績
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
る
先
進
的
な

取
組
み
が
多
い
。
交
通
、
中
で
も
道
路
分
野
は
、
住
民
、

ユ
ー
ザ
か
ら
見
え
や
す
い
こ
と
も
あ
り
、
業
績
評
価
が
先

駆
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
分
野
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
米
国
の
州
政
府
に
お
け
る
道
路
分
野
に
お

け
る
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
み
を
報
告
す
る
事
と
し

た
い
。

二

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

5
ワ
シ
ン
ト
ン
州
交
通
省
;

米
国
で
も
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
際
に
は
、
国

民
や
住
民
の
支
援
が
重
要
で
あ
る
。
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ

ィ

(説
明
責
任
)
と
透
明
性
の
確
保
の
た
め
の
、
業
績
評

価
の
徹
底
は
欠
か
せ
な
い
対
応
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し

た
現
状
を
踏
ま
え
、
ワ
シ
ン
ト
ン
州
交
通
省

(W
S
D
O

T
)
で
は
、
四
半
期
ご
と
に
、
表
紙
が
グ
レ
イ
色
の

｢メ

ジ
ャ
ー
ズ

･
マ
ー
カ
ー
ズ

･
マ
イ
ル
ポ
ス
ト
｣
、
通
称

｢グ
レ
イ
ブ
ッ
ク
｣
と
い
う
業
績
報
告
書
を
発
行
し
て
い

る
。
様
々
な
政
策
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
交
通
評
議
会
ほ
か

が
定
期
的
に
レ
ビ
ュ
ー
で
き
る
よ
う
に
、
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
｢
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

･
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
｣
と
呼
ば
れ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
、
わ
か
り
や
す

い
言
葉
や
図
表
を
多
用
し
な
が
ら
外
部
へ
の
情
報
発
信
に

力
を
入
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
他
の
ア
カ
ウ

ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
関
係
の
情
報
と
と
も
に
、
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
が
で
き
る

(ゴ
旨
"
"
"
"
"
②Q
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oくさ
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三
等
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六
月
ま
で
の
四
半
期
の
実
績
を
ま
と
め
た
最
新
号
で

は
、
工
事
安
全
、
職
員
研
修
、
道
路
整
備
事
業
、
契
約
の
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図 1 ワシントン州交通省における政策 ･事業の情報提供

実
績
、
道
路
交
通
安
全
、
道
路
交
通
情
報
提
供
、
交
通
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
(様
々
な
目
標
値
と
そ
の
実
績
を
比
較
分
析
)

な
ど
、
幅
広
い
内
容
が
扱
わ
れ
て
い
る
。

グ
レ
イ
ブ
ッ
ク
中
に
、
特
定
の
事
業
の
進
捗
状
況
を
報

告
す
る

｢ベ
ー
ジ
ュ
ペ
ー
ジ
｣
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
章
が

設
け
ら
れ
た
。
州
議
会
が
州
の
ガ
ソ
リ
ン
税
創
設
を
承
認

し
た
際
に
、
同
財
源
で
ま
か
な
わ
れ
る
特
定
の
事
業
の
実

施
状
況
等
を
詳
し
く
公
表
す
る
こ
と
を
州
政
府
に
義
務
付

け
し
た
こ
と
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
透
明
性
を
徹
底

し
よ
う
と
い
う
W
S
D
O
T
の
姿
勢
を
具
現
し
た
も
の

で
、
そ
こ
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
管
理
や
資
金
確
保

と
い
っ
た
内
容
か
ら
、
個
々
の
事
業
が
抱
え
て
い
る
問
題

点
な
ど
細
か
な
内
容
ま
で
全
て
を
網
羅
し
た
情
報
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
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｢グレイブック｣ (左)

ベ
ー
ジ
ュ
ペ
ー
ジ
の
内
容
は

｢事
業
リ
ス
ト
｣
、
｢最
近

の
事
業
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
と
効
果
｣
、
｢事
業
実
施
状
況
｣
、

｢財
政
｣
、
｢プ
ロ
グ
ラ
ム
管
理
｣
の
五
つ
の
項
目
で
分
類

さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
｢事
業
実
施
状
況
｣
で
は
、
事

業
の
近
況
、
入
札
の
招
請
と
落
札
者
、
事
業
の
完
了
な
ど

事
業
の
達
成
事
項
、
建
設
工
事
に
お
け
る
達
成
事
項
、
事

業
実
施
予
定
の
変
更
案
、
法
的
措
置
の
オ
プ
シ
ョ
ン
、
事

業
の

｢
ウ
ォ
ッ
チ
リ
ス
ト
｣
、
費
用
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

問
題
な
ど
を
公
表
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
一
般
へ
の
報
告
以
外
に
、
内
部
で
の
管
理

目
的
に
も
役
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
｢ウ

ォ
ッ
チ
リ
ス
ト
｣
は
、
当
初
の
時
間
的
あ
る
い
は
費
用
の

予
定
を
超
え
る
可
能
性
が
あ
る
事
業
の
見
直
し
を
す
る
の

に
大
変
役
立
つ
。
ま
た
、
事
業
の
効
率
的
な
実
施
･
完
了

を
進
め
る
際
、
問
題
点
を
早
期
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、
W
S
D
O
T
の
透
明
性
を
徹

底
す
る
事
業
管
理
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
心
的
な
役
割
を
担

っ
て
い
る

(図
1
･
2
)
。

三

事
業
管
理
シ
ス
テ
ム

『ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
』

,
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
交
通
省
;

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
交
通
省

(V
D
O
T
)
の
事
業
実
施
に

お
い
て
は
、
予
算
や
工
期
な
ど
当
初
の
予
定
を
大
幅
に
上

回
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
批
判
も
あ
っ
た
。
二
〇
0
三
年

四
月
に
新
た
に
任
命
さ
れ
た
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
は
こ
の
問

題
に
対
処
す
べ
く
、民
間
企
業
の
管
理
手
法
を
導
入
し
た
。



事
業
管
理
と
費
用
見
積
も
り
に
重
点
を
置
き
、
全
体
的
な

人
員
削
減
と
と
も
に
、
意
思
決
定
の
権
限
を
州
内
各
地
域

の
支
局
に
振
り
分
け
る
な
ど
の
組
織
改
革
を
行
っ
た
。

そ
れ
か
ら
一
年
余
り
で
、
新
し
い
事
業
管
理
シ
ス
テ
ム

｢ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
｣
や
事
業
の
優
先
順
位
付
け
の
た
め

の
コ
ス
ト
予
測
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
、
次
々
と
改
革
が

進
ん
だ
。

こ
れ
ま
で
は
各
事
業
の
管
理
に
複
数
の
事
業
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
つ
い
て
お
り
、
権
限
の
範
囲
も
限
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
違
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
予
算
を
持
っ
て
い
た
た

め
、
全
体
責
任
の
所
在
が
は
っ
き
り
せ
ず
、
事
業
の
正
確

な
進
捗
状
況
も
把
握
し
に
く
か
っ
た
。
デ
ー
タ
が
た
く
さ

ん
あ
っ
て
も
情
報
が
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
例
外
な
し
に

｢オ
ン
タ

イ
ム
(期
限
ま
で
に
)｣
｢オ
ン
バ
ジ
ェ
ッ
ト
(予
算
内
で
)｣

と
す
る
方
針
が
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー
か
ら
出
さ
れ
た
。
事

業
の
は
じ
め
か
ら
終
わ
り
ま
で
全
体
の
責
任
を
担
う
管
理

者
を
一
名
置
く
と
い
う
や
り
方
に
変
わ
っ
た
。
契
約
で
は

完
了
日
が
明
記
さ
れ
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

条
項
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

六
ヵ
年
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
事
業

は
、
｢ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
｣
ツ
ー
ル
で
、
進
捗
状
況
が
管

理
さ
れ
て
い
る
。
｢
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
｣
は
、
入
札
招
請

過
程
か
ら
建
設
工
事
過
程
ま
で
、
州
内
道
路
事
業
の
進
捗

の
様
子
が
す
べ
て
一
目
で
わ
か
る
一
覧
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト

(ゴ
ロ
□
"
Q
斜浄
g
穹
P
く
沼
目
Do
o
g
旛
縊
の町
□
-[起
埠

で

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
目
的
は
、
事
業
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
一
箇
所
に
集
め
て
事
業
管
理
に
利
用
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
。

｢
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
｣
の
事
業
リ
ス
ト
の
表
示
に
は
、

次
の
三
つ
の
種
類
が
あ
る
。

1

事
業
概
要

事
業
全
体
の
現
況
を
表
示
。
検
索
機
能
も
つ
い
て
お

り
、
以
下
の
四
つ
の
項
目
別
に
表
示
さ
れ
て
い
る
。
入

札
招
請
予
定
、
建
設
工
事
契
約
締
結
期
日
、
事
業
契
約

金
額
、
調
整
作
業
発
注
数
。

2

事
業
リ
ス
ト

事
業
の
一
覧
表
。印
刷
用
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
り
、

エ
ク
セ
ル
形
式
で
出
力
し
た
り
で
き
る
。

3

事
業
の
詳
細

特
定
の
事
業
に
関
す
る
詳
細
情
報
で
、
特
に
入
札
招

請
と
建
設
工
事
の
情
報
を
掲
載
。
電
子
メ
ー
ル
で
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
な
ど
を
連
絡
で
き
る
機
能
も
備
え
て

い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
は
、
事
業
の
進
捗
現
況
に
よ
り
信
号

機
の
赤
、
青
、
黄
色
で
色
分
け
さ
れ
て
い
る
(図
3
･
4
)。

な
お
、
｢
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
｣
に
は
二
種
類
の
バ
ー
ジ

ョ
ン
が
あ
る
。

1

内
部
の
事
業
管
理
用
…各
事
業
に
つ
い
て
の
詳
細
な

情
報
を
載
せ
て
お
り
、
注
意
の
必
要
な
事
業
に
関
し
て

管
理
チ
ー
ム
に
警
告
を
発
す
る
機
能
も
備
え
て
い
る
。

ま
た
、
外
部
に
は
出
さ
な
い
事
業
実
施
状
況
の
傾
向
と

圓 鎚評濶Jも格條調サ順Jbで算

o

予

い

び

な

及

少

問

に

期
舘

通

か
定
い

予
無

ぼ
も

ほ

業
o
作

号

整
信
調

青

で

圏 僚は

o

Jく

る

し

い

も

て
0
叱さ

る

て

あ

っ

が

立
性
目

能

が

可
業

る

作
え

整
超
調

篠
圦

祥
窃朧想

玖
ま

定
辯
解

執
拗

饒
飜

黄
内

薹
ー

く
バ

多
一
に

オ

常
く
非

き

が
大
業

を

作
算
整

予

調
か
欲

る

て

い

れ
派
堺

遅

か
永
続

大
が

ら
容

か

内
定
業

呼
作

L"~

、

捗

は

進

く
絢
乱
0

作
為
汚

号
い

て

信
て

っ

赤

し

な

図 3 ｢ダッシュボード｣ における事業現況の表示



　

　　

饗⑭
◎
⑭
⑱

⑱

◎
◎
◎

　

　　

　
　

　
　

　　
　
　

　
　
　

　　
　
　
　

　
　

　
　
　
　

　
　

　　　 　　　　 　　　 　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　 　　 　　　
Rhト憊増毛寒筆耕APSEAM-STDN 幟杙衲㈲…“-⑨ ･“-"④' 4-"◎ ◇* ◎

□袰史FF αG #講ぜ赫態飜辯P M鰔7薊o“ -'“" 芻御4乃--鱒“ ‘* ⑭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　

□su‐% α“?嘉賞ぽ器SJEFUぼろくめぐり拗鱒2 e"'◇助 勢'㈱ a.ねo“ '鍔馨⑱

懲こぎ 頑冥"襲撃雌無髯需鍔蹴p鰯翻拠る㈱ ㈱…̂ --=鯆 枡◎
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　

□M、A oo6ろ箔腱#AFr鮴“u馴GN…-6㈲ 吻燎載ー。〃鯆] ㈲餅 。OM◎

図 4 バージニア州交通省の ｢ダッシュボード｣ システム
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鰊

鈍
□

□
□

□

□

分
析
な
ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

2

外
部
公
表
用
…
一
般
に
公
表
さ
れ
て
い
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
、
各
事
業
の
状
況
及
び
一
般
か
ら
の
意
見
や
情

報
を
受
け
付
け
る
機
能
も
あ
る
。

ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
に
表
示
さ
れ
る
デ
ー
タ
は
、
デ
ー
タ

収
納
庫
に
い
っ
た
ん
集
め
ら
れ
、
毎
日
更
新
さ
れ
る
。
し

か
し
、
既
往
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
デ
ー
タ
を
受
け
る
形
と

し
て
お
り
、
新
た
な
デ
ー
タ
入
力
は
な
い
。
一
人
一
人
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
者
は
、
執
行
責
任
を
持
た
さ
れ
て
お

り
、
シ
ス
テ
ム
を
見
て
、
状
況
確
認
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

や
遅
れ
の
分
析
な
ど
を
し
、
次
に
役
立
て
る
。
外
部
公
表

用
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
一
般
市
民
が
現
場
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
V
D
O
T
本
部
の
責
任
者
に
直

接
質
問
や
コ
メ
ン
ト
を
電
子
メ
ー
ル
に
よ
っ
て
送
信
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

四

成
果
指
標
の
分
析
追
跡
の
シ
ス
テ
ム
で
目

標
を
共
有

i
フ
ロ
リ
ダ
州
交
通
省
'

業
績
評
価
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
州
政
府
と
し
て
、

フ
ロ
リ
ダ
州
交
通
省

(F
D
O
T
)
を
紹
介
す
る
。
F
D

O
T
は
、

一
九
九
〇
年
代
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ス
ト

の
オ
ー
バ
ー
ラ
ン
が
三
0
%
を
超
過
す
る
な
ど
、
非
効
率

性
に
強
い
批
判
を
受
け
て
い
た
。
ま
た
、
同
州
議
会
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
予
算
策
定
環
境
内
で
活
動
す

る
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
環
境
の
も
と
、
フ
ロ

リ
ダ
州
に
よ
る
業
績
評
価
の
取
組
み
が
始
ま
っ
た
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
業
績
、
予
算
立
案
に
お
い
て
、
州
議
会

政
策
プ
ロ
グ
ラ
ム
分
析
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
局

(O
P

P
A
G
A
)
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
一
九
九

四
年
に
制
定
さ
れ
た

｢政
府
実
績
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ

法

(G
P
A
A
)
は
、
州
政
府
各
機
関
が
業
績
評
価
を
段

階
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
と
と
も
に
、
議

会
事
務
局
の
主
要
調
査
部
門
と
し
て
O
P
P
A
G
A
を
設

立
し
た
。
当
局
は
、
研
修
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
業
績
評

価
に
関
す
る
州
政
府
各
機
関
の
調
査
、
改
善
策
の
提
案
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
年
次
の
予
算
プ
ロ
セ
ス
の
観
点
か
ら

す
れ
ば
、
諸
機
関
の
全
て
が
毎
年
次
会
計
年
度
に
対
す
る

予
算
要
求
を
提
出
し
、
か
つ
、
そ
の
業
績
指
標
を
報
告
す

る
。
議
会
は
次
い
で
各
個
別
機
関
の
実
績
尺
度
の
規
準
を

設
定
し
、
か
つ
、
対
応
す
る
機
関
は
そ
れ
に
関
す
る
報
告

を
行
う
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

F
D
O
T
は
、
業
績
評
価
の
た
め
に
、
主
要
成
果
指
標

(内
ャ
区
↓
、
戦
略
目
的
に
対
す
る
主
要
成
果
、
追
跡
シ
ス

テ
ム
、
中
核
プ
ロ
セ
ス
の
監
視
を
行

っ
て
い
る
。
内
せ
区
の

は
、
交
通
省
長
官
、
副
長
官
、
及
び
、
地
区
長
官
を
含
む

幹
部
リ
ー
ダ
ー
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
執
行
委
員
会
に
よ
り

一
九
九
九
年
に
選
定
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
以
下
の
一
一
の

指
標
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
。

･
顧
客
満
足
度

･
職
員
満
足
度

･
シ
ス
テ
ム
状
態

･
シ
ス
テ
ム
実
績

･
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ス
ト

･
組
織
的
効
率
性

･
顧
客
の
苦
情

･
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性

･
代
替
移
動
の
増
加
比
率

･
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
時
期
変
更

･
工
事
計
画
の
伝
達

ま
た
、
F
D
O
T
は
、
量e
g
のの
追
跡
と
監
視
の
た
め
、

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

｢
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ジ
ネ

ス
ビ
ュ
ー

(せ
切
く
ぷ
"
⑦)｣
シ
ス
テ
ム
を
、
二
〇
〇

一
年
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｢パノラマビジネスビュー (P BV iew s)｣ の画面の例

に
導
入
し
た
。
現
在
で
は
当
局
は
実

績
デ
ー
タ
の
管
理
及
び
報
告
の
た
め

の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
を
保

持
す
る
米
国
内
で
の
数
少
な
い
州
D

O
T
の
一
つ
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
複
数
の
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
に
よ
る
成
果
指
標
に
関
す
る

月
次
、
四
半
期
毎
、
及
び
、
年
次
の

デ
ー
タ
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き

例

る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
当
局
の

酌
七
戦
略
目
標
、
及
び
、
一
成

番

嫡
標
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
包
含
し
、
か

つ
、
三
、
O
0
0
の
指
標
デ
ー
タ
を

鍋

扱
っ
て
い
る
o

朝

例
え
ば
、
｢
シ
ス
テ
ム
状
態
｣
に

P
･一

関
し
て
は
、
区
間
を
代
表
す
る
地
点

ュ

が
デ
ー
タ
収
集
の
た
め
に
選
定
さ

ビス

れ
、
三
0
~
四
○
項
目
の
デ
ー
タ
が

ネジ

測
定
さ
れ
る
。
合
計
で
は
州
全
域
で

ビマ

デ
ー
タ
収
集
の
た
め
の
地
点
は
、
約

ラノ

ー
、
O
O
0
箇
所
が
存
在
し
、
実
績

月

と
傾
向
を
計
測
す
る
た
め
に
一
貫
し

5

た
リ
ス
ト
を
保
持
し
て
い
る
そ
う
で

図

あ
る
。

各
組
織
か
ら
は
、
業
績
の
進
捗
、

改
善
状
況
を
随
時
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
ほ
か
、
管
理
職
も
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
組
織
の
目
標

を
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の

指
標
の
う
ち
国
家
レ
ベ
ル
の
目
標
に
関
連
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
連
邦
道
路
庁

(F
H
W
A
)
の
フ
ロ
リ
ダ
地
域

事
務
所
と
も
共
有
さ
れ
、
F
H
W
A
本
部
と
も
共
有
さ
れ

て
い
る

(図
5
)。

　

　
　
　
　

本
稿
で
紹
介
し
た
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
米
国
･
交
通

シ
ス
テ
ム
業
績
評
価
に
関
す
る
調
査
団
と
の
意
見
交
換

(二
〇
O
四
年
三
月
)、
交
通
シ
ス
テ
ム
向
上
の
た
め
の
業

績
評
価
に
関
す
る
全
米
会
議
へ
の
参
加

(八
月
)、
各
州

政
府
へ
の
訪
問
調
査
な
ど
の
結
果
を
抜
粋
し
た
も
の
で
あ

る
。
私
自
身
は
、
こ
れ
ら
の
機
会
は
、
各
機
関
の
取
組
み

の
調
査
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
効
率
的
で
透
明
性
の

あ
る
行
政
へ
の
変
革
に
当
た
っ
て
の
課
題
と
対
応
を
情
報

共
有
し
、
お
互
い
学
び
あ
う
こ
と
が
で
き
る
絶
好
の
場
と

考
え
て
き
た
。
今
回
は
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
し
か
お
伝
え
で

き
な
か
っ
た
が
、
成
果
志
向
の
道
路
行
政
の
取
組
み
を
考

え
、
進
め
る
に
当
た
っ
て
の
ヒ
ン
ト
を
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
o



一
は
じ
め
に

二
一
世
紀
を
迎
え
、
我
が
国
の
社
会
に
お
け
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
な
ど
、
I
T
(情
報
通
信
技
術
)を

利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
に
つ
い
て
は
、
既
に
国
民
生

活
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
身
近
な
存
在
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。
I
T
S

(高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
分

野
に
お
い
て
も
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
普

及
が
一
、
五
〇
〇
万
台
規
模
に
も
の
ぼ
り
、
自
動
車
の
一

般
的
な
装
備
と
し
て
普
及
す
る
と
と
も
に
、
E
T
C

(ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
)
も
三
〇
〇
万

台
を
超
え
る
な
ど
、
ま
さ
に
生
活
や
社
会
の
一
部
と
し
て

定
着
し
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
I
T
S
に
よ
り
提
供
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

検
討
が
進
み
、
そ
の
一
部
が
先
駆
的
に
実
現
さ
れ
、
利
用

者
の
利
便
性
向
上
を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
れ

か
ら
は
、
個
々
の
サ
ー
ビ
ス
が
連
携

･
融
合
し
、
ま
た
、

よ
り
多
く
の
利
用
者
を
得
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
生

活

･
文
化
へ
深
く
浸
透
す
る
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
を
迎

え
、
I
T
S
が
社
会
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
る
I
T
S
を

展
開
し
て
い
く
う
え
で
、
必
要
不
可
欠
な
共
通
基
盤
で
あ

る
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
具
体
的
に
実
現
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
八
月
五
日
に
公
表
さ
れ
た
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進

会
議

(委
員
長
･
豊
田
章
一
郎
日
本
経
団
連
名
誉
会
長
)

か
ら
の
提
言

｢
I
T
S
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
へ
｣
の
内

容
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ニ

ー
守
S
の
進
展

の
-
T
S
の
現
状

我
が
国
で
は
、
自
動
車
交
通
の
増
加
に
と
も
な
い
、
移

動
の
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す
る
一
方
、
交
通
事
故
の

多
発
、
交
通
渋
滞
や
排
気
ガ
ス
、
騒
音
な
ど
に
よ
る
環
境

悪
化
な
ど
の
負
の
遺
産
を
生
み
出
す
結
果
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
我
が
国
で
は

最
先
端
の
情
報
通
信
技
術
等
を
用
い
て
人
と
道
路
と
ク
ル

マ
と
を

一
体
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
す
る
I
T
S
舎
向

度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
)
の
開
発
及
び
実
用
化
を
積
極
的

に
推
進
し
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
I
T
S
は
急
速
に
社
会
に
普
及
し
、
I
T

…
T
S
、
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
へ

;
ス
マ
ー
ト
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
実
現
j

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議

(提
言
)

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(-
T
S
)
推
進
室
企
画
専
門
宮

森
小中
-
誠
燃二
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メ
バ
も
銭

=
呂
羽信
に
譜

戴
拗
桝
開
戦
め
0

図

と
同
様
に
社
会
に
浸
透
し
て
既
に
生
活
の
一
部
と
な
っ
て

い
る

(図
1
)。

②
現
在
の
-
T
S
の
関
連
市
場

現
在
の
I
T
S
市
場
規
模
は
、カ
ー
ナ
ビ
や
V
I
C
S
、

E
T
C
に
関
連
す
る
機
器
な
ど
の
情
報
提
供
分
野
で
約
六

兆
円
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
C
C
T
V
カ
メ
ラ
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
分
野
で
約
五
兆
円
、
地
図
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
コ
ン
テ

ン
ツ
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
約
一
兆
円
と
試
算
さ
れ
て

い
る
。
全
て
の
I
T
S
関
連
サ
ー
ビ
ス
や
関
連
機
器
、
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
を
累
計
す
る
と
、
市
場
規
模
は
一
二

兆
円
規
模
に
も
上
っ
て
い
る
。

今
後
は
、
I
T
S
に
よ
る
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
な
る
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
駐
車
場
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
な
ど
で

の
料
金
決
済
な
ど
を
可
能
に
す
る
D
S
R
C
(狭
域
通
信
)

を
利
用
し
た
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
市
場
拡
大
が
有
望
視
さ

れ
て
お
り
、
二
〇
一
五
年
ま
で
に
累
計
で
サ
ー
ビ
ス
市
場

全
体
の
約
四
割
を
占
め
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
I
T
S
の
一
層
の
進
展
に
よ
り
、
車
載
機

器
な
ど
の
普
及
な
ど
に
よ
る
既
存
市
場
の
拡
大
に
加
え
、

新
た
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
市
場
創
出
の
拡
大
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

三

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
ー
T
S

の

現
れ
始
め
た
-
T
S
の
効
果

I
T
S
の
進
展
に
伴
い
、
カ
ー
ナ
ビ
や
V
I
C
S
に
よ

る
利
便
性
･
安
全
性
向
上
、
バ
ス
ロ
ケ
に
よ
る
バ
ス
活
性

化
、
E
T
C
の
普
及
に
よ
る
料
金
所
渋
滞
の
減
少
、
多
様

な
料
金
施
策
の
実
現
な
ど
、
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
や

生
活
環
境
の
改
善
な
ど
が
実
現
し
始
め
て
い
る

(図
2
)。

@

ー
T
S
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ

I
T
S
の
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
I
T
S

の
個
別
シ
ス
テ
ム
が
さ
ら
な
る
普
及
、
進
化
、
発
展
を
し

ET Cによる渋滞半減 渋滞壘
(首都高川口料金所) (km h/日)

40,308

　 　 　
‘02.4月平均 ℃34月平均 ･044月平均

.･･.･････-‐･･.･'‐･･.･■‐･･.･･.･一1.･･.･･.･････■‐~
l m c利用率望% 三ぬ 6% 三章 節% l;

　
　

　

交
合
鱒

4

3

2

l

て
、
自
動
車
、
情
報
通
信
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
多
く
の
分

野
と
の
融
合
に
よ
っ
て
利
用
シ
ー
ン
が
増
加
す
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
I
T
S
は
、
先
端

･
流
行
の
サ
ー
ビ
ス
か

ら
社
会
の
変
革
に
貢
献
す
る
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

リ
ム図

　2036 道イテセ 2004.9

室
。



綣

ス
マ
ー
ト
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
展
開

セ
カ
ン
ド
ス
テ
i
ジ
に
入
っ
た
I
T
S
は
、
安
全

･
安

心
、
豊
か
さ
･
環
境
、
快
適

･
利
便
な
ど
の
視
点
か
ら
、

移
動

･
交
通
の
質
を
向
上
さ
せ
社
会
的
課
題
の
解
決
に
貢

献
し
、
ス
マ
ー
ト
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
実
現
を
目
指
す

べ
き
で
あ
る
。

4

ー
T
S
に
よ
り
実
現
す
る
社
会
の
姿

①
ク
ル
マ
社
会
が
も
た
ら
し
た
負
の
遺
産
の
清
算

道
路
交
通
安
全
対
策
や
自
動
車
の
安
全
対
策
、
さ

ら
に
路
車
協
調
な
ど
に
よ
り
、
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

社
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
球
環
境
や
沿
道
環
境

負
荷
の
軽
減
の
た
め
⑩
排
出
量
の
削
減
や
、
E
T
C

標
準
装
備
に
よ
る
渋
滞
削
減
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
。

②
高
齢
者
、
身
障
者
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
確
保

情
報
提
供
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ
る
高
齢

者

･
身
障
者
の
負
担
の
軽
減
や
安
全
な
運
転
の
支

援
、
公
共
交
通
に
よ
る
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
、
安
全

で
安
心
な
歩
行
環
境
の
確
保
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
0

③
豊
か
な
生
活
･
地
域
社
会
の
実
現

ス
マ
ー
ト
I
C
導
入
に
よ
る
高
速
道
路
の
I
C
倍

増
、
バ
ス
ロ
ケ
シ
ス
テ
ム
、
I
T
S
を
活
用
し
た
駅

周
辺
整
備
や
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
災
害
時

等
の
適
切
な
情
報
提
供
の
実
施
を
目
指
す
べ
き
で
あ

る
o

④
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善

シ
ー
ム
レ
ス
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
、
計
画
的
な
集
配

や
連
行
管
理
、
道
路
･
自
動
車
関
連
ビ
ジ
ネ
ス
の
効

率
化
に
よ
る
業
績
向
上
、
労
働
安
全
環
境
の
改
善
を

目
指
す
べ
き
で
あ
る
。

国

ス
マ
ー
ト
ウ
覊
孑
の
描
進
宥
驚

交通死亡事故ゼロ E T C 標凖装備 鋒 第婁茶釜讓寂ライバー露

　　 　　 　　　 　 　 　
　　　　

　　　　　　　　　　　 　　 　　　　　
　　　　　　　　

、き驫壤理些離島』 公共交通の利便性向上 頌 安全な道路交通確保 露
、 勇

　　　　　　　 　　　　　　　　 　　
　 　

　 　 　　 　　　
　　　 　 　　 　 　 　　　　　　 　 　　 　 　

　　　　

　　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　 　　　　

安全な道路交通確保 露

Q

国
家
戦
略
と
し
て
一
層
の
加
速
推
進

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
の
目
指
す
ゴ
ー
ル
は
、
移
動

･
交
通

の
質
の
向
上
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
の
実

現
、
す
な
わ
ち
、
事
故
･
環
境
負
荷
･
渋
滞
と
い
っ
た
車

社
会
が
も
た
ら
し
た

｢負
の
遺
産
の
清
算
｣
、
高
齢
者

･

身
障
者
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る

｢高
齢
者
の
モ
ビ
リ
テ

ィ
確
保
｣
、
高
速
道
路
や
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
よ
り

地
域
の
活
力
を
向
上
し
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

｢豊
か
な

生
活

･
地
域
社
△ご
、
情
報
の
シ
ー
ム
レ
ス
化
や
物
流
効

率
化
に
よ
る

｢ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
｣
の
四
つ
を
実
現

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
国
家
戦
略
と
し
て

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
位
置
づ
け
、
こ
れ
を
一
層
強
力
に
加

速

･
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
｢交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
｣
、
｢E
T
C
標

準
装
備
｣、
｢倍
増
す
る
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
支

図



援
｣、
｢高
速
道
路
の
I
C
の
倍
増
｣、
｢公
共
交
通
の
利
便

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
I
T
S
推
進
に
向
け
、

と
と
も
に
、
音
声
に
よ
る
情
報
提
供
の
充
実
を
図
る

性
向
上
｣
、
｢安
全
な
道
路
交
通
確
保
｣
、
な
ど
を
目
標
と

官
民
あ
げ
て
様
々
な
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
年

べ
き
で
あ
る
。

し
て
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
実
現
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

(図
3
)。

こ
の
場
合
、
情
報
通
信
、
自
動
車
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど

様
々
な
分
野
の
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
社
会
の
共
通
基
盤

と
し
て
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け
る
技
術
革
新
な
ど
の
時
間
軸
の
違

い
に
も
十
分
に
配
慮
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

初の試み 概 要

I T Sワールド T

騎
d
瀦

朧
粉

妙
n

尉
寮

伽
-

即
汐

約
湾

麻
彩

ヤ
ジ

窃
戸

解
珍

主

体

市民向け見学会 市民が参加できるショーケース見学会。
市民講座 市民に対してI T Sをわかりやすく紹介。
I T S週間 ~航定讓週TLを纖拗後鍋

勘
界
と

世

ト

展示会の誌面開放 10月23日(土)
、24日(日) に展示会2日間円延長開催。

②
官
民
上
げ
て
の
取
組
み
強
化

　　　図

官
民
あ
げ
て
様
々
な
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
今
年

/
0
月
に
は

｢飛
躍
す
る
移
動
｣
を
テ
ー
マ
と
し
た
I
T

S
世
界
会
議

愛
知

･
名
古
屋
二
〇
〇
四
が
開
催
さ
れ
、

過
去
最
大
規
模
と
な
る
参
加
者
や
会
議
登
録
者
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
我
が
国
の
推
進
す
る
I
T
S
の
技

術
･
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
世
界
に
発
信
す
べ
き
で
あ
る

(図
4
)。

ま
た
、
二
〇
〇
五
年
三
月
よ
り
開
催
さ
れ
る
愛
･
地
球

博
で
は
、
I
T
及
び
I
T
S
に
関
わ
る
先
端
技
術
を
有
す

る
民
間
企
業
、
団
体
が
協
賛
し
て
お
り
、
総
合
交
通
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
行
わ
れ
、
地
域

･
社
会
に
定
着
し

つ
つ
あ
る
I
T
S
を
市
民
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
格
好

の
機
会
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
官
民
を
あ
げ
た
取
組
み
を
持
続
的
に
推
進
し
て

い
く
た
め
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議
の
下
に
作
業
部

会
を
設
置
し
実
務
的
な
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
と
と
も

に
、
民
間
事
業
者
を
中
心
と
し
た
官
民
連
携
の
体
制
を
設

け
て
、
必
要
な
助
言
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ
て
い
く
こ

と
と
す
る
。

3

-
T
S
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
シ
ー
ン

①
安
全
･安
心

現
在
、
V
I
C
S
に
よ
り
提
供
さ
れ
て
い
る
道
路

交
通
情
報
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
、
情
報

提
供
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
意
に
十
分
配
慮
す
る

べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
道
路
構
造
物
の
保
全
に
影
響
を
及
ぼ
す
ほ

か
、
重
大
な
交
通
事
故
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
る
重

量
超
過
車
両
走
行
は
、
I
T
S
を
特
殊
車
両
の
管
理

を
活
用
し
て
道
路
の
保
全
や
交
通
の
危
険
防
止
を
図

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
安
全
運
転
支
援
対
策
の
う
え
で
は
、

様
々
な
研
究
開
発
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
は
、

デ
ジ
タ
ル
地
図
と
連
携
し
て
事
故
等
の
多
発
地
点
等

に
関
す
る
案
内
･
警
告
を
行
う
な
ど
安
全

･
安
心
な

運
転
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
道
路
側
か
ら
の
情
報

提
供
機
能
に
よ
る
注
意

･
警
告
、
運
転
制
御
機
能
に

よ
る
追
突
防
止
支
援
、
カ
ー
ブ
進
入
支
援
な
ど
事
故

防
止
支
援
等
を
目
指
し
た
取
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
。

②
豊
か
さ
･
環
境

E
T
C
専
用
の
I
C

(ス
マ
ー
ト
I
C
)
の
整
備

は
、
こ
れ
ま
で
車
が
通
過
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
地
域

に
お
い
て
、
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が

高
ま
る
こ
と
に
よ
る
高
速
道
路
の
利
用
促
進
や
地
域

再
生
が
期
待
さ
れ
る
o

公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上
や
渋
滞
の
緩
和
を
図

る
た
め
、
バ
ス
ロ
ケ
シ
ス
テ
ム
の
全
国
的
な
展
開
を

進
め
る
と
と
も
に
、
歩
行
者
、
バ
ス
、
鉄
道
、
車
の



シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
を
可
能
と
す
る
I
T
S
技
術
を

統
合
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
公

共
交
通
を
含
め
た
様
々
な
交
通
手
段
の
中
で
円
滑
な

移
動
の
確
保
を
可
能
と
す
る
ユ
ビ
キ
タ
ス
社
会
の
形

成
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

貨
物
車
や
荷
捌
き
に
伴
う
路
上
駐
車
に
よ
る
渋
滞

や
沿
道
環
境
付
加
対
策
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
都
市
部
に
お
い
て
は
、
I
T
S
を
活
用
し
た
共
同

集
配
シ
ス
テ
ム
等
の
高
度
化
が
望
ま
れ
る
。

ま
た
、
循
環
型
社
会
の
形
成
の
視
点
か
ら
、
リ
サ

イ
ク
ル
推
進
に
伴
う
静
脈
物
流
へ
も
I
T
S
を
活
用

し
た
効
率
的
な
取
組
み
が
望
ま
れ
る
。

③
快
適

･
利
便

料
金
所
渋
滞
の
解
消
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
よ
る

利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
E
T
C
を
利

用
し
た
各
種
割
引
制
度
や
各
種
社
会
実
験
等
を
通
じ

た
E
T
C
の
普
及
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
き
め
細

や
か
な
料
金
施
策
の
導
入
に
よ
り
一
般
道
路
の
交
通

渋
滞
や
環
境
改
善
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

道
路
工
事
の
状
況
、
気
象
情
報
、
積
雪
等
の
路
面

情
報
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
よ
り
分
か
り
や
す

く
情
報
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
利

便
性
、
快
適
性
を
向
上
す
る
た
め
に
、
高
速
道
路
の

S
A
や
P
A
、
ま
た
一
般
道
路
の
道
の
駅
等
に
お
け

る
情
報
提
供
等
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

駐
車
場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル

ー
な
ど
ニ
ー
ズ
の
高
い
箇
所
か
ら
順
次
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
料
金
決
済
を
導
入
し
、
料
金
支
払
い
の
煩
わ
し

さ
を
解
消
し
た
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
環
境
等
を
具
現

化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
積
極
的

に
収
集
デ
ー
タ
情
報
の
充
実
を
図
り
、
道
路
行
政
の

透
明
性

･
効
率
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
。

@
二
〇
〇
七
年
に
本
格
的
な
ー
T
S
社
会
を
実
現

①
多
様
な
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

I
T
S
に
よ
る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
は
多
岐
に
わ

た
る
も
の
で
あ
る
が
、
大
き
く
以
下
の
基
礎
的
な
サ
ー
ビ

ス
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る

(図
5
)。

こ
う
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
や
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、

安
全

･
安
心
、
豊
か
さ
･
環
境
、
快
適
･
利
便
と
い
っ
た

I
T
S
の
サ
ー
ビ
ス
シ
ー
ン
が
実
現
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
oア

車
両
が
有
す
る
情
報
を
路
側
や
セ
ン
タ
ー
に
送
信

し
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
活
用
、
蓄
積
し
て
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る

｢車
両
情
報
送
信
｣
サ
ー
ビ
ス
。
バ
ス

ロ
ケ
な
ど
。

イ

車
に
乗
車
し
て
い
る
際
に
発
生
す
る
様
々
な
決
済

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
実
現
す
る

｢決
済
｣
サ
ー

ビ
ス
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
駐
車
場
な
ど
。

基礎的サービス 高調明
(1)車両倍搬送
‘言

①プローブ 車両のIDや速度、ABS動作等の情報をセンター設備に送信するサービス。

②施亙酸への入退出管理 窮を態てし鋤鴬卿逓し断を蠕礬廳
ら一鞍蹴み(2)義央)済 ③多用途決済 ね麻*彰鰯区糊か財リプ

oス
ド
ピ助勢

ツ
行

ジ
で

し
ス

ク
レ

@D ETC 有料道路の自動料金収受を行うサービス。
(3)f情報錠国共 ⑨インターネ、ツトチ安終尭 凝等胴硼｢メ覧鍋イけ郷よにと-｣る鮒接にト‘ツネんビ

、イ杉斑炉鬱邦醗搬
(4)案内･警告 ⑥

走
行
支

擾
情
報

ブッシュ型↑吉報
配信

文字、音声、画像、またはこれらを組合わせた情報を走行車両に提供するサービス。

添 VICS情報を、走行車両に提供するサ ビス。
⑦
警
告
や
車

両
制
御

安全情報提供 急カーブや障害物の存在等、 ドライバーの判断-コ資する情報を提供するサービス。
車両策帷御 る耐縦濾係鰺勲を輪捻彬

ン

勲幻め鞠孫葬
自動運転 車両の自動運転に資する情報を、車両の策略御系に直接送信するサービス

(5)その他 ⑨歩行者支援 歩行者の所有する携帯端末に、バリアフリー化した経路等の情報を提供するサービス。
⑨車車謂n選対言アプリ 車載器同士が直接通信し、両者の保有する経路情報等を交換するサービス。
⑪〕有線通イ言利用アプリ ADSLや専用線等を利用して、自宅やオフィスのPCで情報の入手や交換を行うサービス。

にu図



ウ

ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
を
支
援
す
る
警
告
や
タ
イ
ム

リ
ー
な
案
内
情
報
提
供
を
行
う

｢案
内
･
警
星
ロ｣
サ

ー
ビ
ス
。
V
I
C
S
充
実
な
ど
。

エ

オ
ン
デ
マ
ン
ド
に
よ
る
各
種
道
路
交
通
情
報
や
沿

道
施
設
情
報
な
ど
の
提
供
や
車
載
器
を
通
じ
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
を
行
う

｢情
報
提
供
｣

サ
ー
ビ
ス
。

オ

そ
の
他
、
歩
行
者
を
対
象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
、

車
々
間
通
信
や
有
線
通
信
を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を

含
む
サ
ー
ビ
ス
。

②
展
開
シ
ナ
リ
オ

(図
6
)

こ
れ
ら
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
シ
ー
ン
を
着
実
に
実
現
し
て

い
く
た
め
に
は
、
基
礎
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
や
組
み
合

わ
せ
に
よ
り
、
次
の
I
T
S
サ
ー
ビ
ス

(図
7
)
を
二
0

0
七
年
に
ひ
と
つ
の
車
載
器

(I
T
S
車
載
器
)
で
、
一

括
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

(図

8
)
0ア

あ
ら
ゆ
る
ゲ
ー
ト
の
ス
ム
ー
ズ
な
通
過

駐
車
場
を
は
じ
め
、
E
T
C
以
外
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
等
に
よ
る
ス
ム
ー
ズ
な
通
過
を
実
現

イ

場
所
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
地
域
ガ
イ
ド

周
辺
の
道
路
情
報
や
地
域

･
観
光
情
報
を
集
約
配
信

し
、
利
便
性
向
上
･
地
域
活
性
化

ウ

タ
イ
ム
リ
ー
な
走
行
支
援
情
報
の
提
供

走
行
中
に
事
故
多
発
地
点
、
詳
細
な
工
事
情
報
、
渋

度

度

度

度

度

R
)

年

眸

碎

昨

年
降

図

③【タイムリーな走行支援情報の提供】

行 に事故多発地点、詳細な工事規制、渋滞ミ

ブ′図

①【あらゆるゲートのスムーズな通過】

.駐車場をはじめ、ETC以外でのキャッシュレス決済【

一箋によ&スムーズな通過を実現

あらゆるゲートのスムーズな通過

･周辺の道路情報や地域･鏡
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滞
末
尾
等
を
即
時
的
に
提
供
し
、
安
全
･
安
心
を
向

上
こ
の
目
標
達
成
の
た
め
、
関
係
者
が
適
切
な
役
割
分
担

の
も
と
、
二
0
0
五
年
ま
で
に
官
民
共
同
研
究
、
規
格
･

仕
様
の
策
定
、
三
〇
〇
六
年
ま
で
に
イ
ン
フ
ラ
整
備

･
I

T
S
車
載
器
製
造
等
を
推
進
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

さ
ら
に
、
歩
行
者
の
携
帯
端
末
や
、
家
庭
の
パ
ソ
コ
ン

な
ど
と
の
連
携
も
進
め
車
内
の
み
な
ら
ず
常
時
シ
ー
ム
レ

ス
な
情
報
環
境
の
構
築
を
推
進
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、

路
車
協
調
に
よ
る
安
全
確
保
の
た
め
の
讐
星
ロ
や
車
両
制
御

に
つ
い
て
も
研
究
開
発
を
進
め
、
早
期
に
サ
ー
ビ
ス
を
開

始
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　　図

③
共
通
基
盤
の
整
備

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
際
、
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
個
別
の
車
載
器
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
実
施

し
た
場
合
、利
用
者
の
利
便
性
が
大
き
く
損
な
わ
れ
た
り
、

利
用
者
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
係
る
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
民
間
を
含
め
た
多
く
の
事
業

者
が
共
通
し
て
利
用
可
能
な
基
盤

(オ
ー
プ
ン
な
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
)
づ
く
り
を
関
係
者
の
適
切
な
役
割
分
担
の

も
と
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ア

I
T
S
車
載
器
の
推
進

車
載
器
は
ク
ル
マ
と
道
路
と
ヒ
ト
を
つ
な
ぐ
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
今
後
展
開
さ

れ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
は
共
通
の
車
載
器
を
通
じ
て

提
供
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
I
T
S
サ
ー
ビ
ス
の
展

開
に
と
も
な
い
、
適
宜
、
各
サ
ー
ビ
ス
の
追
加
、
更

新
に
対
応
可
能
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
通
信

手
段
に
つ
い
て
も
、
携
帯
通
信
網
や
D
S
R
C
、
無

線
L
A
N
な
ど
複
数
の
通
信
手
段
に
連
携
可
能
で
あ

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
さ
ら
に
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
参
入

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
機
器

(路
側
機
、
車
載
器
、

カ
ー
ド
な
ど
)
が
相
互
に
接
続
さ
れ
利
用
可
能
に
な

る
よ
う
配
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
共
通
マ
ー
ク
な

ど
安
心
し
て
利
用
で
き
る
仕
組
み
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

の
確
保
、
装
着
手
続
の
効
率
化
も
重
要
と
な
る
。

な
お
、
I
T
S
車
載
器
の
仕
様
に
つ
い
て
は
、
E
T

C
や
V
I
C
S
な
ど
が
一
体
と
な
る
車
載
器
の
マ
ル

チ
化
や
国
際
標
準
も
視
野
に
規
格
化
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
注

意
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
、
交
通
安
全
へ
の
十
分
な

配
慮
が
必
要
で
あ
る
。

イ

デ
ー
タ
構
造
の
統
一
、
デ
ー
タ
の
公
開
･
共
有
化

の
推
進

路
側
機
･
車
載
器
、
事
業
者
ご
と
に
扱
う
様
々
な

デ
ー
タ
を
効
率
的
に
利
用
し
、
デ
ー
タ
集
約
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
高
度
化
や
シ
ス
テ
ム
連
携
に
よ
る
情
報
利

用
の
円
滑
化
、
関
連
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
コ
ス
ト
を

低
廉
化
す
る
た
め
、
デ
ー
タ
構
造
の
統
一
化

企
疋
義
、



数
値
表
現
方
法
、
単
位
、
精
度
の
規
定
)
を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い
。
ま
た
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
を
有
効
に
活

用
し
た
デ
ー
タ
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
収
集
し
た

デ
J
夕
の
公
開
･
共
有
化
も
積
極
的
に
推
進
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

さ
ら
に
、
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
促
進
す
る
た

め
、
路
側
機
や
車
載
器
に
つ
い
て
利
用
す
る
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理
を
行
う
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ウ

デ
ジ
タ
ル
地
図
の
高
度
化

欧
米
で
は
、
す
で
に
安
全
運
転
支
援
に
資
す
る
次

世
代
デ
ジ
タ
ル
道
路
デ
ー
タ
を
実
現
す
る
国
家
的
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
官
民
連
携
の
も
と
積

極
的
に
デ
ジ
タ
ル
地
図
整
備
へ
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ

ョ
ン
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
利
用
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
地

図
の
整
備
･
更
新
に
つ
い
て
は
、
官
に
よ
る
基
盤
整

備
に
加
え
、
民
間
各
社
の
努
力
に
よ
り
精
力
的
に
行

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
、
走
行
支
援

シ
ス
テ
ム
へ
の
活
用
や
迅
速
な
更
新
を
可
能
と
す
る

仕
組
み
づ
く
り
に
向
け
て
、
積
極
的
に
推
進
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。

エ

光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
の
整
備

既
に
我
が
国
に
は
、
直
轄
国
道
を
中
心
と
し
て
約

一
七
、
五
〇
〇
蝋
の
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が

整
備
さ
れ
、
道
路
管
理
者
間
で
の
円
滑
な
情
報
通
信

に
役
立
て
ら
れ
て
お
り
、
民
間
の
サ
ー
ビ
ス
の
た
め

に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
開
放
も
始
ま
っ
て
い
る
。

今
後
、
高
速

･
大
容
量
で
安
定
し
た
情
報
通
信
イ

ン
フ
ラ
の
重
要
性
は
そ
層
高
ま
る
こ
と
と
な
る
た

め
、
I
T
S
の
た
め
の
共
通
の
ハ
ー
ド
と
し
て
、
必

要
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
道
路
管
理

を
適
切
か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
、
管
理
対
象

で
あ
る
道
路
等
の
状
態
を
把
握
す
る
C
C
T
V
カ
メ

ラ
等
の
セ
ン
サ
類
を
引
き
続
き
整
備
し
て
い
く
こ
と

も
必
要
で
あ
る
。

◎

国
際
協
力
と
協
調
の
推
進

①
技
術
研
究
開
発
の
推
進

ア

I
T
S
は
、
多
種
多
様
な
業
界
･
専
門
分
野
･
行

政
分
野
に
ま
た
が
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
新
た
な
視

点
･
発
想
に
基
づ
く
先
端
的
、
基
礎
的
な
研
究
･
技

術
開
発
を
国
が
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
ま
た
、
シ
ス
テ
ム
開
発
等
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
様
々
な
人
が
積
極
的
に
参
画
で
き
る

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

イ

I
T
S
に
関
連
す
る
技
術
開
発
や
投
資
分
野
へ
の

民
間
の
参
画
意
欲
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
国
民
の

理
解
促
進
、合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
研
究
開
発
の
動
向
や
今
後
実
現
す
る
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
の
効
果
が
体
感

で
き
る
よ
う
、
周
知
･
広
報
の
取
組
み
を
一
層
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ウ

I
T
S
関
連
技
術
に
つ
い
て
は
、
国
際
的
な
流
通

財
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
コ
ス
ト
低
廉
化
な

ど
の
観
点
か
ら
、
国
際
協
調
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
技
術
研
究
開
発
に
お

い
て
も
、
各
国
と
十
分
な
意
見
交
換
を
行
う
ほ
か
、

共
同
研
究
な
ど
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
国

際
的
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②
地
域

･
市
民
と
の
連
携

ア

ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
は
新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
の
基

盤
と
な
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
利
用
者
ニ
ー

ズ
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
ニ
ー
ズ
把
握
や
実
用
化
に
あ
た
っ

て
は
、
利
用
者
の
視
点
を
踏
ま
え
、
社
会
実
験
的
手

法
や
モ
デ
ル
事
業
等
の
取
組
み
を
行
う
な
ど
、
自
治

体
や
国
道
事
務
所
、
地
元
経
済
界
や
N
P
0
･
市
民

団
体
な
ど
関
連
団
体
と
一
体
と
な
っ
た
着
実
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

イ

具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
に
お
け
る
行
政
の
各
分
野
と
産
業
界
が
連

携
し
、
サ
ー
ビ
ス
実
現
の
土
壌
の
整
備
、
地
域
モ
ビ

リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。ま
た
、

利
用
者
へ
の
理
解
促
進
、
合
意
形
成
の
た
め
、
地
域

の
N
P
0
や
市
民
団
体
と
一
体
と
な
り
、
あ
ら
ゆ
る



利
用
者
に
対
し
、
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ

さ
ら
に
、
我
が
国
で
開
発
し
て
き
た
V
I
C
S
や

る
。

"

-寸

＼

、

.

③
国
際
協
調
の
推
進

ア

ユ
ー
ザ
ー
の
利
便
性
を
確
保
し
、
参
画
企
業
の
開

発
･
利
用
コ
ス
ト
の
軽
減
な
ど
の
た
め
、
通
信
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
や
機
能
に
つ
い
て
、
国
際
標
準
の
策

定
や
活
用
が
有
効
で
あ
る
。
ま
た
、
国
際
標
準
の
策

定
は
、
関
係
国
の
研
究
開
発
の
効
率
化
や
諸
外
国
に

お
け
る
早
期
市
場
創
出
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
I
S
0
や
I
T
U
に
お
け
る
国
際
標

準
化
活
動
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
積
極
的
に
貢
献
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

イ

国
内
外
と
の
技
術
･
人
材
交
流
、
教
育
や
訓
練
へ

の
取
組
み
を
り
き
続
き
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
oま

た
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
る
I
T

S
世
界
会
議
愛
知

･
名
古
屋
二
〇
〇
四
や
二
〇
〇

五
年
三
月
よ
り
開
催
さ
れ
る
愛

･
地
球
博
な
ど
を
有

効
に
活
用
し
、
産
学
官
が
協
働
し
て
情
報
発
信
を
行

う
こ
と
が
望
ま
し
い
。

ウ

我
が
国
が
研
究
開
発
を
進
め
て
き
た
路
車
協
調
の

概
念
が
、
そ
の
後
、
欧
米
な
ど
の
研
究
開
発
を
促
す

な
ど
の
事
例
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
各
国
相
互

の
情
報
交
換
が
、
自
国
の
施
策
や
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
、

技
術
的
研
究
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

E
T
C
な
ど
I
T
S
関
連
技
術
に
つ
い
て
、
海
外
な

ど
へ
の
技
術
協
力
を
積
極
的
に
働
き
か
け
る
べ
き
で

あ
る
。

五

お
わ
り
に

一
〇
年
前
に
我
が
国
に
導
入
さ
れ
た
I
T
S
が
、
い
よ

い
よ
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
、
国
民
の
生
活
や
文
化

に
深
く
浸
透
し
、
社
会
を
変
え
て
い
く
存
在
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
う
い
っ
た
時
期

不
マ
秋
の
I
T

S
世
界
会
議
、
来
春
の
愛
･
地
球
陣
(愛
知
万
博
)
開
催
。)

を
捉
え
て
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
推
進
会
議
の
提
言
が
と
り

ま
と
め
ら
れ
た
。

今
後
は
、
こ
の
提
言
を
受
け
関
係
者
の
一
層
の
努
力
に

よ
り
二
〇
〇
七
年
に
本
格
的
な
I
T
S
社
会
を
実
現
さ

せ
、
社
会
的
な
課
題
の
解
決
と
一
層
利
便
性
の
高
い
モ
ビ

リ
テ
ィ
社
会
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
o



回目』 ! ~さあ、 くり出そう

　　　　　　　　
　 　

~ 道はみんなのステーン

中央衛事報告

の
ジ
道

鬮
FI
I

平成 16年度

道路局総務課 柳橋 隆則

本
年
も
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会

(会
長

"
綿
貫
民
輔
氏
)

に
よ
る
中
央
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
中
央
行
事

｢道
の
日
｣
ス

テ
ー
ジ
2
0
0
4
は
、
『道
は
み
ん
な
の
ス
テ
ー
ジ

さ

あ
、
く
り
出
そ
う

｢道
の
日
｣
-
』
を
テ
ー
マ
に
、
東
京

都
千
代
田
区
の
日
比
谷
公
会
堂
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し

た
。当

日
は
、
猛
暑
の
中
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
集
ま
り
い

た
だ
き
、
ほ
ぼ
満
員
と
な
っ
た
会
場
は
最
後
の
最
後
ま
で

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

｢道
の
日
｣
ス
テ
ー
ジ
2
0
0
4

日

時
…
平
成
一
六
年
八
月
七
日

(土
)

時

間
…
一
四
…
0
0
~

一
六

…
三
0

(開
場
一
三
…

三
@

場

所
…
日
比
谷
公
会
堂

テ
ー
マ

"
道
は
み
ん
な
の
ス
テ
ー
ジ

さ
あ
、
く
り
出

そ
う

｢道
の
日
｣
!

今
年
で
一
九
回
目
を
迎
え
た

｢道
の
日
｣
ス
テ
ー
ジ
2

0
0
4
は
、
長
久
保
智
子
さ
ん
の
司
会
の
も
と
、
日
比
谷

公
会
堂
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
会
に
先
立
ち
、
｢道
の

日
｣
実
行
委
員
会
の
海
野
代
表
幹
事
が
主
催
者
代
表
挨
拶

を
行
い
ま
し
た
。

続
い
て
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
に
対

し
、
国
土
交
通
省
道
路
局
の
増
田
次
長
よ
り
、
表
彰
状
、

盾
、
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は

学
生
の
部
、
一
般
の
部
あ
わ
せ
て
合
計
四
、
七
二
六
点
の

応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
宮
城
県
玉
造
郡
に
お
住
ま
い

写真 2 会場の様子 写真 1 司会の長久保智子さん



の
三
浦
健
人
さ
ん
の
作
品

『あ
り
が
と
う

今
日
も
明
日

も

歩
く
道
』
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
壇
上
で
は
、

受
賞
者
の
方
々
に
、
標
語
が
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
の
気
持

ち
や
状
況
に
つ
い
て
、
思
い
思
い
の
感
想
を
述
べ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　　

　

　　
　

　　　
　
　

　
主
6毎野代表幹事)の挨拶

4 ｢道路ふれあい月間｣
推進標語表彰式の様子

そ
し
て
ス
テ
ー
ジ
は
、
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
の
山
田
五

郎
さ
ん
、
長
谷
川
理
恵
さ
ん
、
セ
イ
ン
･
カ
ミ
ュ
さ
ん
を

ゲ
ス
ト
に
迎
え
た

｢道
の
日
｣
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
移
り
ま

す
。
｢道
路
空
間
の
柔
軟
な
活
用
に
よ
る
地
域
活
性
化
へ

の
取
組
み
｣
を
テ
ー
マ
に
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
ト
ラ
ン

ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
な
ど
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
る
道
路

有
効
活
用
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
楽
し
い
ト
ー
ク
シ

ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
｢道
は
歩
く
た
め
だ
け

に
あ
ら
ず
｣
が
持
論
で
昨
年
に
引
き
続
き
ご
出
演
の
山
田

五
郎
さ
ん
が
進
行
役
を
つ
と
め
、
長
谷
川
理
恵
さ
ん
か
ら

は
マ
ラ
ソ
ン
で
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が
ら
の
女
性
の
視
点

に
立
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
、
セ
イ
ン

･
カ
ミ
ュ
さ
ん
か
ら
は

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
の
コ

メ
ン
ト
が
な
さ
れ
、
会
場
の
皆
さ
ん
も
、
普
段
何
気
な
く写真 6 小林桂ハートフルライブショー

≧↓
¥

-

接
し
て
い
る

｢道
｣
に
つ
い
て
の
理
解
が
い
っ
そ
う
深
ま

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
ス
テ
ー
ジ
は
皆
さ
ま
お
待
ち
か
ね
の
小
林

桂
さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ブ
へ
と
移
り
ま
す
。
小

林
桂
さ
ん
は
、
今
女
性
を
中
心
に
最
も
人
気
を
集
め
て
い

る
ジ
ャ
ズ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
で
す
。今
回
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

道
路
に
ち
な
ん
だ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
ナ
ン
バ
ー
で
あ
る

｢
力
8
8
G総

｢
o
b
攣
る
隙
招
舎
増
す
伐
の
く
oに
に
≦
｣
を
は

じ
め
、
C
M
で
お
な
じ
み
の

｢流
し
目
プ
レ
イ
☆
｣
や
タ

ッ
プ
ダ
ン
ス
を
交
え
た
曲
目
な
ど
が
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
楽
曲
と
巧
み
な
M
C
で
、
会
場
は
最
後
の
最

後
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
に

｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
で
は
、
｢道
の
日
｣
を
国
民

の
祝
日
と
す
る
た
め
の
運
動
と
し
て
、
中
央
行
事
会
場
に

署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
た
い
へ
ん
多
く
の
方
々
の
署

名
を
集
め
ま
し
た
。

こ
の

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
を
通
じ
、
多
く
の
方
々
に

｢道
の
日
｣
を
知

っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た

｢道
の
日
｣
を

契
機
に
、
改
め
て
道
路
の
役
割
･
重
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。



｢遭略ふれあい即鬮｣
衛暮報告について

平成 16年度

道路局道路交通管理課 佐久間 誉

国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
を
利
用
し
て
い
る
国
民
に
改

め
て
道
路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
道
路
を
い
つ
く
し
む
と

い
う
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
及
び
道
路
の
正
し
い
利
用
の

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
八
月
一
日
か
ら

八
月
三
一
日
ま
で
の
一
ヶ
月
間
を
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

と
定
め
、
地
域
住
民
が
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
参
画
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
各
種
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

本
月
間
中
、
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
す
る
各
道
路
管

理
者
に
お
い
て
も
、
関
係
省
庁
、
関
係
団
体
等
の
協
力
を

得
つ
つ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
層
に
様
々

な
行
事
を
通
じ
て
、
道
路
の
必
要
性
や
道
路
の
持
っ
て
い

る
役
割
、
使
い
方
や
道
路
愛
護
等
に
つ
い
て
の
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
に
各
種
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
本
年
度
も
、
道
路
の
役
割

･
重
要
性
に
対
す
る

国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
全
国

各
地
で
イ
ベ
ン
ト
や
道
路
清
掃
な
ど
の
道
路
に
ち
な
ん
だ

各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
行
事
の
“
環
と
し
て
、

八
月
六
日

(金
)
午
前
八
時
四
五
分
か
ら
九
時
三
〇
分
ま

で
、
国
土
交
通
省
道
路
局
、
関
東
地
方
整
備
局
土
催
に
よ

る

｢オ
フ
ィ
ス
街
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
2
0
0
4

金
跟
ケ
関

官
庁
街
等
道
路
清
掃
)｣
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
霞
が
関
付
近
の
国
道

一
号

(桜
田
通
り
)、

国
道
二
〇
号

(内
堀
通
り
)、
都
道

(六
本
木
通
り
)、
都

道

(祝
田
通
り
)
な
ど
の
歩
道
総
延
長
約
九
･
九
師
を
沿

道
の
官
庁
や
民
間
の
ビ
ル
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
々
約

一
、
二
〇
〇
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
箒
、
熊
手
等
を

手
に
空
き
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
の
ゴ
ミ
を
拾
い
集

め
た
り
、
植
込
み
の
雑
草
を
取
り
、
快
い
汗
を
流
す
と
と

も
に
通
勤
途
中
の
方
々
に
も
道
路
の
大
切
さ
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た

(写
真
1
)。

こ
の
他
、
道
路
交
通
の
安
全
、
道
路
の
正
し
い
利
用
ま

た
は
道
路
愛
護
等
に
努
め
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ



っ
た
七
二
団
体
及
び
二
○
個
人
に
対
し
て
国
土
交
通
大
臣

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
に
つ
い

て
は
、
｢道
路
は
国
民
共
有
の
、
つ
ま
り
あ
な
た
の
財
産

で
す
。
〈
み
ん
な
が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、
常
に

広
く
、
美
し
く
、
安
全
に
、
共
に
楽
し
く
利
用
し
ま
し
ょ

う
〉｣
を
テ
ー
マ
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
四
、

七
二
三
点
の
応
募
が
あ
り
、
残
間
里
江
子

(プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
)
、
陣
内
貴
美
子

(元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

･
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
)、
山
田
美
保
子

(放
送
作
家

･
コ
ラ
ム
ニ
ス

ト
)、
故
渡
辺
文
雄

(俳
優
)
の
四
氏
に
よ
り
審
査
が
行

わ
れ
、
最
優
秀
賞
一
点
、
優
秀
賞
四
点
、
優
良
賞
四
点
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
八
月
七
日
に
日
比
谷
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た

｢道
の
日
｣
の
中
央
行
事
に
お
い
て
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
｣
推
進
標
語
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞
の
三

浦
偉
人
さ
ん
、
優
秀
賞
の
田
所
静
人
さ
ん
、
松
中
幸
久
さ

ん
、
天
野
宏
紀
さ
ん
、
平
井
淳
土
さ
ん
に
増
田
道
路
局
次

長
か
ら
賞
状
、
楯
及
び
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

優
良
賞
に
つ
い
て
は
各
地
方
整
備
局
に
お
い
て
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

(写
真
2
･
3
)。

な
お
、
選
ば
れ
た
標
語
は
ポ
ス
タ
ー
･
チ
ラ
シ
等
に
掲

載
さ
れ
、
本
月
間
の
広
報
に
広
く
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

写真 3 受賞者のみなさんと増田道路局次長

写真 2 平成 1 6年度 ｢道路ふれあい月間｣ 推進標語表彰式



蓮
麟
関
係
国
誉
団
民
営
化
関
係
法

そ
の
l

大
臣
官
房
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
組
織
設
立
準
備
室

大
塚

久
司

は
じ
め
に

'道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法

(以
下

｢民
営
化
関

係
法
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て
は
、
道
路
関
係
四
公
団
民

営
化
推
進
委
員
会
、
政
府
･
与
党
協
議
会
等
に
お
け
る
議

論
や
政
府

･
与
党
申
し
合
わ
せ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
道
路

関
係
四
公
団
の
民
営
化
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
法
的

枠
組
み
と
し
て
、
平
成
十
六
年
の
第
百
五
十
九
回
国
会
に

お
い
て
成
立
し
た
法
律
で
あ
る
。

民
営
化
関
係
法
は
、
①
高
速
道
路
株
式
会
社
法

(高
速

道
路
株
式
会
社

(以
下
｢会
社
｣
と
い
う
辺

の
設
立

･

業
務
等
に
関
す
る
事
項
を
規
定
)、
②
独
立
行
政
法
人
日

本
高
速
道
路
保
有
･債
務
返
済
機
構
法

(独
立
行
政
法
人

日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構

(以
下
｢機
構
｣

と
い
う
。)
の
設
立
･
業
務
等
に
関
す
る
事
項
を
規
定
)、

③
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
う
道
路
関
係
法
律
の

整
備
等
に
関
す
る
法
律

(会
社
が
有
料
道
路
事
業
を
行
う

場
合
の
手
続
等
に
関
す
る
事
項
を
規
定
)
及
び
④
日
本
道

路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法

(民
営
化
に
伴
う
経
過

措
置
等
に
関
す
る
事
項
を
規
定
)
の
四
法
律
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
る
。

今
回
新
た
に
構
築
さ
れ
た
ス
キ
ー
ム
は
、
戦
後
の
有
料

道
路
制
度
の
初
の
抜
本
的
改
革
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ

り
、
民
営
化
関
係
法
に
よ
り
、
①
約
四
〇
兆
円
に
上
る
有

利
子
債
務
を
確
実
に
返
済
す
る
こ
と
、
②
真
に
必
要
な
道

路
を
、
会
社
の
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
早
期
に
で
き
る

だ
け
少
な
い
国
民
負
担
の
下
で
建
設
す
る
こ
と
、
③
民
間

ノ
ウ
ハ
ウ
の
発
揮
に
よ
り
、多
様
で
弾
力
的
な
料
金
設
定
、

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(S
A
)

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(P

A
)
の
運
営
や
道
路
資
産
を
活
用
し
た
関
連
事
業
に
つ
い

て
で
き
る
限
り
自
由
な
事
業
展
開
を
可
能
に
す
る
こ
と
と

い
っ
た
、
今
回
の
民
営
化
の
目
的
･
趣
旨
を
実
現
し
て
い

ノ!、、oこ
れ
か
ら
七
回
に
わ
た
っ
て
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営

化
関
係
法
に
つ
い
て
解
説
す
る
が
、
ま
ず
、
今
回
は
高
速

道
路
株
式
会
社
法

(以
下

｢法
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て

解
説
し
て
い
き
た
い
。

-遜
堺逕
遼
遠
道
路
株
式
会
社
法
一

一

会
社
の
行
な
う
事
業

会
社
が
事
業
を
行
っ
て
い
く
に
当
た
り
、
最
も
基
本
的

な
事
項
で
あ
る
会
社
の
事
業
の
範
囲
が
法
第
五
条
に
規
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
順
を
追
っ
て
解
説
す
る
。



1

六
社
体
制

今
回
の
民
営
化
に
よ
り
、
日
本
道
路
公
団
を
東
日
本
高

速
道
路
株
式
会
社

(以
下

｢東
日
本
会
社
｣
と
い
う
。)、

中
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

(以
下

｢中
日
本
会
社
｣
と

い
う
。)
及
び
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

(以
下

｢西

日
本
会
社
｣
と
い
う
。
)
の
三
社
に
地
域
分
割
し
、
従
来

の
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
及
び
本
州

四
国
連
絡
橋
公
団

(以
下

｢本
四
公
団
｣
と
い
う
。)
を

承
継
す
る
首
都
高
速
道
路
株
式
会
社
、
阪
神
高
速
道
路
株

式
会
社
及
び
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社

(以
下

｢本
四
会
社
｣
と
い
う
。)
の
六
社
体
制
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
分
割
す
る
の
は
、
会
社
間
の
競
争
性

を
高
め
、
コ
ス
ト
意
識
の
向
上
や
地
域
の
実
情
に
即
し
た

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
充
実
を
図
る
た
め
で
あ
り
、例
え
ば
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
増
設
や
各
地
域
の
利
用
実
態
を
勘

案
し
た
会
社
の
自
主
的
な
判
断
に
よ
る
弾
力
的
な
料
金
設

定
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

六
社
の
事
業
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
法
第
五
条
第
二
項

に
規
定
し
て
い
る
が
、
①
経
済

･
生
活
圏
域
や
交
通
特
性

を
踏
ま
え
た
利
用
者
の
利
便
性
、
②
非
常
時

(災
害
、
大

事
故
の
発
生
時
等
)
に
お
け
る
代
替
路
の
確
保
、
③
収
支

状
況
、
組
織
規
模
、
事
業
延
長
等
の
各
会
社
間
バ
ラ
ン
ス
、

④
現
行
の
道
路
管
理
体
制
等
の
観
点
を
踏
ま
え
た
も
の
で

あ
る
。
今
後
、
各
会
社
の
境
界
に
つ
い
て
は
、
日
本
道
路

公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法

(以
下
｢施
行
法
｣
と
い

う
。)
第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り

｢公
団
の
業
務
の
引
総
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ぎ
並
び
に
権
利
及
び
義
務
の
承
継
に
関
す
る
基
本
方
針
｣

の
策
定
前
に
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ

れ
て
お
り
、
詳
細
な
検
討
を
経
て
最
終
的
に
は
国
土
交
通

大
臣
が
指
定
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

会
社
の
設
立
手
続
に
係
る
説
明
に
つ
い
て
は
、
施
行
法

の
説
明
の
際
に
あ
わ
せ
て
行
い
た
い
。

2

事
業
の
範
囲

次
に
、
法
第
五
条
第
一
項
で
規
定
す
る
会
社
が
法
第
一

条
に
定
め
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
行
う
事
業
に
つ
い

て
解
説
す
る
。

会
社
は
、
従
来
道
路
関
係
四
公
団
が
行
っ
て
い
た
有
料

道
路
事
業
を
本
来
事
業
と
し
て
位
置
付
け
営
む
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。
有
料
道
路
事
業
に
つ
い
て
は
、
自
ら
市
場
か

ら
調
達
し
た
資
金
で
行
う
高
速
道
路
の
建
設

(同
頂
第
一

号
)
、
機
構
か
ら
借
り
受
け
て
行
う
高
速
道
路
の
管
理

(同
項
第
二
号
)
の
事
業
か
ら
な
っ
て
い
る
。
法
第
六
条

第
一
項
に
規
定
す
る
と
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
営
も
う

と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
機
構
と
独
立
行
政
法
人

日
本
高
速
道
路
保
有
･
債
務
返
済
機
構
法

(以
下

｢機
構

法
｣
と
い
う
。)
第
十
三
条
第

一
項
に
規
定
す
る
協
定
を

締
結
し
、
か
つ
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
第
三
条
第
一
項

に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
。ま

た
、
S
A
･
P
A
事
業

(法
第
五
条
第
一
項
第
三
号
)

に
つ
い
て
も
、
高
速
道
路
の
安
全
な
走
行
、
円
滑
な
利
用

に
不
可
欠
な
S
A
･
P
A
の
建
設
及
び
管
理
に
係
る
事
業

に
つ
い
て
も
本
来
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
S
A
･
P
A
の
利
用
拡
大
の
た
め
の
道
路
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
の
努
力
、
道
路
利
用
者
拡
大
の
た
め
の
関
連

事
業
活
性
化
の
努
力
等
、
有
料
道
路
事
業
と
の
一
体
化
に

よ
る
相
乗
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
国
や
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
委
託
を
受

け
て
行
う
高
速
道
路
の
建
設
、
管
理
、
調
査
等

(同
項
第

四
号
)
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
本
四
会
社
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
、

機
構
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
本
四
公
団
の
時
か
ら
事
業
を

行
っ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
し
て
き
た
分
野
で
あ
る
本
升
と

四
国
を
連
絡
す
る
鉄
道
施
設
の
管
理

(同
項
第
五
号
イ
)

を
、
国
や
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
行
う

長
大
橋
の
建
設
、
調
査
等

(同
号
口
)
を
そ
れ
ぞ
れ
行
う

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

3

関
連
事
業

ま
た
、
法
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
会
社
の
営

む
関
連
事
業
に
つ
い
て
は
、
公
団
民
営
化
の
趣
旨
に
か
ん

が
み
、
経
営
の
自
主
性
や
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
存
分
に
発
揮

す
べ
き
こ
と
か
ら
、
有
料
道
路
事
業
及
び
s
A
･
P
A
事

業
に
支
障
を
来
た
さ
な
い
範
囲
内
で
可
能
な
限
り
自
由
に

行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

他
の
特
殊
会
社
の
非
本
来
事
業
で
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る

認
可
制
と
は
せ
ず
、
事
前
届
出
制
と
さ
れ
て
い
る
。

4

事
業
エ
リ
ア
外
に
お
け
る
事
業

1
で
記
述
し
た
と
お
り
会
社
の
事
業
エ
リ
ア
が
決
定
さ

れ
た
場
合
に
も
、
法
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
当

該
事
業
エ
リ
ア
に
他
の
事
業
エ
リ
ア
の
会
社
が
J
切
参
加

で
き
な
い
の
で
は
な
く
、
会
社
の
自
主
的
な
経
営
判
断
に

基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
当
該
事
業
エ

リ
ア
の
高
速
道
路
に
つ
い
て
建
設
･
管
理
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

三

国
と
の
関
係

今
回
の
民
営
化
に
当
た
っ
て
は
、
本
来
国
や
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す
べ
き
公
共
性
の
高
い
事
業
で
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
つ
つ
、
会
社
の
民
間
企
業
と
し
て
の
自
主
的
な
経

営
判
断
を
最
大
限
尊
重
す
る
た
め
、
国
の
関
与
が
で
き
る

だ
け
少
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
特
徴
的

な
も
の
と
し
て
、
以
下
の
三
点
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

1

株
式
保
有
義
務

ま
ず
、
法
第
三
条
に
規
定
す
る
株
式
保
有
義
務
に
つ
い

て
で
あ
る
が
、
会
社
の
総
株
主
の
議
決
権
の
三
分
の
一
以

上
に
当
た
る
株
式
を
国
と
地
方
公
共
団
体
で
常
時
保
有
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

会
社
の
株
式
に
つ
い
て
一
定
の
割
合
を
保
有
す
る
こ
と

で
国
や
地
方
公
共
団
体
の
関
与
を
明
確
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
会
社
の
信
用
力
を
確
保
し
、
経
営
の
安
定
化
を
図
る

こ
と
と
す
る
一
方
で
、
株
主
と
し
て
の
国
と
地
方
公
共
団



体
の
関
与
を
制
限
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
株

式
保
有
義
務
に
つ
い
て
は
、
三
分
の
一
以
上
と
規
定
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

2

監
督
規
定

次
に
、
法
第
三
条
及
び
第
九
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
に

規
定
す
る
、
会
社
に
対
す
る
国
の
監
督
に
関
す
る
規
定
に

つ
い
て
解
説
す
る
。

具
体
的
に
は
、
①
新
株
、
新
株
予
約
権
又
は
新
株
予
約

権
付
社
債
の
発
行

(第
三
条
第
二
項
)、
②
代
表
取
締
役

又
は
代
表
執
行
役
の
選
定
及
び
解
職
並
び
に
監
査
役
の
選

任
及
び
解
任
等
の
決
議

(代
表
権
を
有
し
な
い
取
締
役
又

は
執
行
役
の
選
任
及
び
解
任
の
決
議
に
つ
い
て
は
、
認
可

に
か
か
ら
し
め
な
い
)
(第
九
条
)、
③
毎
営
業
年
度
の
事

業
計
画
の
策
定
及
び
変
更

(第
十
条
)、
④
社
債
の
募
集

又
は
長
期
借
入
金
の
借
入
れ

(第
十
一
条
第
一
項
)
、
⑤

重
要
な
財
産
の
譲
渡
等

(第
十
二
条
)、
⑥
定
款
の
変
更
、

利
益
の
処
分
又
は
損
失
の
処
理
、
合
併
、
分
割
及
び
解
散

の
決
議

(第
十
三
条
)
に
つ
い
て
大
臣
の
認
可
を
必
要
と

す
る
こ
と
と
さ
れ
、
⑦
毎
営
業
年
度
終
了
後
三
ヶ
月
以
内

に
財
務
諸
表
を
提
出
さ
せ
る

(第
十
四
条
第
三
項
)
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
会
社
に
対
し
て
業
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令

を
す
る

(第
十
五
条
第
二
項
)
こ
と
や
、
会
社
か
ら
業
務

に
関
す
る
報
告
を
さ
せ
、
国
の
職
員
に
検
査
さ
せ
る

(第

十
六
条
第
一
項
)
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

3

政
府
保
証

こ
の
ほ
か
に
も
国
の
関
与
に
関
す
る
規
定
と
し
て
、
法

附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
国
会
の
議
決
を
経
た
金
額

の
範
囲
内
に
お
い
て
、
会
社
の
行
う
有
料
道
路
事
業
に
要

す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、
当
分
の
間
、
会
社
の
債
務
に

つ
い
て
国
が
保
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
。会

社
の
債
務
に
対
す
る
保
証
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
ス

キ
ー
ム
が
全
く
新
し
い
も
の
で
あ
り
、
会
社
設
立
後
の
当

初
期
間
に
お
い
て
、
保
証
を
行
わ
な
け
れ
ば
高
速
道
路
整

備
の
コ
ス
ト
が
上
昇
し
、
料
金
水
準
の
高
止
ま
り
等
の
形

で
国
民
負
担
が
増
加
す
る
お
そ
れ
が
大
き
い
こ
と
を
勘
案

し
て
、
可
能
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
法
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
保
証
が
で
き
る

債
務
の
範
囲
は
、
各
会
社
が
行
う
円
建
て
借
入
れ
及
び
円

建
て
の
国
内
債
に
よ
る
も
の
の
ほ
か
、
日
本
道
路
公
団
を

承
継
す
る
東
日
本
会
社
、
中
日
本
会
社
及
び
西
日
本
会
社

が
行
う
外
貨
建
て
債
券
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

三

そ
の
他

ま
た
、
法
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
も
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
の
で
、
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

1

調
査
へ
の
協
力

法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
、国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
、

道
路
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
施
策
の
策
定
に
必
要

な
調
査
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
道
路
網
の
基
幹
部
分
を

な
す
高
速
道
路
を
管
理
す
る
会
社
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
会
社
の
調
査
へ
の
協
力
義
務
を
課
す

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

2

本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
株
式
会
社
の
合
併

法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
、
本
四
会
社
が
事
業
を

営
む
高
速
道
路
に
係
る
機
構
の
債
務
が
相
当
程
度
減
少

し
、
か
つ
、
同
社
の
経
営
の
安
定
性
の
確
保
が
確
実
に
な

っ
た
時
に
は
、
同
社
と
西
日
本
会
社
と
の
合
併
に
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
平
成
十

五
年
十
二
月
二
十
二
日
の
政
府

･
与
党
申
し
合
わ
せ
の
内

容
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。

次
回
は
、
機
構
法
に
つ
い
て
解
説
し
た
い
。



ア
セ
ヌ
原
案
の
非
開
示
処
分
の
取
消
事
例

-
東
海
環
状
道
関
連
情
報
非
公
開
処
分
取
消
請
求
事
件

〔最
高
裁
判
決
〕
-

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

千
木
良

敦
之

公
共
団
体
の
条
例
に
も
同
様
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る

｢公
開
す
る
と
行
政
の
意
思
形
成
を
公
正
に
行
う
上
で
著

し
い
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
｣
と
の
規
定
で

あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の

｢著
し
い
支
障
｣
の
判
断
に
つ

い
て
は
、
最
高
裁
で
も
京
都
府
の
ダ
ム
候
補
地
選
定
図
の

公
開
を
め
ぐ
る
鴨
川
ダ
ム
サ
イ
ト
訴
訟
判
決

(平
成
六
年

三
月
)
で
は

｢非
公
開
｣
、
地
質
調
査
結
果
を
め
ぐ
る
大

阪
府
の
安
威
川
ダ
ム
訴
訟
判
決

(平
成
七
年
四
月
)
で
は

｢公
開
｣
と

｢
一
律
開
示
の
流
れ
が
固
ま
っ
た
と
す
る
の

は
早
計
｣
(毎
日
新
聞
平
成

一
六
年
六
月
二
九
日
夕
刊
)

と
い
う
論
調
で
示
唆
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
情
報
公
開
制
度
の
解
釈

･
運
用
に
大
き
な
影
響

が
及
ぶ
こ
と
は
な
い
も
の
と
考
え
る
が
、
各
文
書
の
性

格

･
内
容
等
に
沿
っ
て
判
断
さ
れ
た
事
例
と
し
て
紹
介
す

る
。

裁
判
の
経
過

平
成
一
〇
年

九
月
一
七
日

は
じ
め
に

本
件
は
、
岐
阜
県
の
住
民

(
一
審
原
告
ら
)
が
、
旧
岐

阜
県
情
報
公
開
条
例
(平
成
六
年
岐
阜
県
条
例
第
二
二
号
。

平
成
一
三
年
岐
阜
県
条
例
第
五
六
号
に
よ
る
全
部
改
正
前

の
も
の
。)
に
基
づ
き
、
岐
阜
県
知
事
に
対
し
、
東
海
環

状
自
動
車
道

(関
市
~
養
老
町
)
の
計
画
策
定
に
関
す
る

公
文
書
の
公
開
の
請
求
を
し
た
と
こ
ろ
、
同
知
事
か
ら
平

成
一
〇
年
三
一月
一
日
付
け
で
公
文
書
非
公
開
決
定
を
受

け
た
た
め
、
原
告
ら
本
件
非
公
開
決
定
の
取
消
を
求
め
た

事
案
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
検
討
段
階
の
環
境
影
響
評
価
関
係
の
文
書

公
開
を
認
め
た
最
高
裁
判
決
と
し
て
初
の
事
例
で
あ
る

が
、
本
件
で
は
、
｢意
思
決
定
が
終
わ
っ
て
最
終
的
な
文

書
が
公
に
さ
れ
て
い
る
｣
｢技
術
的
な
文
書
で
公
表
が
予

定
さ
れ
て
い
る
｣
と
の
条
件
を
満
た
せ
ば
、
｢文
書
の
成

案
前
の
案
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ

の
事
務
事
業
に
係
る
意
思
形
成
に
支
障
が
生
ず
る
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
｣
と
し
て
い
る
。

岐
阜
県
が
非
開
示
の
根
拠
と
し
た
の
は
、
全
国
の
地
方

原
告
ら
に
よ
る
情
報

公
開
請
求

被
告

(岐
阜
県
)
に

同
年
三
一月

一
日

三
年

三
月

一
一
年
一
一
月

三
一年

九
月
一
三
日

一
六
年

六
月
二
九
日

二

主
な
争
点

二
日

九
日

よ
る
全
部
非
公
開

決
定

原
告
ら
提
訴

一
審
判
決

(岐
阜

地
裁
)

控
訴
審
判
決

(名

古
屋
高
裁
)

最
高
裁

(第
三
小

法
廷
)
判
決

※
1

東
海
環
状
自
動
車
道

(西
回
り
ル
ー
ト
)
に
関
す
る
公
開
条
例
施

行
か
ら
現
在
ま
で
の
計
画
策
定
に
関
す
る
資
料
、
国

･
市
町
と
の

協
議
に
関
す
る
文
書
、
要
望
書
等

(都
計
審
及
び
公
告
縦
覧
資
料

は
除
く
)
の
う
ち
、
次
の
①
~
②
に
掲
げ
る
文
書

本
件
公
文
書
※1、
条
例
※2六
条

一
項

一
号
、
七
号

又
は
八
号
に
該
当
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
文

書
に
当
た
る
か
o

①

都
市
計
画
決
定
の
公
告
縦
覧
に
係
る
意
見
書

②

第
三
一六
回
岐
阜
県
都
市
計
画
地
方
審
議
会
の
協
議
事
項

に
係
る
文
書
、
資
料

(審
議
会
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
要

旨
に
対
す
る
被
告
の
見
解
)

③

岐
阜
県
都
市
計
画
地
方
審
議
会
協
議
会
の
協
議
事
項
に
係

わ
る
文
書
、
資
料

(協
議
会
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
の
要
旨

に
対
す
る
被
告
の
見
解
)

④

岐
阜
県
都
市
計
画
地
方
審
議
会
東
海
環
状
自
動
車
道

(関

市
‘
養
老
町
)
環
境
影
響
評
価
専
門
部
会
の
協
議
事
項
に
係

る
文
書
、
資
料

(環
境
影
響
評
価
準
備
書
及
び
環
境
影
響
評

価
書
の
各
成
案
前
の
も
の
)
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※
2

岐
阜
県
情
報
公
開
条
例

(平
成
六
年
岐
阜
県
条
例
第
二
二
号
)

第
六
条

実
施
機
関
は
、
次
の
各
号
に
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
情

報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
に
つ
い
て
は
、
当
該
公
文
書
に

係
る
公
文
書
の
公
開
を
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一

個
人
に
関
す
る
情
報

(事
業
を
営
む
個
人
の
当
該
事
業
に

関
す
る
情
報
を
除
く
。)
で
あ
っ
て
、
特
定
の
個
人
を
識
別
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
情
報
を
除

ノグ、、o
イ

法
令
及
び
条
例

(以
下

｢法
令
等
｣
と
い
う
。)
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
何
人
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
さ
れ
て
い
る
情
報

口

公
表
を
目
的
と
し
て
実
施
機
関
が
作
成
し
、
又
は
取
得

し
た
情
報

ハ

公
務
員

(国
家
公
務
員
法

(昭
和
二
二
年
法
律
第
一
一
.

0
号
)
第
一
"条
代
一
項
に
規
定
す
る
国
家
公
務
員
及
び
地

方
公
務
員

(昭
和
二
五
年
法
律
第
二
六
一
号
)
第
二
条
に

規
定
す
る
地
方
公
務
員
を
い
う
。
)
の
職
務
の
遂
行
に
係
る

情
報
に
含
ま
れ
る
当
該
公
務
員
の
職
名
及
び
氏
名
に
関
す

る
情
報

(公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
公
務
員
の
権
利

利
益
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
を
除

く
。)

一
一
法
令
等
の
規
定
に
基
づ
く
許
可
、
免
許
、
届
出
等
に
際
し

て
実
施
機
関
が
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
情
報
で
あ
っ
て
、

公
開
す
る
こ
と
が
公
益
上
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

七

県
又
は
国
等
の
事
務
事
業
に
係
る
立白雪
心形
成
過
程
に
お
い

て
、
県
の
機
関
内
部
若
し
く
は
機
関
相
互
又
は
県
等
と
の
間

に
お
け
る
審
議
、
協
議
、
調
査
、
試
験
、
研
究
等
に
関
し
、

実
施
機
関
が
作
成
し
、
又
は
取
得
し
た
情
報
で
あ
っ
て
、
公

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
事
務
事
業
又
は
将
来
の
同
種
の

事
務
事
業
に
係
る
意
思
形
成
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の

八

監
査
、
検
査
、
取
締
り
等
の
計
画
及
び
実
施
要
領
、
争
訟

又
は
交
渉
の
方
針
、
入
札
の
予
定
価
格
、
試
験
の
問
題
及
び

採
点
基
準
そ
の
他
県
又
は
国
等
の
事
務
事
業
に
関
す
る
情
報

見
書
)

Q

本
件
条
例
六
条
一項
一号
の
該
当
性
の
有
無
に
つ
い
て

本
件
意
見
書
は
、
縦
覧
に
供
さ
れ
た
都
市
計
画
の
案

(知
事
案
)
に
つ
い
て
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人
等
の
意

見
書
で
あ
り
、
氏
名
の
記
載
が
な
い
た
め
提
出
者
を
特
定

で
き
な
い
二
七
二
通
を
除
い
て
は
、
い
ず
れ
も
住
所
及
び

意
見
の
内
容
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右

で
あ
っ
て
、
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
事
務
事
業
も
し

く
は
将
来
の
同
種
の
事
務
事
業
の
目
的
が
損
わ
れ
、
又
は
こ

れ
ら
の
事
務
事
業
の
公
正
か
つ
円
滑
な
執
行
に
著
し
い
支
障

が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の

三

裁
判
所

(下
級
審
)
の
判
断

公
文
書
①

(都
市
計
画
決
定
の
公
告
縦
覧
に
係
る
意

二
七
二
通
を
除
い
た
そ
の
余
の
分
は
、
個
人
に
関
す
る
情

報
で
あ
っ
て
、
特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
得
る
も
の
と
し

て
、
本
件
条
例
六
条
一
項
一
号
に
該
当
す
る
情
報
が
記
録

さ
れ
て
い
る
公
文
書
に
当
た
る
。

原
告
ら
は
、
特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
、
又
は
識
別
さ

れ
得
る
情
報
で
あ
っ
て
も
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権

利
が
侵
害
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
権
利
の
保
護
を
目
的
と
す
る
本
件
条
例
六
条
一
項
一
号

に
該
当
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
に
当
た
ら

な
い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
同
号
は
、
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
最
大
限
に
保
護
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
具
体
的
な
内
容
や
保
護
の

範
囲
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
個
人
の
内
心
に
関
わ
る
問
題

で
あ
り
、
か
つ
、
人
に
よ
っ
て
考
え
方
も
異
な
る
こ
と
か

ら
、
一
律
的
な
結
論
を
出
す
の
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
明

確
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
ら
ず
、
氏

名
、
住
所
、
経
歴
、
思
想
、
信
条
、
身
体
的
特
徴
、
健
康

状
態
、
財
産
の
状
況
、
家
族
構
成
そ
の
他
一
切
の
個
人
に

関
す
る
情
報
で
、
特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
得
る
も
の
を

公
開
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
本
件
条
例
六
条
一
項
一
号
の
右
の
よ
う

な
趣
旨
か
ら
す
る
と
、
前
記
二
七
二
通
を
除
い
た
本
件
音
が

見
書
は
い
ず
れ
も
同
号
に
該
当
す
る
文
書
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
右
二
七
二
通
を
除
い
た
本
件
意
見
書
に
つ

い
て
は
、
氏
名
及
び
住
所
の
記
載
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ

り
、
特
定
の
個
人
が
識
別
さ
れ
得
な
く
な
る
か
ら
、
公
文

書
の
部
分
公
開
も
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
以
下

に
述
べ
る
と
お
り
、
本
件
意
見
書
は
、
本
件
条
例
六
条
一

項
八
号
に
該
当
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
に

当
た
る
の
で
、
同
二
七
二
通
を
含
む
本
件
意
見
書
は
、
結

局
に
お
い
て
、
こ
れ
を
全
体
と
し
て
公
開
し
な
い
こ
と
が

正
当
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
公
文
書
の
部
分
公
開
の
可
否

に
つ
い
て
は
検
討
を
要
し
な
い
。

公
文
書
①
及
び
④
の
非
公
開
処
分
は
正
当
。

◇
公
文
書
②
及
び
③
の
非
公
開
処
分
は
違
法
。

※
岐
阜
地
裁
の
判
断
を
名
古
屋
高
裁
支
持

(以
下
に

掲
げ
る
判
断
理
由
は
、
名
古
屋
高
裁
に
よ
る
訂
正

後
の
も
の
)。



②
本
件
条
例
六
条
一
項
八
号
の
該
当
性
の
有
無
に
つ
い
て

関
係
市
町
村
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
に
供

さ
れ
た
都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
知
事
に
意

見
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

(都
市
計
画
法

一
七
条
二

項
)、
都
道
府
県
知
事
は
、
都
市
計
画
の
案
を
都
市
計
画

地
方
審
議
会
に
付
議
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
右
意
見
書

の
要
旨
を
都
市
計
画
地
方
審
議
会
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い

(同
法
一
八
条
二
項
)
か
ら
、
本
件
意
見
書
は
、

住
民
ら
が
本
件
都
市
計
画
事
業
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る
一

つ
の
手
段
で
あ
り
、
本
件
条
例
六
条
一
項
八
号
所
定
の
県

の
事
務
事
業
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
本
件
意
見
書
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同

号
に
規
定
す
る
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
否
か
に

つ
い
て
検
討
す
る
に
、
確
か
に
、
都
市
計
画
事
業
は
、
民

意
の
反
映
を
目
的
の
一
つ
と
も
し
て
い
る
か
ら
、
で
き
る

限
り
意
見
書
の
内
容
を
公
開
し
て
議
論
を
深
め
る
こ
と

は
、右
目
的
に
沿
う
も
の
と
も
考
え
ら
れ
な
い
で
は
な
い
。

し
か
し
、
本
件
意
見
書
に
は
、
住
民
ら
の
地
域
的
事
情
に

根
ざ
し
た
個
人
的
性
格
の
強
い
主
張
等
が
、
公
開
さ
れ
る

こ
と
を
予
定
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
他
の
地
域
の
住
民
ら

に
明
ら
か
に
さ
れ
た
場
合
の
配
慮
も
全
く
な
い
状
態
で
、

あ
り
の
ま
ま
に
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が
十

分
に
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
れ
を
公
開
し
た
場
合
に
は
、

利
害
の
相
反
す
る
住
民
ら
同
士
が
、
右
主
張
等
を
巡
っ
て

誤
解
な
い
し
反
発
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
争
い
を
生
じ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
住
民
ら
の
中

に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
意
見
書

の
提
出
を
差
し
控
え
る
者
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
そ

う
す
る
と
本
件
意
見
書
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後

の
本
件
都
市
計
画
と
同
種
の
都
市
計
画
に
関
し
て
、
住
民

及
び
利
害
関
係
人
が
そ
の
思
う
と
こ
ろ
を
自
由
に
記
載
し

た
意
見
書
を
提
出
せ
ず
、
あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
意
見

書
の
提
出
が
減
少
し
、
そ
の
結
果
、
都
市
計
画
決
定
権
者

で
あ
る
被
控
訴
人
に
お
い
て
右
住
民
等
の
真
意
を
把
握

し
、
こ
れ
に
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
事
態

が
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
か
く
て
は
、
か
え
っ
て
民
意

の
反
映
と
い
う
都
市
計
画
事
業
の
目
的
が
損
な
わ
れ
、
又

は
そ
の
公
正
か
つ
円
滑
な
執
行
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
意
見
書
は
、
氏
名
の
記
載
が
な
い

た
め
提
出
者
を
特
定
で
き
な
い
前
記
二
七
二
通
を
含
め
て

全
体
と
し
て
、
本
件
条
例
六
条
一
項
八
号
に
該
当
す
る
情

報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
に
当
た
る
。

2

公
文
書
②

(審
議
会
の
協
議
事
項
に
係
る
文
書
及
び

資
料
)

の
本
件
条
例
六
条
一項
七
号
の
該
当
性
の
有
無
に
つ
い
て

当
該
文
書
は
、
主
に
審
議
会
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
の

要
旨
に
対
す
る
被
告
の
見
解
で
あ
る
。
審
議
会
は
、
都
市

計
画
法
七
七
条
一
項
に
よ
り
、
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項

を
調
査
審
議
す
る
目
的
で
設
置
さ
れ
、
審
議
会
に
提
出
さ

れ
た
住
民
ら
の
意
見
書
の
要
旨
及
び
こ
れ
に
対
す
る
被
告

の
見
解
を
検
討
す
る
な
ど
し
た
上
、
審
議
会
会
長
か
ら
被

告
に
答
申
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
本
件
文
書
は
、
本
件

条
例
六
条
一
項
七
号
所
定
の
県
の
事
務
事
業
に
係
る
意
思

形
成
過
程
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
本
件
文
書
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
号

に
規
定
す
る
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
検
討
す
る
に
、
被
告
は
、
本
件
文
書
は
、
意
思
形
成

過
程
の
途
上
の
案
に
す
ぎ
ず
、
圧
力
団
体
の
牽
強
付
会
な

引
用
に
よ
り
、
最
終
意
思
決
定
と
の
齪
酷
を
と
ら
え
て
県

民
に
誤
解
を
与
え
る
可
能
性
が
大
き
い
と
主
張
す
る
。
し

か
し
、
審
議
会
は
、
都
市
計
画
に
関
す
る
事
項
の
調
査
審

議
の
最
終
段
階
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
段
階
で
提
出
さ
れ

た
被
告
の
見
解
は
、
住
民
ら
の
意
見
書
の
要
旨
に
対
す
る

処
置
方
針
と
し
て
ほ
ぼ
確
定
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
、
被
告
の
最
終
意
思
決
定
と
の
齪
酷
を
と
ら
え
て

県
民
に
誤
解
を
与
え
る
可
能
性
が
大
き
い
と
ま
で
は
い
え

ず
、
ま
た
、
本
件
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
、
現
在
又
は
将
来

の
都
市
計
画
事
業
に
係
る
意
思
形
成
に
著
し
い
支
障
が
生

ず
る
お
そ
れ
が
具
体
的
に
発
生
す
る
こ
と
が
客
観
的
に
明

ら
か
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
文
書

は
、
本
件
条
例
六
条
一
項
七
号
に
該
当
す
る
情
報
が
記
録

さ
れ
て
い
る
公
文
書
に
当
た
ら
な
い
。

②
本
件
条
例
六
条
一項
八
号
の
該
当
性
の
有
無
に
つ
い
て



右
に
説
示
し
た
と
お
り
、
本
件
文
書
が
、
本
件
条
例
六

条
一
項
人
号
所
定
の
県
の
事
務
事
業
に
関
す
る
情
報
が
記

録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
件
文
書
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
号

に
規
定
す
る
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
検
討
す
る
に
、
被
告
は
、
本
件
文
書
を
公
開
し
た
場

合
に
は
、
審
議
会
委
員
ら
に
心
理
的
な
圧
力
を
与
え
る
こ

と
に
な
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
前
示
の
と
お
り
、
都

市
計
画
事
業
は
民
意
の
反
映
を
目
的
の
一
つ
と
も
し
て
い

る
の
で
あ
る
か
ら
、
審
議
会
に
お
い
て
、
住
民
ら
の
意
見

書
の
要
旨
及
び
こ
れ
に
対
す
る
被
告
の
見
解
を
十
分
検
討

す
る
な
ど
し
て
、
都
市
計
画
事
業
に
関
す
る
議
論
を
深
め

て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
特
段
の
支
障
が
生
じ
な
い

限
り
、
こ
れ
ら
を
公
開
し
て
都
市
計
画
事
業
の
是
非
を
問

う
こ
と
は
む
し
ろ
右
目
的
に
沿
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
、
住
民
ら
の
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
と
お
り

の
理
由
で
公
開
が
相
当
で
な
い
と
い
い
得
る
と
し
て
も
、

本
件
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
ら
の
意
見
書
の
要
旨
に
対
す
る
被
告
の
見
解
の
是
非

が
問
題
と
な
り
、
都
市
計
画
事
業
に
影
響
を
生
ず
る
こ
と

が
あ
り
得
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
都
市
計
画
決
定
手
続
の

公
正
な
運
営
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、

公
開
を
拒
む
べ
き
理
由
と
は
な
り
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
も
、
本
件
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
、
現
在
又
は
将
来
の

都
市
計
画
事
業
の
公
正
か
つ
円
滑
な
執
行
に
著
し
い
支
障

が
生
ず
る
お
そ
れ
が
具
体
的
に
発
生
す
る
こ
と
が
客
観
的

に
明
ら
か
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
文
書
は
、
本
件
条
例
六
条
一
項
八

号
に
該
当
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
に
も
当

た
ら
な
い
。

3

公
文
書
③

(協
議
会
の
協
議
事
項
に
係
る
文
書
及
び

資
料
)

○
本
件
条
例
六
条
一
項
七
号
の
該
当
性
の
有
無
に
つ
い
て

当
該
文
書
は
、
主
に
協
議
会
に
提
出
さ
れ
た
意
見
書
の

要
旨
に
対
す
る
被
告
の
見
解
で
あ
る
。

前
記
認
定
の
事
実
に
よ
る
と
、
協
議
会
は
、
審
議
会
に

先
立
ち
、
四
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
本
件
都
市
計
画
に

関
す
る
調
査
審
議
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
文

書
は
、
本
件
条
例
六
条
一
項
七
号
所
定
の
県
の
事
務
事
業

に
係
る
意
思
形
成
過
程
に
関
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い

る
公
文
書
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
本
件
文
書
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
号

に
規
定
す
る
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
検
討
す
る
に
、
協
議
会
は
、
都
市
計
画
に
関
す
る
事

項
の
調
査
審
議
の
最
終
段
階
に
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
し

て
も
、
審
議
会
で
の
議
決
に
向
け
て
協
議
を
充
実
さ
せ
て

い
る
と
い
う
段
階
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
段
階
で
提
示
さ

れ
た
被
告
の
見
解
は
、
も
は
や
未
成
熟
又
は
不
確
定
な
も

の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
被
告

の
最
終
意
思
決
定
と
の
齪
酷
を
と
ら
え
て
県
民
に
誤
解
を

与
え
る
可
能
性
が
大
き
い
と
ま
で
は
い
え
ず
、
ま
た
、
本

件
全
証
拠
に
よ
っ
て
も
、
現
在
又
は
将
来
の
都
市
計
画
事

業
に
係
る
意
思
形
成
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が

具
体
的
に
発
生
す
る
こ
と
が
客
観
的
に
明
ら
か
で
あ
る
と

は
い
え
な
い
。
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
経
緯
を
み
て
も
、

協
議
会
は
、
本
件
都
市
計
画
の
決
定
に
際
し
て
そ
の
調
査

審
議
に
多
く
の
時
間
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
数
回

に
分
割
し
て
調
査
審
議
を
す
る
こ
と
と
し
、
事
務
処
理
上

の
便
宜
の
た
め
、
被
告
の
諮
問
前
の
も
の
を
協
議
会
と
称

し
た
も
の
で
あ
り
、
協
議
会
と
審
議
会
は
、
被
告
の
諮
問

の
有
無
の
点
で
相
違
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
に
す
ぎ
ず
、

都
市
計
画
に
関
す
る
調
査
審
議
を
す
る
点
で
は
実
質
的
に

は
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
公
文
書
の
公
開
の
是
非
に
つ
い
て

別
異
に
解
す
る
こ
と
は
相
当
で
な
い
。

被
告
は
、
協
議
会
は
、
審
議
の
充
実
と
自
由
な
討
論
を

担
保
す
る
た
め
、
議
事
録
を
と
ら
な
い
方
針
で
開
催
さ
れ

て
い
た
こ
と
に
照
ら
し
、
本
件
文
書
は
公
開
に
な
じ
ま
な

い
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
協
議
会
の
審
議
の
充
実
を
図

る
た
め
、
議
事
録
を
と
ら
な
い
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
る

と
し
て
も
、
協
議
会
の
審
議
も
民
意
の
反
映
が
要
請
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
協
議
会
に
関
す
る
資
料
を
事
後
的
に

公
開
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
審
議
の
非
公
開
と
公
文

書
の
公
開
は
、
事
柄
の
性
質
上
必
ず
し
も
両
立
し
得
な
い

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
文
書
は
、
本
件
条
例
六
条
一
項
七

号
に
該
当
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
に
当
た

ら
な
い
。



②
本
件
条
例
六
条
一項
八
号
の
該
当
性
の
有
無
に
つ
い
て

右
に
説
示
し
た
と
お
り
、
本
件
文
書
が
、
本
件
条
例
六

条
一
項
八
号
所
定
の
県
の
事
務
事
業
に
関
す
る
情
報
が
記

録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
し
て
、
本
件
文
書
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
号

に
規
定
す
る
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
検
討
す
る
に
、
本
件
文
書
の
公
開
は
、
審
議
会
の
協

議
事
項
に
関
す
る
文
書
の
場
合
と
同
様
に
、
特
段
の
支
障

が
生
じ
な
い
限
り
、
こ
れ
を
公
開
す
る
こ
と
が
都
市
計
画

事
業
の
目
的
に
沿
う
も
の
と
考
え
ら
れ
る
し
、
こ
れ
を
公

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
ら
の
意
見
書
の
要
旨
に
対
す

る
被
告
の
見
解
の
是
非
が
問
題
と
な
り
、
都
市
計
画
事
業

に
影
響
を
生
ず
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は

都
市
計
画
決
定
手
続
の
公
正
な
運
営
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
理
由
に
公
開
を
拒
む
こ
と

は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
、
本
件
全
証

拠
に
よ
っ
て
も
、
現
在
又
は
将
来
の
都
市
計
画
事
業
の
公

正
か
つ
円
滑
な
執
行
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が

具
体
的
に
発
生
す
る
こ
と
が
客
観
的
に
明
ら
か
で
あ
る
と

は
い
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
文
書
は
、
本
件
条
例
六
条
一
項
八

号
に
該
当
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
に
も
当

た
ら
な
い
。

4

公
文
書
④

(環
境
影
響
評
価
専
門
部
会
の
協
議
事
項

に
係
る
文
書
及
び
資
料
)

ゆ
本
件
条
例
六
条
一
項
七
号
の
該
当
性
の
有
無
に
つ
い
て

前
記
認
定
の
事
実
に
よ
る
と
、
専
門
部
会
は
、
審
議
会

に
先
立
ち
、
数
回
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、
本
件
都
市
計
画

に
よ
る
環
境
影
響
評
価
手
続
に
関
す
る
協
議
が
な
さ
れ
、

本
件
環
境
影
響
評
価
準
備
書
及
び
本
件
環
境
影
響
評
価
書

の
各
案
に
つ
い
て
の
検
討
を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件

文
書
と
し
て
は
、
検
討
対
象
と
な
っ
た
本
件
環
境
影
響
評

価
準
備
書
及
び
本
件
環
境
影
響
評
価
書
の
各
案
が
存
在
す

る
も
の
と
推
認
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
文
書
は
、
本
件
環
境
影
響
評
価
準

備
書
及
び
本
件
環
境
影
響
評
価
書
を
作
成
す
る
経
過
の
中

で
作
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
件
条
例
六
条
一
項
七

号
所
定
の
県
の
事
務
事
業
に
係
る
意
思
形
成
過
程
に
関
す

る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。そ

し
て
、
本
件
文
書
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
号

に
規
定
す
る
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
否
か
に
つ

い
て
検
討
す
る
に
、
本
件
環
境
影
響
評
価
準
備
書
及
び
本

件
環
境
影
響
評
価
書
の
各
案
は
、検
討
中
の
も
の
で
あ
り
、

ま
た
、
専
門
部
会
の
審
議
、
協
議
及
び
調
査
等
が
な
さ
れ

て
い
る
段
階
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
段
階
に
あ
る
本
件
文

書
は
い
ま
だ
未
成
熟
か
つ
不
確
定
な
も
の
と
い
う
べ
き
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
公
開
す
る
と
、
本
件
都
市
計
画
事
業

に
よ
る
環
境
へ
の
影
響
の
予
測
な
い
し
評
価
が
既
に
確
定

し
た
も
の
と
の
印
象
を
県
民
に
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
無
用
な
誤
解
を
招
き
、
本
件
都
市
計
画
事
業
に
関
す

る
議
論
が
錯
綜
す
る
な
ど
し
て

(環
境
影
響
評
価
書
に
関

し
て
は
、
そ
の
手
法
が
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

も
あ
っ
て
、
正
式
に
公
表
し
た
数
値
等
の
当
否
を
め
ぐ
っ

て
種
々
の
論
議
が
展
開
さ
れ
る
例
は
少
な
く
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
本
件
環
境
影
響
評
価
準
備
書
及
び
本
件
環
境
影

響
評
価
書
の
各
案
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
被
控

訴
人
が
環
境
影
響
評
価
に
関
し
て
検
討
中
の
数
値
等
を
公

開
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
こ
と
が
原
因
と
な
っ
て
よ

り
錯
綜
し
た
紛
議
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
否
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。)、
現
在
又
は
将
来
の
都
市
計
画

事
業
の
審
議
等
に
係
る
意
思
形
成
に
著
し
い
支
障
が
生
じ

る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
控
訴
人
は
、

本
件
都
市
計
画
変
更
決
定
が
既
に
告
示
さ
れ
、
意
思
形
成

が
終
了
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
公
開
し
て
も
著
し
い
支

障
は
な
い
旨
主
張
す
る
が
、
右
の
無
用
な
誤
解
や
紛
議
の

お
そ
れ
は
、
本
件
事
務
事
業
の
信
頼
性
や
事
後
の
同
種
事

業
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら
、

右
支
障
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
文
書
は
、
本
件
条
例
六
条
一
項
七

号
に
該
当
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
に
当
た

る
。②

本
件
条
例
六
条
一
項
八
号
の
該
当
性
の
有
無
に
つ
い
て

右
の
と
お
り
、
本
件
文
書
は
、
本
件
条
例
六
条
一
項
七

号
に
該
当
す
る
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
公
文
書
に
当
た



る
か
ら
、
同
項
八
号
の
該
当
性
の
有
無
の
点
を
判
断
す
る

ま
で
も
な
く
、
被
告
は
、
こ
れ
を
公
開
し
な
い
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

四

最
高
裁
の
判
断
(平
成
一六
年
六
月
二
九
日
)

◇
公
文
書
④
の
非
公
開
処
分
は
違
法
。

本
件
非
公
開
決
定
が
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
は
、
本
件

環
境
影
響
評
価
書
等
の
内
容
が
確
定
し
、
こ
れ
ら
が
公
に

さ
れ
て
い
た
上
、
既
に
本
件
都
市
計
画
の
変
更
決
定
が
行

わ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
公
文
書

④
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
事
務
事
業
に
係
る
意

思
形
成
に
支
障
が
生
ず
る
余
地
は
な
い
。

ま
た
、
将
来
の
同
種
の
事
務
事
業
に
係
る
意
思
形
成
に

対
す
る
影
響
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
件
環
境
影
響
評
価
書

等
の
よ
う
な
環
境
影
響
評
価
準
備
書
や
環
境
影
響
評
価
書

は
、
一
定
の
技
術
的
指
針
に
従
っ
て
作
成
さ
れ
る
技
術
的

な
性
格
を
有
す
る
文
書
で
、
公
表
す
る
こ
と
が
本
来
予
定

さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
事
務
事
業
が
決
定
さ
れ

て
意
思
形
成
が
完
了
し
た
後
に
上
記
各
文
書
の
成
案
前
の

案
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
事
務

事
業
に
係
る
意
思
形
成
に
支
障
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

さ
ら
に
、
公
文
書
④
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該

事
務
事
業
若
し
く
は
将
来
の
同
種
の
事
務
事
業
の
目
的
が

損
な
わ
れ
、
又
は
こ
れ
ら
の
事
務
事
業
の
公
正
か
つ
円
滑

な
執
行
に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め

る
べ
き
事
情
が
存
す
る
こ
と
に
つ
き
特
に
主
張
、
立
証
の

な
い
本
件
に
お
い
て
は
、
公
文
書
④
に
本
件
条
例
六
条
一

項
人
号
所
定
の
非
公
開
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
も
で
き
な
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
原
判
決
の
う
ち
公
文
書
④
に
関
す
る

部
分
に
は
、
判
決
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
明
ら
か
な
法

令
の
違
反
が
あ
る
。
論
旨
は
理
由
が
あ
り
、
原
判
決
の
う

ち
上
記
部
分
は
破
棄
を
免
れ
な
い
。
そ
し
て
、
上
記
部
分

に
つ
い
て
は
、
上
告
人
の
請
求
は
理
由
が
あ
る
か
ら
、
第

一
審
判
決
を
取
り
消
し
、
本
件
非
公
開
決
定
の
う
ち
本
件

公
文
書
に
関
す
る
部
分
を
取
り
消
す
べ
き
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
余
の
請
求
に
関
す
る
上
告

(公
文
書
①
の

非
公
開
処
分
の
取
消
)
に
つ
い
て
は
、
上
告
受
理
申
立
て

理
由
が
上
告
受
理
の
決
定
に
お
い
て
排
除
さ
れ
た
の
で
、

棄
却
す
る
こ
と
と
す
る
。

よ
っ
て
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
主
文

(本
稿

で
は
略
)
の
と
お
り
判
決
す
る
。

結
局
、
公
文
書
④
を
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
事

務
事
業
又
は
将
来
の
同
種
の
事
務
事
業
に
係
る
意
思
形
成

に
著
し
い
支
障
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
六

条
一
項
七
号
所
定
の
非
公
開
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
と



仮
置
き
盛
土
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
、

担
当
者
の
虚
偽
説
明
で
責
任
を
問
わ
れ
た
事
例

-
-
一
般
国
道
13
号

(刈
谷
野
バ
イ
パ
ス
)
損
害
賠
償
事
件

へ高
裁
判
決
〉

事
案
…④
概
…薹
【

本
件
は
、
一
般
国
道
一
三
号
に
面
す
る
土
地
に
お
い
て

回
転
寿
司
を
営
業
す
る
原
告
が
、

①
国
の
実
施
し
た
原
告
の
店
舗
の
隣
接
地
へ
の
盛
土
工

事
及
び
そ
の
結
果
で
き
た
盛
土
に
よ
り
、
受
忍
限
度
を

超
え
た
土
埃
、
振
動
、
騒
音
が
生
じ
る
な
ど
し
て
閉
店

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
上
、

②
被
告
の
公
務
員
が
原
告
に
盛
土
工
事
を
承
諾
す
れ
ば

営
業
補
償
を
上
乗
せ
す
る
と
虚
偽
の
事
実
を
述
べ
て
原

告
に
盛
土
工
事
を
承
諾
さ
せ
て
受
忍
限
度
を
超
え
た
被

害
を
受
忍
さ
せ
た
と
し
て
、
被
告
に
対
し
、
0
に
つ

い
て
国
賠
法
二
条
に
、
②
に
つ
い
て
国
賠
法
一
条
に
、

各
々
基
づ
い
て
二
、
五
0
0
万
円
余
の
損
害
賠
償

(得

べ
か
り
し
営
業
利
益
一
、
五
〇
〇
万
円
余
)
等
を
求
め

た
事
案
で
あ
る
。

管
理
瑕
疵
に
よ
る
賠
償
請
求

(二
条
論
)
事
案
は
数
多

い
が
、
公
務
員
の
故
意

･
過
失
に
よ
り
損
害
へ
の
賠
償
請

求

(
"
条
論
)
事
案
は
稀
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
二
条
論

と
一
条
論
セ
ッ
ト
で
請
求
さ
れ
た
事
案
で
は
あ
る
が
、
担

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

千
木
良

敷
之

当
者
の
虚
偽
説
明
を
理
由
に
一
条
責
任
を
求
め
る
こ
と
も

稀
に
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
条
責
任
を

争
点
と
す
る
主
な
裁
判
例
は
、
東
京
高
裁
平
成
一
四
年
二

月
六
日
、
東
京
地
裁
平
成
一
二
年
一
一
月
八
日
等
数
件
の

例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

囮

裁
判
の
経
過

平
成
一
四
年
四
月
二
三
日

提
訴

(原
告
…寿
司
屋
、
被
告

"
国
)

エ
ハ年
三
月

五
日

一
審
判
決

(秋
田
地
裁
大
曲
支
部
)

エ
ハ年
八
月
二
五
日

控
訴
審
判
決

(仙
台
高
裁
秋
田
支
部
)
【確
定
】

二

主
意
争
点

盛
土
の
設
置
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
か
。

[国
賠
法
二
条
論
]

被
告
の
工
事

(又
は
用
地
担
当
者
)
が
原
告
に
対
し
、

工
事
を
承
諾
さ
せ
る
た
め
、
営
業
補
償
を
す
る
と
嘘
を

述
べ
た
か
。

[国
賠
法
一条
論
]

亘

裁
判
所
の
判
断

(右
線
部
は
高
裁
の
判
断
に
よ

っ
て
加
筆
修
正
さ
れ
た
主
な
部
分
)

　
　
　　
　

1

国
賠
法
二
条
論

①
控
訴
人
は
、
仮
置
き
盛
土
の
設
置
場
所
と
し
て
は
控

訴
人
経
営
の
回
転
寿
司
の
隣
接
地
は
不
適
切
で
あ
り
、

設
置
に
瑕
疵
が
あ
る
旨
の
主
張
を
す
る
の
で
検
討
す

る
。ま

ず
、
本
線
工
事
の
た
め
盛
土
を
仮
置
き
す
る
必
要

が
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

次
に
、
本
件
の
国
道
バ
イ
パ
ス
工
事
箇
所
の
う
ち

(回
転
寿
司
の
前
を
含
む
。)
に
盛
土
を
す
る
必
要
が
あ

り
、
す

で
に
盛
土
用
の
土
砂
も
発
生
し
て
い
た
こ
と

(さ
ら
に
、
平
成

r
二
年
七
月
四
日
に
隣
接
地
の
土
地

使
用
契
約
が
締
結
さ
れ
、
同
月
一
0
日
に
工
事
が
始
ま

り
、
同
年
八
月
五
日
に
工
事
が
完
了
し
た
こ
と
を
苦
慮

す
れ
ば
、
被
告
は
早
期
に
盛
土
仮
置
場
所
を
確
保
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。)、
工

事
中
の
道
路
脇
に
盛
土
を
す
る
方
法
も
あ
る
が
、
面
積

が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
、
周
囲
に
は
田
が
多
い
が
、
耕

作
中
の
田
を
使
用
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
休
耕
中
の
田

を
使
用
す
る
と
し
て
も
土
壌
に
影
響
が
な
い
よ
う
に
配

慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
予
算
の
制
約
も
あ
っ
て
所
有
者

の
承
諾
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
有
坂
ら
が
所
有
地

(
つ
ま
り
寿
司
の
隣
接
地
)
を



提
供
す
る
と
申
し
出
て
く
れ
た
こ
と
、
こ
の
場
所
は
工

事
箇
所
に
近
く
コ
ス
ト
も
安
く
好
条
件
で
あ
っ
た
こ

と
、
土
質
も
確
認
し
た
こ
と
、
周
囲
に
対
す
る
影
響
に

つ
い
て
は
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
対
処
が
可
能
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
た
こ
と
、
実
際
に
控
訴
人
か
ら
の
ク
レ
ー

ム
に
対
し
て
対
処
し
て
い
る

(ほ
か
の
店
舗
か
ら
ク
レ

ー
ム
は
な
い
)
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
被
控
訴
人
は
、
盛
土
を
仮
置
き
す
る

必
要
が
あ
っ
た
し
、
当
時
の
状
況
の
中
で
相
応
の
理
由

を
も
っ
て
仮
置
き
す
る
場
所
を
選
ん
だ
と
認
め
ら
れ
る

か
ら
、
控
訴
人
経
営
の
回
転
寿
司
の
隣
接
地
を
選
ん
だ

こ
と
に
つ
い
て
瑕
疵
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
原
告
は
、
周
囲
に
は
仮
置
き
で
き
る

場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
旨
の
主
張
を
す
る
が
、
当
時
、

実
際
に
ど
の
土
地
に
置
く
こ
と
が
で
き
た
か

(工
事
に

支
障
が
な
い
か
、
所
有
者
の
承
諾
を
得
ら
れ
る
か
等
)

に
つ
い
て
は
、
証
拠
上
明
ら
か
で
は
な
い
か
ら
、
こ
れ

だ
け
で
は
、
設
置
場
所
の
選
択
に
瑕
疵
が
あ
る
と
は
い

え
な
い
。

②
次
に
、
原
告
は
、
被
告
が
仮
置
き
盛
土
の
工
事

(回

転
寿
司
の
隣
接
地
に
土
砂
を
運
び
、
こ
れ
を
な
ら
し
て

保
存
し
、
本
線
に
運
び
入
れ
て
撤
去
す
る
工
事
)
に
あ

た
り
、
大
き
な
振
動
や
騒
音
、
ひ
ど
い
土
埃
を
発
生
さ

せ
た
と
主
張
す
る
の
で
検
討
す
る
。

本
件
の
工
事
は
幹
線
国
道
を
バ
イ
パ
ス
に
す
る
と
い

う
公
共
工
事
で
あ
り
、
必
要
か
つ
相
当
な
工
事
で
あ
る

と
と
も
に
、
こ
れ
に
よ
り
地
域
住
民
も
い
ろ
い
ろ
な
面

で
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
工

事
に
よ
り
、
振
動
、
騒
音
、
土
埃
が
発
生
し
た
と
し
て

も
、
被
害
の
程
度
、
防
止
対
策
の
有
無
、
工
事
を
す
る

側
及
び
被
害
を
受
け
る
側
の
事
情
を
総
合
的
に
検
討
し

て
、
振
動
、
騒
音
、
土
埃
が
や
む
を
得
な
い
限
度
を
超

え
て
い
な
け
れ
ば
、受
忍
限
度
内
に
あ
る
も
の
と
し
て
、

工
事
の
管
理
に
瑕
疵
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。

そ
こ
で
、本
件
の
仮
置
き
盛
土
の
工
事
に
よ
る
振
動
、

騒
音
、土
埃
が
受
忍
限
度
内
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
と
、

原
告
は
振
動
に
よ
り
皿
が
落
ち
た
と
供
述
す
る
が
、
被

告
の
工
事
担
当
者
は
こ
れ
を
確
認
し
て
い
な
い
し
、
こ

れ
を
裏
付
け
る
客
観
的
な
証
拠
も
な
い
。
し
か
も
、
回

転
寿
司
の
隣
接
地
に
仮
置
き
盛
土
を
運
び
込
ん
だ
時
期

に
回
転
寿
司
で
働
い
て
い
た
従
業
員
は
振
動
で
皿
が
落

ち
た
こ
と
は
見
て
い
な
い
と
証
言
し
て
い
る
。
(週
六

日
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
一
〇
時
ま
で
勤
務
し
て
い
た

(た
だ
し
、
午
後
二
時
か
ら
夕
方
ま
で
の
間
は
休
憩
時

間
で
あ
っ
た
。
と
。
ほ
か
の
店
舗
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
は

認
め
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
振
動
で
ひ
ど
い
被
害

を
受
け

た
と
は
認
め
が
た
い
し
、
騒
音
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
o土

埃
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
客
観
的
な
証

拠
は
な
い
。
原
告
は
写
真

(甲
2
)
を
提
出
す
る
が
、

こ
れ
で
も
土
埃
が
ひ
ど
か
っ
た
と
は
認
め
が
た
い
。
か

え
っ
て
、
盛
土
に
用
い
ら
れ
た
土
砂
は
土
埃
が
発
生
し

に
く
い
湿
潤
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
工
事
中
は
埃
が

生
じ
な
い
よ
う
に
散
水
車
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

原
告
が
最
も
問
題
と
す
る
平
成
一
二
年
七
月
及
び
同
年

八
月
に
被
告
に
対
し
て
土
埃
に
関
し
て
苦
情
を
述
べ
た

形
跡
が
う
か
が
わ
れ
な
い
こ
と

(仮
に
苦
情
を
述
べ
て

い
れ
ば
、
被
告
の
控
訴
人
に
対
す
る
態
度
か
ら
み
て
、

平
成
一
三
年
五
月
に
そ
う
し
た
よ
う
に
迅
速
に
防
塵
網

を
設
置
し
た
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
原
告
本
人
は
営
業

補
償
が
得
ら
れ
る
と
思
っ
て
我
慢
し
て
い
た
と
供
述
す

る
が
、
原
告
が
回
転
寿
司
を
開
業
し
て
間
も
な
く
客
の

定
着
が
最
優
先
課
題
で
あ
る
は
ず
の
時
期
に
営
業
補
償

が
あ
る
か
ら
土
埃
を
客
に
我
慢
さ
せ
る
と
い
う
行
動
を

と
る
こ
と
は
経
営
判
断
と
し
て
余
り
に
も
不
合
理
で
あ

り
採
用
で
き
な
い
。)
か
ら
す
れ
ば
、
工
事
で
の
土
砂

の
搬
入
等
に
よ
る
土
埃
の
発
生
に
つ
い
て
は
配
慮

･
抑

制
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
工
事
後
に

単
な
る
日
照
や
風
と
い
っ
た
自
然
現
象
だ
け
が
原
因
で

激
し
い
土
埃
が
生
じ
た
と
も
考
え
難
い
の
で
あ
っ
て
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
受
忍
限
度
を
超
え
た
土
埃
が
発
生
し

た
と
認
め
る
に
は
足
り
な
い
と
い
う
ほ
か
な
い
。

ま
た
、
回
転
寿
司
を
訪
れ
た
客
が
、
証
人
と
し
て
、

振
動
、
騒
音
、
土
埃
が
ひ
ど
か
っ
た
と
証
言
す
る
が
、

そ
の
内
容
が
具
体
性
を
欠
く
か
、
裏
付
け
が
あ
る
と
は

い
え
ず
、
証
言
に
よ
っ
て
受
忍
限
度
を
超
え
た
被
害
を



認
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
で
は
、
受
忍
限
度
を
超
え
た
振

動
、
騒
音
、
土
埃
が
あ
っ
た
と
認
め
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
高
さ
五
m
に
も
及
ぶ
盛
土
を
仮
置
き
す

る
工
事
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
程
度
は
振
動
、
騒
音
、
土

埃
が
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
以
外
に
も
国
道
か

ら
店
舗
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易

に
想
像
で
き
る
。
し
か
し
、
工
事
を
す
る
以
上
、
振
動
、

騒
音
、
埃
は
避
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
要
は
そ
れ
が

受
忍
限
度
を
超
え
る
ほ
ど
あ
ま
り
に
ひ
ど
か
っ
た
と
い

え
る
か
ど
う
か
で
あ
る
が
、
本
件
で
は
そ
れ
を
認
め
る

に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。
ま
た
、
店
補
が
見
え
に
く
く

な
っ
た
と
い
う
点
も
盛
土
の
南
側
の
一
部
の
高
さ
を

一
･
五
メ
ー
ト
ル
に
す
る
な
ど
の
配
慮
が
な
さ
れ
た
た

め
、
国
道
一
三
号
線
を
秋
田
方
面
か
ら
大
曲
方
面
に
走

行
す
る
車
両
か
ら
看
板
の
み
な
ら
ず
店
舗
も
視
認
可
能

と
な
っ
た

(乙
趙
、
鱒
の
2
)
し
、
積
雪
に
よ
っ
て
店

舗
が
見
え
な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
看
板
は
見
え
て
お

り

(甲
2
･
写
真
幻
な
い
し
“
)、
自
然
条
件
に
よ
る

一
時
的
な
も
の
で
あ
る
か
ら
受
忍
限
度
を
超
え
て
い
る

と
は
い
え
な
い
。
披
控
訴
人
が
設
置
し
た
防
塵
網
に
つ

い
て
も
、
看
板
は
道
路
か
ら
見
え
る
(甲
2
･
写
真
巧
、

応
)
し
、
仮
設
道
路
か
ら
の
案
内
看
板
も
設
置
さ
れ
て

い
る

(乙
B
)
上
、
そ
も
そ
も
、
防
塵
網
が
控
訴
人
の

苦
情
に
対
応
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、こ
れ
も
受
忍
限
度
内
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
道
路
工
事
に
よ
っ
て
道
路
か
ら
駐
車
場
へ
の

出
入
り
が
不
便
に
な
っ
た
り
、
工
事
車
両
や
標
識
の
せ

い
で
店
舗
を
付
け
に
く
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
し
て

も
、
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
上
、
標
識
等
の
設
置
や
工

事
車
両
は
工
事
の
施
工
や
安
全
確
保
の
た
め
に
必
要
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
し
、
大
き
な
看
板
は
道
路
か
ら
見

え

(甲
2
･
写
真
偽
･
兆
)、
仮
設
道
路
に
案
内
看
板

を
設
置
す
る
な
ど
の
配
慮
も
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る

か
ら
、
い
ず
れ
も
工
事
の
施
工
に
伴
う
や
む
を
得
な
い

も
の
で
あ
っ
て
、
受
忍
限
度
の
範
囲
内
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。

他
方
、
被
告
は
、
原
告
と
の
事
前
協
議
に
よ
り
土
の

南
側
の
一
部
の
高
さ
を
一
･
五
メ
ー
ト
ル
に
し
た
り
、

土
埃
が
生
じ
な
い
よ
う
に
散
水
車
を
用
い
た
り
、
昼
食

時
に
は
盛
土
作
業
を
自
粛
し
た
り
、
工
事
の
看
板
が
店

舗
の
電
飾
看
板
を
邪
魔
し
な
い
よ
う
に
移
動
し
た
り
し

て
、
原
告
に
迷
惑
が
生
じ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
い
た

上
、
問
題
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
も
、
原
告
か
ら

の
ク
レ
ー
ム
に
対
応
し
て
、
低
振
動
の
工
事
に
切
り
替

え
た
り
、
工
事
の
時
間
を
工
夫
し
た
り
、
防
塵
網
を
設

置
し
た
り
し
て
、
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
る
し
、
相

応
の
効
果
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、

被
告
は
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
た
と
い
え
る
し
、
換

言
す
れ
ば
、
そ
れ
以
上
被
害
防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
は

難
し
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

し
か
も
、
原
告
は
平
成
一
二
年
三
月
か
ら
建
物
を
賃

借
し
て
回
転
寿
司
の
営
業
を
始
め
て
い
る
が
、
す
で
に

付
近
の
用
地
買
収
が
終
わ
り
、
バ
イ
パ
ス
工
事
は
そ
の

付
近
の
工
事
を
残
す
だ
け
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
で

あ
る
。
原
告
が
店
舗
前
の
道
路
が
工
事
区
間
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
客
観
的
に
は
工
事
対

象
箇
所
と
な
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
工
事
箇
所
の
手
前

で
営
業
を
始
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
工
事
に
よ
る
被
害
が

あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
な
り
に
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
立
場
と
い
え
る
。
も
し
原
告
が
道
路
工
事
が
あ
る

な
ら
営
業
を
始
め
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
は
建
物
賃
貸
人
で
あ
る
ユ
ニ
オ
ン
シ
ス
テ
ム
と
の
間

で
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
事
情
、
つ
ま
り
、
証
拠
上

工
事
の
方
法
管
理
が
あ
ま
り
に
ひ
ど
か
っ
た
と
ま
で
は

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
被
告
は
原
告
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
防
止
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
、
原
告
は
店
舗
前
の

道
路
で
工
事
が
行
わ
れ
る
と
い
う
状
況
の
中
で
営
業
を

始
め
た
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
工
事
に
よ
る
振
動
、

騒
音
、
土
埃
が
受
忍
限
度
を
超
え
て
い
た
と
は
認
め
ら

れ
な
い
。

ア

控
訴
人
は
、
隣
接
地
所
有
者
か
ら
仮
置
場
所
の
提

供
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
だ
け
か
ら
、
ほ
か
に
休
耕

田
や
荒
地
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
盛
土
の
仮

置
場
所
の
選
定
し
た
と
主
張
す
る
が
、
上
記
の
と
お

り
、
早
期
の
仮
置
場
所
確
保
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状



況
の
中
、
原
状
回
復
費
用
や
立
地
条
件
の
面
で
最
適

て
牧
土
と
し
て
貴
ま
包

、
く
と
＼
う

‐

態
茉

な
土
地
に
つ
い
て
、
所
有
者
か
ら
無
償
提
供
の
申
出

が
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
場
所
選
定
と
し
て
何
ら

不
合
理
な
点
は
見
当
た
ら
な
い
。
盛
土
仮
置
工
事
や

盛
土
自
体
か
ら
受
忍
限
度
を
超
え
る
騒
音
、
振
動
、

土
埃
等
の
問
題
が
生
じ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
問

題
と
す
れ
ば
足
り
、
そ
も
そ
も
場
所
選
定
自
体
を
も

っ
て
設
置
･
管
理
の
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い

(控
訴
人
は
、
口
頭
弁
論
終
結
後
に
提
出
し
た
甲
斜
、

第
の
1

･
2
、
"
に
よ
り
、
他
に
も
空
き
地
が
あ
っ

た
旨
指
摘
す
る
が
、
控
訴
人
が
指
摘
す
る
土
地
は
、

平
成
三

年
一
一
月
及
び
平
成
一
二
年
一
一
月
に
撮

影
さ
れ
た
写
真

(乙
ゆ
、
引
)
を
見
る
と
、
当
該
土

地
上
に
建
物

(平
成
三

年
三

月
に
は
一
棟
、
平

成
一
二
年
一
一
月
に
は
三
棟
)
が
存
在
す
る
上
、
車

両
が
駐
車
さ
れ
て
お
り
、
空
き
地
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
か
ら
、
上
記
各
証
拠
は
到
底
採
用
で
き
な

い
。
)
。

イ

控
訴
人
は
、
日
照
や
風
に
よ
り
乾
燥
し
た
粒
子
の

細
か
い
土
砂
が
積
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
土

埃
が
生
じ
た
と
主
張
す
る
。

し
か
し
、
刈
和
野
バ
イ
パ
ス
の
終
点
部

(最
も
秋

田
寄
り
の
位
置
)
の
工
事
工
程
は
山
の
土
砂
を
切
る

必
要
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
し
て
、
回
転
寿
司
の
隣

接
地
に
盛
土
を
仮
置
き
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ

る

(証
人
)
か
ら
、
掘
削
さ
れ
た
土
砂
が
搬
入
さ
れ

て
盛
土
と
し
て
積
ま
れ
て
い
く
と
い
う
工
事
の
態
様

に
な
る

(弁
論
の
全
趣
旨
)
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
、
土
質
試
験
の
結
果

(融
雪
期
に
お
け
る
採
取
で

あ
る
が
そ
れ
で
も
採
取
時
期
に
よ
る
違
い
は
若
干
の

も
の
に
す
ぎ
な
い

(乙
22
の
2
)
。
)
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
含
水
比
の
高
い
土
砂
が
ど
ん
ど
ん
上
に
積
み
重

ね
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
加
え
、
被
控

訴
人
は
、
工
事
中
、
土
埃
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
散

水
車
も
使
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
受
忍
限
度

を
超
え
た
土
埃
が
発
生
し
た
と
は
認
め
難
い
。ま
た
、

工
事
終
了
後
は
盛
土
が
放
置
さ
れ
、
表
土
部
分
が
日

照
や
風
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
直
前
に

掘
削
さ
れ
た
含
水
比
に
高
い
土
砂
が
盛
土
の
表
面
に

置
か
れ
た
直
後
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
前
記
の
と
お

り
、
眺
望
へ
の
配
慮
か
ら
と
は
い
え
盛
土
の
南
側
の

一
部
の
高
さ
が
抑
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
や
平
成
一
二

年
七
月
及
び
同
人
月
に
控
訴
人
か
ら
被
控
訴
人
に
対

し
て
土
埃
に
関
し
て
苦
情
を
述
べ
た
形
跡
が
う
か
が

わ
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
合
わ
せ
考
え
れ
ば
、
同
時
期

の
気
候
デ
ー
タ

(乙
組
な
い
し
鮠
)
を
考
慮
に
入
れ

て
も
、
や
は
り
、
自
然
現
象
だ
け
が
原
因
で
受
忍
限

度
を
超
え
た
土
埃
が
発
生
し
た
と
認
め
る
に
足
り
る

的
確
な
証
拠
も
な
い
と
い
う
ほ
か
な
い

(な
お
、
控

訴
人
が
口
頭
弁
論
終
結
後
に
提
出
し
た
甲
第
、
幻
の

1
な
い
し
3
、
雄
に
つ
い
て
は
、
乙
虹
な
い
し
43
の

観
測
所
が
あ
る
大
曲
よ
り
も
遠
い
場
所
に
観
測
所
が

あ
る
上
、
そ
の
記
載
内
容
を
前
提
と
し
て
も
、
乙
鋼

な
い
し
劣
と
顕
著
に
異
な
る
点
は
見
い
だ
せ
ず
、
や

は
り
、
自
然
現
象
に
よ
っ
て
受
忍
限
度
を
超
え
た
埃

が
発
生
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
に
は
た
り
な

い
。)。
さ
ら
に
、
受
忍
限
度
を
超
え
た
振
動
、
騒
音

が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
上
記

(原
判
決

｢事
実
及

び
理
由
｣
第
3
の
3
)
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
控
訴
人
は
、
盛
土
工
事
は
平
成
一
二
年
九

月
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
と
主
張
し
、
控
訴
人
本
人
尋

問
に
お
い
て
も
こ
れ
に
沿
う
供
述
を
す
る
が
、
工
事

の
工
程
と
し
て
土
砂
の
搬
入
と
積
み
上
げ
は
一
連
の

作
業
と
し
て
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ

(こ
れ
を
二

段
階
に
分
け
る
こ
と
は
不
合
理
か
つ
不
経
済
で
あ

る
。)、
同
年
八
年
七
日
以
降
の
仮
置
き
の
作
業
場
所

は
回
転
寿
司
の
隣
接
地
と
遠
く
離
れ
た
位
置
に
お
け

る
も
の
で
あ
る

(乙
笠
、
51
、
弁
論
の
全
趣
旨
)
か

ら
、
工
事
の
終
了
は
同
月
五
日
で
あ
っ
た
と
認
め
ら

れ
る
。

ウ

し
た
が
っ
て
、
控
訴
人
が
回
転
寿
司
を
営
業
し
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
隣
接
地
に
盛
土
が
さ
れ

た
と
い
う
事
情
に
考
慮
し
て
も
、
盛
土
及
び
そ
の
仮

置
工
事
に
よ
る
騒
音
、
振
動
、
土
埃
が
受
忍
限
度
を

超
え
る
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
し
た
が
っ

て
、
ま
た
、
被
控
訴
人
に
は
盛
土
の
設
置
、
管
理
に

瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
控
訴
人
の
国

家
賠
償
法
二
条
に
基
づ
く
請
求
は
理
由
が
な
い
。



2

国
賠
法

一
条
論

①
原
告
は
、
前
記
の
原
告
主
張
の
と
お
り
、
被
告
の
工

事

(用
地
)
担
当
者
が
営
業
補
償
を
す
る
と
う
そ
を
述

べ
て
控
訴
人
を
だ
ま
し
、
原
告
の
承
諾
を
得
て
工
事
を

続
行
し
た
旨
の
主
張
を
し
、
本
人
尋
問
に
お
い
て
同
旨

の
供
述
を
す
る
。

し
か
し
、
ま
ず
、
控
訴
人
本
人
の
供
述
内
容
は
、
発

言
の
日
時
、
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
被
控
訴
人
の
工
事

(用
地
)
担
当
者
の
証
言
と
明
ら
か
に
食
い
違
っ
て
い

る
が
、
原
告
本
人
の
供
述
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

合
理
的
な
根
拠
は
必
ず
し
も
な
い
。

他
方
、
被
告
の
工
事

(用
地
)
担
当
者
は
、
原
告
に

対
し
工
事
に
よ
っ
て
、
売
上
げ
が
減
少
し
た
と
き
に
こ

れ
を
補
償
す
る
旨
の
営
業
補
償
を
す
る
と
約
束
し
た
こ

と
は
な
い
と
証
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
線
工
事
に

つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
回
転
寿
司
の
隣
接
地
に
仮
置
き

盛
土
を
す
る
工
事
に
つ
い
て
も
、
原
告
に
協
力
を
依
頼

す
る
こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
、
原
告
か
ら
工
事
を
実
施

す
る
た
め
の
承
諾
を
得
る
必
要
は
な
い
か
ら
、
原
告
を

だ
ま
す
理
由
は
何
も
な
い
。
原
告
を
だ
ま
し
て
ま
で
承

諾
を
も
ら
う
と
は
考
え
に
く
く
、
担
当
者
の
証
言
は
十

分
に
信
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
、
原
告
本
人
は
、
一
貫
し
て
、
被
告
の
工
事

(用
地
)
担
当
者
が
営
業
補
償
を
約
束
し
た
と
供
述
す

る
。
例
え
ば
、
土
地
所
有
者
に
対
し
て
所
有
権
譲
渡
の

対
価
を
与
え
る
こ
と
、
建
物
所
有
者
に
対
し
賃
借
権
消

滅
の
対
価
を
与
え
る
こ
と
は
通
常
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、
建
物
賃
借
人

(転
借
人
)
で
あ
る
原
告
に
対
し
、

何
を
理
由
に
し
て
営
業
補
償
す
る
の
か
。
原
告
本
人
の

供
述
で
は
被
告
の
担
当
者
が
営
業
補
償
を
す
る
と
話
し

た
に
す
ぎ
ず
、
ど
う
い
う
理
由
で
営
業
補
償
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
本
線
工
事
や

仮
置
き
盛
土
工
事
に
よ
っ
て
発
生
す
る
振
動
、
騒
音
、

土
埃
を
理
由
に
営
業
補
償
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
が
発
生
す
る
か
ど
う
か
、
売
上
げ
が
減
少
す
る
か

ど
う
か
、
そ
も
そ
も
補
償
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
が
明

ら
か
で
は
な
い
か
ら
、
被
告
の
担
当
者
が
営
業
補
償
を

約
束
す
る
と
は
考
え
が
た
い
。
ち
な
み
に
、
原
告
代
理

人
が
被
告
に
対
し
送
付
し
た
書
面

(乙
聡
の
1
)
に
よ

れ
ば
、
本
線
と
店
舗
敷
地
の
高
低
差
が
生
じ
る
こ
と
に

よ
る
補
償
を
考
え
て
い
た
と
読
み
と
れ
な
く
も
な
い

が
、
被
告
の
担
当
者
が
証
言
す
る
と
お
り
、
ま
ず
は
取

付
道
路
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
り
、
直

ち
に
補
償
問
題
が
生
じ
る
と
は
考
え
が
た
い
。
さ
ら
に

付
け
加
え
る
と
、
原
告
本
人
の
供
述
を
そ
の
ま
ま
受
け

取
れ
ば
、
営
業
補
償
が
あ
る
と
い
う
話
を
き
い
た
後
に

本
線
が
当
時
よ
り
も
一
･
七
メ
ー
ト
ル
高
く
な
る
こ
と

や
盛
土
が
隣
接
地
に
仮
置
き
さ
れ
る
こ
と
を
聞
い
た
こ

と
に
な
る
た
め
、
原
告
が
高
低
差
を
知
る
前
に
、
か
つ

仮
置
き
盛
土
工
事
を
知
る
前
に
、
被
告
の
担
当
者
が
営

業
補
償
を
約
束
し
た
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
で
は
ま
す
ま

す
何
の
た
め
の
補
償
か
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

う
oも

っ
と
も
、
原
告
が
営
業
補
償
が
あ
る
と
誤
っ
て
認

識
し
て
い
た
こ
と
は
あ
り
得
る
。
つ
ま
り
、
被
告
の
工

事

(用
地
)
担
当
者
が
工
事
中
に
新
た
に
営
業
を
始
め

た
原
告
に
対
し
買
収
や
補
償
の
話
を
し
て
い
る
と
き

に
、
建
物
に
ひ
び
割
れ
が
生
じ
た
よ
う
な
場
合
に
は
補

償

(補
修
)
の
対
象
に
な
る
と
か
、
高
低
差
が
生
じ
た

と
き
に
は
機
能
回
復
を
図
っ
て
取
付
道
路
を
設
置
す
る

旨
の
話
題
が
出
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
原
告
が

営
業
補
償
を
受
け
ら
れ
る
と
思
っ
て
し
ま
っ
た
可
能
性

は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
原
告
に
そ
の
よ
う
な
認

識
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
被
告
担

当
者
が
営
業
補
償
を
約
束
し
た
と
い
え
な
い
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
ら
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
被
告
の
工
事

(用
地
)

担
当
者
が
売
上
げ
の
減
少
に
つ
い
て
営
業
補
償
が
あ
る

と
約
束
し
控
訴
人
を
だ
ま
し
た
と
は
認
め
る
に
足
ら
な

い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

②
控
訴
人
は
、
平
成
三
一年
七
月
七
日
の
話
合
い
は
控

訴
人
の
承
諾
を
是
非
と
も
得
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、

補
償
が
約
束
さ
れ
た
か
ら
控
訴
人
は
承
諾
し
た
と
主
張

す
る
。

し
か
し
、
被
控
訴
人
は
控
訴
人
の
承
諾
を
得
な
け
れ

ば
盛
土
仮
置
工
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の

で
は
な
い
。
仮
に
控
訴
人
の
承
諾
が
必
要
不
可
欠
で
あ



っ
た
と
す
れ
ば
、
平
成
一
二
年
七
月
四
日
に
、
控
訴
人

の
承
諾
を
得
な
い
ま
ま
被
控
訴
人
が
隣
接
地
所
有
者
と

の
間
で
土
地
使
用
契
約

(乙
斜
の
1
･
2
)
を
締
結
す

る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
そ
し
て
、
控
訴
人
に
対
し
て

営
業
補
償
を
約
束
す
る
状
況
に
も
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

道
路
の
新
設
又
は
改
築
に
伴
う
損
失
の
補
償
に
つ
い
て

は
道
路
法
第
七
〇
条
が
定
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
営
業
補
償
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
損
害
賠
償
と
し

て
の
補
償
も
、
受
忍
限
度
を
超
え
る
損
害
が
発
生
す
る

こ
と
が
確
実
に
予
想
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

そ
の
よ
う
な
約
束
が
可
能
と
な
る
と
解
さ
れ
る
と
こ

ろ
、
本
件
は
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
該
当
し
な
い

(む

し
ろ
、
被
控
訴
人
は
受
忍
限
度
を
超
え
な
い
よ
う
に
可

能
な
限
り
の
配
慮
を
し
、
ま
た
、
控
訴
人
の
苦
情
に
迅

速
に
対
応
し
て
き
た
の
で
あ
っ
て
、
受
忍
限
度
を
超
え

る
こ
と
を
確
実
に
予
想
し
て
営
業
補
償
を
約
束
し
た
者

の
行
動
と
は
到
底
解
し
難
い
。)。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

下
で
、
控
訴
人
の
承
諾
を
得
よ
う
と
し
て
そ
の
場
限
り

の
嘘
を
述
べ
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
後
に
そ
れ

が
虚
偽
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴

っ
て
、
控
訴
人
が
承
諾
し
な
い
ま
ま
工
事
が
施
工
さ
れ

能
補
償
や
工
事
に
よ
り
建
物
が
一
部
損
壊
し
た
場
合
の

損
失
補
償
を
営
業
補
償
と
誤
解
し
た
と
し
て
も
、
証
人

安
田
及
び
証
人
千
葉
の
各
証
言
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う

な
誤
解
が
生
じ
る
よ
う
な
説
明
で
あ
っ
た
と
は
認
め
難

い
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
誤
解
の
原
因
は
専
ら
控
訴
人
に

あ
る
と
い
う
ほ
か
な
い
。
結
果
的
に
誤
解
が
生
じ
た
と

い
う
点
で
公
務
員
の
説
明
責
任
の
観
点
か
ら
な
お
反
省

の
余
地
は
あ
り
得
る
が
、
法
律
的
に
み
れ
ば
、
被
控
訴

人
に
説
明
義
務
違
反
も
認
め
ら
れ
な
い

(な
お
、
説
明

義
務
違
反
に
つ
い
て
は
、
控
訴
人
も
主
張
し
て
い
な

い
。
)。

そ
も
そ
も
、
控
訴
人
は
、
事
実
に
反
す
る
説
明
に
よ

っ
て
受
忍
限
度
を
超
え
る
損
害
の
発
生
を
受
忍
さ
せ
ら

れ
た
と
主
張
す
る
が
、
仮
に
欺
罔
が
な
く
控
訴
人
が
工

事
に
承
諾
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
盛
土
仮
置
工
事
は

進
め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
不
合
理
は
な
い
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
生
じ
て
い
た
控
訴
人
の
損
害
に
つ
い
て
は
、

受
忍
限
度
を
超
え
る
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
控
訴
人
の
国
家
賠
償
法
一
条
に
基
づ
く
請
求
も

理
由
が
な
い
。

た
場
合
よ
り
も
深
刻
な
紛
争
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の

3

結
論

で
あ
る
か
ら
控
訴
人
を
欺
罔
し
て
ま
で
そ
の
承
諾
を
得

よ
っ
て
、
本
件
控
訴
は
理
由
が
な
い
か
ら
棄
却
す
る
こ

る
理
由
は
全
く
存
在
し
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

と
と
し
、
主
文

(本
稿
で
は
略
)
の
と
お
り
。

ま
た
、
控
訴
人
が
安
田
や
千
葉
の
説
明
を
聞
い
て
道

路
に
面
す
る
土
地
に
高
低
差
を
生
ず
る
こ
と
に
よ
る
機
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み
や
ぎ
の
社
会
基
盤
整
備
あ
れ
こ
れ

◆
は
じ
め
に

今
年
四
月
か
ら
宮
城
県
東
京
事
務

所
に
勤
務
し
て
い
る
丹
治
と
申
し
ま

す
。
こ
の
五
カ
月
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
よ
う
な
異
常
な
暑
さ
と
慣
れ
な

い
仕
事
の
中
で
、
毎
日
が
戦
い
の
連

続
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

本
稿
で
は
、
読
者
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
た
い
み
や
ぎ
の
社
会
基
盤
整

備
に
関
す
る
句
な
話
題
や
東
京
で
の

仕
事
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
記
載
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
社
会
基
盤
整
備
は

企
業
誘
致
の
際
の
ポ
イ
ン
ト

宮
城
県
で
は
、
旧
来
の
中
央
依
存

型
で
は
な
く
、
地
域
自
ら
が
富
を
生

み
出
す
よ
う
な
自
立
型
の
経
済
構
造

に
転
換
す
る
た
め
、
地
域
の
行
政
、

産
業
、
大
学
が
一
体
と
な
っ
て
平
成

一
五
年
度
か
ら
一
七
年
度
ま
で
の
短

期
間
で
戦
略
性
の
高
い
産
業
経
済
政

策
を
推
進
す
る
｢緊
急
経
済
産
業
再

生
戦
略
プ
ラ
ン
｣
を
策
定
し
、
各
種

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の
雇
用
対
策
と
し
て
、
宮

城
県
へ
の
企
業
誘
致
が
柱
の
一
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
東
京

事
務
所
で
は
、
職
員
全
員
が
企
業
誘

致
担
当
と
し
て
首
都
圏
の
企
業
を
訪

問
し
、情
報
収
集
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
商
品
で
あ
る
工
業
団
地
の

用
地
面
積
や
分
譲
価
格
等
の
情
報
、

優
遇
助
成
措
置
等
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
が
、
こ
の
他
に
用
水
、
電
力
、

交
通
･
輸
送
、
通
信
、
住
環
境
と
い

っ
た
社
会
基
盤
の
整
備
状
況
も
重
要

宮
城
県
塞
泉
事
務
所

丹
治

一
也

な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

◆
み
や
ぎ
の
社
会
基
盤
整
備
を
概
観

さ
て
、
宮
城
県
に
お
け
る
近
代
の

社
会
基
盤
整
備
は
、
明
治
政
府
の
プ

の
び
る

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
で
あ
る
野
蒜
築

港

(残
念
な
が
ら
明
治
一
七
年
に
中

止
)
と
、
こ
れ
に
歩
調
を
合
わ
せ
た

東
北
線

(鉄
道
)、
北
上
~
阿
武
隈

て
いざ
ん

の
両
河
川
を
結
ぶ
北
上
運
河
や
貞
山

お
に
こ
う
べ

運
河
、
作
並
街
道
や
鬼
首
街
道
等

の
交
通
路
の
整
備
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
明
治
四
三
年
の
大
水

害
を
踏
ま
え
た
北
上
川
の
抜
本
的
な

改
修
、
品
井
沼
等
の
低
湿
地
開
拓
に

よ
る
新
田
開
発
、
昭
和
二
二
年
、
ニ

ーニ
年
の
キ
ャ
ス
リ
ン
、
ア
イ
オ
ン
の

両
台
風
に
よ
る
洪
水
被
害
を
踏
ま
え

た
県
内
諸
河
川
の
改
修
、
ダ
ム
の
建

設
等
の
基
盤
整
備
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。昭

和
三
九
年
三
月
に
仙
台
湾
地
区

が
新
産
業
都
市
に
指
定
さ
れ
た
後
、

昭
和
四
六
年
七
月
の
仙
台
新
港
の
開

港
、
昭
和
五
〇
年
三
月
の
東
北
縦
貫

自
動
車
道
の
仙
台
市
ま
で
の
開
通
、

昭
和
五
七
年
六
月
の
東
北
新
幹
線
の

大
宮
~
盛
岡
間
の
開
業
、
平
成
九
年

七
月
の
仙
台
空
港
新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ

ル
オ
ー
プ
ン
、
平
成
一
〇
年
三
月
の

仙
台
空
港
三
千
メ
ー
ト
ル
滑
走
路
完

成
等
々
と
い
っ
た
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
一

三
年
四
月
に
は
仙
台
塩
釜
港
が
東
北

地
方
で
初
の
特
定
重
要
港
湾
に
昇
格

し
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
平
成
一
三
年
九
月
の

宮
城
国
体
、
平
成
一
四
年
六
月
の
F

I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
宮
城
開

催
を
契
機
に
、
高
速
交
通
網
の
整
備

が
一
段
と
進
み
ま
し
た
。
主
な
も
の

だ
け
で
も
、
平
成
一
三
年
八
月
の
仙

台
空
港
と
仙
台
市
内
を
結
ぶ
仙
台
東

部
道
路
、
及
び
仙
台
市
の
南
部
で
仙

台
東
部
道
路
と
東
北
縦
貫
自
動
車
道

西から東から



を
結
ぶ
仙
台
南
部
道
路
の
開
通
、
平

成
一
四
年
五
月
に
は
仙
台
市
の
北
部

で
仙
台
東
部
道
路
と
東
北
縦
貫
自
動

車
道
を
結
ぶ
仙
台
北
部
道
路
の
利
府

し
ら
か
し
台
I
C
ま
で
の
区
間
の
開

通

(平
成
二
〇
年
ご
ろ
ま
で
に
は
全

線
開
通
の
予
定
)、
平
成

一
四
年

一

一
月
の
東
北
横
断
道
酒
田
線
の
四
車

線
供
用
な
ど
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

仙
台
市
と
山
形
市
が
一
時
間
で
結
ば

れ
る
と
と
も
に
、
仙
台
市
を
中
心
と

す
る
環
状
自
動
車
専
用
道
路
が
概
ね

完
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
既
存
の
社
会
基
盤
の
有
効
活
用

国
の
ビ
ジ
ッ
ト

･
ジ
ャ
パ
ン

･
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
踏
ま
え
、
宮
城
県
で

は
、
｢観
光
立
県
｣
を
目
指
し
、
平

成
一
七
年
度
の
観
光
客
入
込
数
五
千

万
人
を
目
標
と
す
る

｢み
や
ぎ
ウ
ェ

ル
カ
ム
五
千
万
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣

を
進
め
て
い
ま
す
。

近
年
、
韓
国
や
中
国
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
日
本
へ
の

宮城県における高槻格幹線道路等の整備状況 (平成16年 6月現在) の
は

図

観
光
客
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
諸
国
の
日
本
へ
の
観
光
ニ
ー
ズ
は

高
く
、
温
泉
や
紅
葉
、
雪
、
日
本
独

自
の
歴
史
や
文
化
、
飲
食
、
買
い
物

等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
東
北
地

方
に
は
、
十
分
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が

あ
り
ま
す
。
平
成
一
四
年
一
二
月
に

東
北
新
幹
線
が
八
戸
ま
で
延
伸
開
業

し
た
の
を
機
に
、
北
東
北
三
県
へ
の

首
都
圏
か
ら
の
観
光
客
が
大
幅
に
増

え
ま
し
た
。
こ
れ
な
ど
は
、
社
会
基

盤
整
備
と
こ
れ
に
合
わ
せ
た
観
光
P

R
の
効
果
が
如
実
に
現
れ
た
良
い
例

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
外
国
人
旅
行
者
の
玄
関
口

で
も
あ
る
仙
台
空
港
は
、
国
内
で
は

福
岡
市
や
広
島
市
な
ど
三

の
都
市

と
定
期
路
線
で
結
ば
れ
て
お
り
、
毎

外
で
は
韓
国
、
中
国
、
グ
ア
ム
に
加

え
、
本
年
九
月
に
は
台
湾

(台
北
)

と
の
六
路
線
目
の
定
期
路
線
が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
か
ら
の

観
光
客
が
多
く
経
済
交
流
が
盛
ん
な

タ
イ
と
の
定
期
路
線
の
開
設
と
香
港

便
の
復
活
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
J
R
仙
台
駅
と
仙
台
空
港

陸

仙
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駅

(仮
称
)
を
最
速
一
七
分
で
結
ぶ

仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の
整
備

が
、
平
成
一
八
年
度
中
の
開
業
に
向

け
て
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
と
並
行

し
て
、
空
港
近
く
の
二
つ
の
駅
を
中

心
に
土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
東
北
六

県
、
仙
台
市
、
東
北
経
済
産
業
局
、

(社
)
東
北
経
済
連
合
会
等
の
関
係

機
関
が
連
携
し
て
、
宮
城
県
を
含
む

東
北
地
域
の
企
業
と
中
国
企
業
と
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
ポ
ー
ト
セ

ー
ル
ス
、
食
材
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
東
北
地
域
の
観
光
資
源

を
P
R
し
た
り
旅
行
企
画
の
商
品
化

を
促
進
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
み
や
ぎ
の
社
会
基

盤
が
活
用
の
視
点
を
重
視
し
て
整
備

さ
れ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
諸
先

輩
方
が
連
綿
と
整
備
し
ス
ト
ッ
ク
し

て
き
た
社
会
基
盤
を
土
台
と
し
て
、

観
光
や
企
業
誘
致
、
経
済
交
流
と
い

っ
た
社
会
経
済
活
動
が
着
実
に
営
ま

れ
て
い
ま
す
。

◆
お
わ
り
に

東
京
に
来
て
、
道
路
や
河
川
等
の

社
会
基
盤
整
備
に
直
接
携
わ
る
仕
事

か
ら
一
時
離
れ
、
国
関
係
機
関
と
の

連
絡
調
整
や
企
業
誘
致
、
観
光
P
R

と
い
っ
た
新
た
な
仕
事
に
取
り
組
む

中
で
、
社
会
基
盤
と
は
あ
る
目
的
を

れ
て
お
り
、
空
港
を
中
心
と
す
る
臨

空
都
市
の
建
設
が
着
々
と
進
ん
で
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
一
六
年
一

一
月
四
日
か
ら
九
日
ま
で
の
六
日

間
、
｢東
北
フ
ェ
ア
ー

n
上
海
｣
が

図 2 仙台空港アクセス鉄道仙台空港駅(仮称)のイメージ

達
成
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
み
や
ぎ
か
ら

は
離
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
逆
に

東
京
と
い
う
地
の
利
を
生
か
し
つ

つ
、
み
や
ぎ
の
社
会
基
盤
整
備
の
質

的
向
上
の
た
め
に
、
微
力
な
が
ら
力

に
な
り
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。
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お
い
で
ま
せ

｢曲
鬮
｣
へ

◆
山
口
県
を
ご
存
じ
で
す
か
?

山
口
県
は
、
本
州
の
最
西
端
に
位

置
し
、
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
美
し

い
自
然
と
穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま

れ
、
風
水
害
や
地
震
等
も
ほ
と
ん
ど

な
く
、
災
害
の
少
な
い
県
と
言
わ
れ

山
口
県
塞
宗
事
務
所

植
野

浩
美

て
い
ま
す
。

道
路
は
、
高
速
自
動
車
国
道
が
中

国
･
山
陽
･
関
門
の
三
路
線
で
延
長

二
五
八
･
四
如
、
一
般
国
道
が
一
七

路
線
で

一
、
一
〇
六

･
一
如
、
県

道
が
二
五
九
路
線
で

二
、
七
四

六
･
八
如
で
、
市
町
村
道
三

、
九

六
三
･
八
蹴
を
含
め
る
と
、
総
延
長

一
六
、
0
七
五

･
0
如
と
な
っ
て
い

ま
す

(図
1
)。

◆
山
口
は
歴
史
の
転
換
期
の
重
要
な

鍵
を
握
る
地

山
口
は
歴
史
の
大
き
な
転
換
期
に

　
　

　

要

山
口
は
歴
史
の

鮭

震

登
場
し
ま
す
o

蝶
面

目
は
、
貴
族
社
会
の
終
焉
と

山

武
家
社
会
の
始
ま
り
を
告
げ
る
こ
と

1

と
な
っ
た
源
平
最
後
の
戦
い
が
関
門

図

海
峡
一
帯

(
一
般
的
に
は

｢壇
ノ
浦

の
戦
い
｣
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
)
で

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
余
談
で
す

が
、
小
泉
八
雲
の
怪
談

｢耳
な
し
芳

一
｣
は
、
壇
ノ
浦
の
戦
い
に
敗
れ
た

平
家
の
武
士
の
亡
霊
と
平
家
一
門
を

供
養
す
る
琵
琶
法
師
の
物
語
で
す
。

二
回
目
は
、
武
家
社
会
か
ら
近
代

日
本
へ
大
き
く
転
換
し
た

｢明
治
維

新
｣
で
す
。
幕
末
の
時
期
に
長
州
藩

(現
在
の
山
口
県
)
か
ら
吉
田
松
陰
、

高
杉
晋
作
な
ど
数
多
く
の
立
役
者
を

輩
出
し
、
ま
た
、
奇
兵
隊
決
起
な
ど

維
新
の
鳴
動
は
長
州
か
ら
始
ま
っ
た

の
で
す
。

◆
山
口
の
観
光
名
所

山
口
の
お
薦
め
の
観
光
名
所
を
少

し
紹
介
し
ま
し
ょ
う
o

東
部
地
域
の
お
薦
め
は
、
山
陽
自

動
車
道
岩
国
I
C
か
ら
錦
川
沿
い
を

車
で
下
る
こ
と
約
一
〇
分
、
五
連
の

ア
ー
チ
を
描
い
た
木
橋

｢錦
帯
橋
｣

が
目
に
入
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

今
か
ら
約
三
〇
〇
年
前
に
岩
国
藩
主

に
よ
り
創
建
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在

の
橋
は
平
成
一
三
年
度
か
ら
平
成
一

五
年
度
に
架
け
替
え
が
行
わ
れ
、
三

代
目
の
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

橋
は
ど
こ
か
ら
見
て
も
美
し
い
の
で

す
が
、
特
に
、
河
原
か
ら
橋
面
裏
を

見
上
げ
る
と
木
組
の
様
子
が
よ
く
分

か
り
、
ま
た
、
そ
の
美
し
さ
に
驚
か

さ
れ
ま
す

(写
真
1
)。

中
部
地
域
で
は
、
中
国
自
動
車
道

山
口
I
C
か
ら
車
で
約
一
〇
分
、
県

庁
周
辺
が
お
薦
め
で
す
。
四
季
折
々

に
美
し
い
姿
を
見
せ
る
西
の
京
･
山

口
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
国
宝

｢瑠

璃
光
寺
五
重
塔
｣
や
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
･
サ
ビ
エ
ル
来
山
四
〇
〇
年
を
記

念
し
て
建
て
ら
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会

｢山
口
サ
ビ
エ
ル
記
念
聖
堂
｣
な

ど
、
心
落
ち
着
け
る
場
所
で
す
。

西
部
地
域
で
は
、
中
国
自
動
車
道

最
後
の
I
C
で
あ
る
下
関
I
C
周
辺

西から東から



が
お
薦
め
で
す
。
壇
ノ
浦
の
戦
い

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
関
門
海
峡
、
剣

豪
宮
本
武
蔵
と
佐
々
木
小
次
郎
の
決

闘
の
場
所

｢巌
流
島
｣
や
維
新
の
風

雲
児
高
杉
晋
作
が
奇
兵
隊
を
決
起
し

た
城
下
町
長
府
の

｢功
山
寺
｣
な
ど

名
所
旧
跡
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
関
門
海
峡
を
一
望
で
き

る

｢海
峡
ゆ
め
タ
ワ
ー
｣
や
日
本
で

唯
一
シ
ロ
ナ
ガ
ス
ク
ジ
ラ
の
骨
格
標

本
を
展
示
し
て
い
る
水
族
館

｢海
響

館
｣
な
ど
新
し
い
施
設
を
訪
ね
る
の

も
楽
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

北
部
地
域
で
は
、
何
と
言
っ
て
も

写真 1 錦帯橋

｢明
治
維
新
｣
の
ふ
る
さ
と

｢萩
市
｣

が
お
薦
め
で
す
。
こ
こ
に
は
、
明
治

維
新
の
原
動
力
と
な
り
、
新
政
府
で

活
躍
し
た
多
く
の
逸
材
を
育
て
た

｢松
下
村
塾
｣
や
維
新
ゆ
か
り
の

人
々
の
生
誕
地
･
旧
宅
が
数
多
く
存

在
す
る
な
ど
歴
史
の
浪
漫
溢
れ
る
場

所
で
す
。

余
談
で
す
が
、
こ
の
他
に
個
人
的

な
お
薦
め
を
ふ
た
つ
。

(方
倉

(ま
ぐ
ら
)
の
大
岩
郷
〉

中
国
自
動
車
道
美
祢
I
C
か
ら
車

で
約
一
〇
分
の
美
祢
市
南
東
部
に
あ

り
、
駐
車
場
か
ら
山
道
を
少
し
歩
く

と
、
海
抜
三
〇
0
m
の
丘
陵
地
に
直

径
一
~
七
m
の
巨
大
な
岩
が
ゴ
ロ
ゴ 写真 2 方倉の大岩郷

◆
山
口
の
味

｢山
口
の
味
｣
の
代
表
と
言
え
ば
、

多
く
の
方
が

｢ふ
ぐ
｣
(山
口
県
で

は

｢福
｣
に
通
じ
る
こ
と
か
ら

｢ふ

く
｣
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
)
と
思
わ

64 0

れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
、
代
表
は

?

芯

く
｣
な
の
で
す
が
･

や
は
り
高

響

級
魚
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
な
か
な

逍

か
口
に
す
る
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
。

彼

口
と
横
た
わ
る
岩
海
が
目
の
前
に
現

れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
大
地
変
動
か
洪

積
期
河
川
作
用
に
よ
り
で
き
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
だ
け
の
岩

を
集
め
並
べ
る
の
は
、
現
代
の
技
術

を
も
っ
て
し
て
も
不
可
能
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す

(写
真
2
)。

へ棚
田
〉

本
州
最
西
北
端
に
位
置
す
る
油
谷

町
に
は
、
日
本
の
農
村
の
原
風
景
と

も
言
え
る

｢棚
田
｣
を
現
在
も
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
、
五
~
六

月
の
イ
カ
釣
り
漁
の
時
期
の
夕
刻
か

ら
夜
に
か
け
て
の
棚
田
と
日
本
海
に

広
が
る
無
数
の
漁
り
火
の
調
和
は
感

動
も
の
で
す

(写
真
3
)。



そ
こ
で
、
手
軽
に

｢山
口
｣
を
味
わ

い
た
い
皆
さ
ん
に
は

｢蒲
鉾
｣
を
お

薦
め
し
ま
す
。
山
口
の
蒲
鉾
は

｢薫

り
が
よ
い
｣
と
か

｢歯
ご
た
え
が
よ

い
｣
な
ど
好
評
で
す
が
、
こ
れ
は

｢焼
き
抜
き
｣
と
い
う
独
特
の
製
法

と

｢
エ
ソ
や
小
鯛
｣
な
ど
の
材
料
に

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
造
り
続
け
て
い

る
か
ら
で
す
。

是
非
、
皆
さ
ん
も

｢山
口
｣
を
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

写真 3 棚田と漁り火

◆
山
口
県
の
情
報
タ
ー
ミ
ナ
ル

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
日
本
橋
駅
B

3
出
口
か
ら
歩
い
て
一
分
、
日
本
橋

ブ
ラ
ザ
ビ
ル
の
一
階
に
山
口
県
の
情

報
タ
ー
ミ
ナ
ル

｢お
い
で
ま
せ
山
口

館
｣
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は

｢ふ

く
｣
や

｢蒲
鉾
｣
を
は
じ
め
と
し
た

山
口
の
名
産
品
･
特
産
品

(も
ち
ろ

ん
山
口
の
銘
酒
も
あ
り
ま
す
!
)
の

数
々
が
、所
狭
し
と
並
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
山
口
の

｢
見
ど
こ
ろ
｣
や

｢温
泉
｣
な
ど
の
観
光
情
報
も
満
載

で
す
。
活
気
溢
れ
る
日
本
橋
ビ
ジ
ネ

ス
街
に
あ
っ
て
、
館
内
に
は
ゆ
っ
た

!
-
-
-
ム地
下
鉄
東
西
線
日
本
橋
駅
T

　　　　　　　　　　 　

　　 　日本橇ブラザビル‐:

“丸善 B3.･
邁 雷

…‐-一群會下鉄銀座線日本橋駅声 割 -

　
　　
　　　　
　　

　
　

　

　　

.

･

棘鱗
お

　

　

　　

　

　

JR東京駅八重洲北口から徒歩4分
営団地下鉄銀座線、東西線 ｢日本橋駅｣ B3出口徒歩1分

2 おいでませ山口館 位置図

り
と
し
た
空
気
が
流
れ
、
こ
こ
は
も

う
、
山
口
県
で
す

(図
2
)。

◆
お
い
で
ま
せ
山
口
へ

詩
人
金
子
み
す
ゞ
、
中
原
中
也
の

感
性
を
育
ん
だ
山
口
県
。高
杉
晋
作
、

伊
藤
博
文
な
ど
維
新
の
志
士
を
育
ん

だ
山
口
県
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
も

｢お

い
で
ま
せ
山
口
へ
｣




